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姉妹都市との交流音楽会「旅立ちの丘コンサート」姉妹都市との交流音楽会「旅立ちの丘コンサート」

［主な内容］
● 平成20年度　施政方針・予算のあらまし
● 「お出かけ楽々バス利用券」を交付します！
● 芝桜開花期間中のイベント案内・交通規制
● こども医療費支給制度の対象年齢が拡大しました
● 地域振興事業補助（まちおこしお助け資金）制度をご活用ください
● 住宅リフォーム資金助成事業を実施します
● 秩父市職員人事異動

［市の人口］
70,984人
男=34,747人
女=36,237人
前月比－57人

［世帯数］
26,305世帯
前月比＋3世帯

平成20年３月１日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）

発行所　秩父市役所　電話 0494－22－2211（代表）
　　　　〒368－8686  埼玉県秩父市熊木町 8 番15号



2008年４月号 ❷

平成20年度 施政方針平成20年度 施政方針平成20年度 施政方針

　

平
成
20
年
度
の
当
初
予
算
案
な
ど
を
審
議
す
る
秩
父
市
議
会
３
月
定
例

会
が
、
３
月
４
日
か
ら
24
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
定
例
会
初
日
の
３

月
４
日
、
栗
原
市
長
は
、
平
成
20
年
度
の
市
政
全
般
に
わ
た
る
施
政
方
針

を
表
明
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
施
政
方
針
全
文
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
で

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
で

　

あ
り
続
け
る
た
め
に

　

あ
り
続
け
る
た
め
に

健
全
な
財
政
運
営
と

健
全
な
財
政
運
営
と

　
　

更
な
る
情
報
公
開

　
　

更
な
る
情
報
公
開

　

情
報
公
開
を
更
に
積
極
的
に
実
施
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
市
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

①
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
本
格
導
入

　
「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」
の
本
格
導

入
を
図
り
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政

運
営
を
行
う
と
と
も
に
、
行
政
の
透
明

性
を
確
保
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
す

る
説
明
責
任
を
果
た
し
ま
す
。

②
ま
ち
づ
く
り
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
公
開

　

主
要
な
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
解
決
目
標
や
達
成
期
限
な
ど
を
わ

か
り
易
く
示
し
、
そ
の
達
成
状
況
等
を

検
証
し
て
い
き
ま
す
。

③
ゼ
ロ
予
算
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

　

職
員
の
知
恵
と
工
夫
で
、
市
民
・
企

業
・
各
種
団
体
な
ど
と
の
協
働
を
図
り

な
が
ら
、
可
能
な
限
り
費
用
を
か
け
ず

に
、
市
民
満
足
度
の
高
い
ア
イ
デ
ア
事

業
の
積
極
的
な
導
入
を
図
り
ま
す
。

今
年
度
の

今
年
度
の

重
点
施
策

重
点
施
策

　

今
年
度
は
「
明
日
の
笑
顔
は
世
代
を

こ
え
て
！
」
を
合
言
葉
に
、「
子
育
て

支
援
・
元
気
長
寿
の
ま
ち
」
宣
言
を
制

定
し
、「
子
育
て
支
援
」
と
「
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
」
に
全
庁
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

少
子
化
対
策
・

子
育
て
支
援

①
「
生
み
や
す
い
」
環
境
の
整
備

　

妊
婦
健
康
診
査
公
費
負
担
を
、
２
回

か
ら
５
回
に
増
や
す
と
と
も
に
、
超
音

波
検
査
の
無
料
実
施
２
回
分
を
さ
ら
に

補
助
し
ま
す
。

②
「
育
て
や
す
い
」
社
会
の
構
築

　

育
児
相
談
の
充
実
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
、
学
校
施
設
・
学
校
給
食
・

特
色
あ
る
教
育
内
容
の
充
実
等
、
教
育

環
境
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

③
若
者
の
就
職
や
定
住
を
促
進

　

若
者
に
地
域
の
産
業
や
企
業
の
Ｐ
Ｒ

を
し
、
秩
父
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
も

ら
い
、
就
職
や
定
住
に
つ
な
が
る
施
策

を
実
施
し
ま
す
。

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

①
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
大
作
戦

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
吉

田
・
大
田
地
区
で
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運

行
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
各
町
会
が

地
域
の
健
康
づ
く
り
を
実
践
す
る
「
健

康
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
引
き
続
き
支

援
し
ま
す
。

②
「
医
療
保
険
年
金
局
」
の
新
設

　

健
康
福
祉
部
に「
医
療
保
険
年
金
局
」

を
新
設
し
、
地
域
医
療
体
制
に
つ
い
て

の
検
討
を
は
じ
め
、
予
防
医
学
や
介
護

認
定
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
元
気

な
高
齢
者
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

本
年
度
の

本
年
度
の主要

施
策

主
要
施
策

　

第
一
次
秩
父
市
総
合
振
興
計
画
「
近

未
来
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

２
０
０
６
」
の
７
つ
の
基
本
方
針
に
基

づ
き
設
定
し
ま
し
た
。

平成20年度施政方針を表明する
　　　　　　　　　　　栗原市長



❸

●
「
う
つ
く
し
い
自
然
環
境
づ
く
り
」

○
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
事
業

○
広
葉
樹
植
栽
整
備
事
業

　

カ
エ
デ
な
ど
広
葉
樹
の
植
栽
に
よ
り
、

水
源
か
ん
養
機
能
向
上
に
努
め
、
実
の

な
る
樹
種
を
育
て
る
こ
と
に
よ
り
有
害

鳥
獣
被
害
防
止
や
動
植
物
の
共
生
等
、

針
広
混
交
林
の
森
づ
く
り
の
取
組
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

○
市
営
林
保
育
事
業

○
潤
い
の
あ
る
河
川
環
境
づ
く
り
事
業

○
サ
ニ
テ
ー
シ
ョ
ン
調
査

●
「
さ
わ
や
か
な
生
活
環
境
づ
く
り
」

○
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進

　

資
源
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
、
町
会
資
源
ご
み
収
集
報
償

金
の
対
象
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
カ
ン
・

ビ
ン
を
加
え
ま
す
。

○
秩
父
聖
地
公
園
の
墓
園
拡
張

●
「
こ
れ
か
ら
の
地
球
環
境
づ
く
り
」

○
環
境
学
習
推
進
事
業

　

バ
イ
オ
マ
ス
研
究
事
業
を
進
め
る
吉

田
元
気
村
を
次
世
代
環
境
学
習
推
進
施

設
と
し
て
位
置
づ
け
、
小
中
学
生
を
対

森
と
水
の
力
を

　

未
来
に
つ
な
ぐ

　
　
「
環
境
の
ま
ち
」

❶

象
に
、
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

し
ま
す
。
ま
た
、「
ち
ち
ぶ
バ
イ
オ
マ

ス
て
ん
ぷ
ら
油
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
」
で

製
造
す
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の

市
公
用
車
で
の
利
用
を
推
進
し
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
削
減
を
図
り
ま
す
。

○
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
の
開
催

安
全
で

　

住
み
た
く
な
る

「
快
適
な
ま
ち
」

❷
●「
魅
力
を
高
め
る
地
域
基
盤
づ
く
り
」

○
花
街
道
整
備
事
業

○
公
共
交
通
利
用
の
促
進

　
「
お
出
か
け
楽
々
バ
ス
利
用
券
」
制

度
を
拡
充
し
ま
す
。
真
に
バ
ス
利
用
を

必
要
と
し
て
い
る
方
に
は
年
間
複
数
回

の
補
助
を
、
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し

た
方
に
対
す
る
支
援
も
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
路
線
バ
ス
で
高
校
に
通
学
し
て

い
る
生
徒
に
対
し
、
通
学
定
期
券
購
入

代
金
の
一
部
助
成
を
開
始
し
ま
す
。

○
（
仮
称
）
こ
ど
も
遊
園
地
整
備
事
業

○
景
観
行
政
の
推
進

●
「
暮
ら
し
を
さ
さ
え
る
生
活
基
盤
づ

く
り
」

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事
業

○
上
水
道
の
整
備

○
汚
水
処
理
施
設
の
整
備

○
情
報
通
信
網
の
整
備

　

高
速
大
容
量
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
拡
大
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
未
整

備
地
区
の
光
フ
ァ
イ
バ
網
の
整
備
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
、
地
上
波

デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴
地
域
と
携
帯
電

話
不
感
地
域
の
解
消
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

●
「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

○
地
震
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成

　

地
震
に
よ
る
被
害
想
定
な
ど
を
示
し

た
地
図
と
、
土
砂
災
害
に
関
す
る
情
報

伝
達
方
法
や
避
難
地
に
関
す
る
事
項
を

記
載
し
た
地
図
を
作
成
し
、
防
災
意
識

の
高
揚
と
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図
り

ま
す
。

○
災
害
対
策
図ず

上じ
ょ
う

訓
練
の
実
施

○
自
主
防
災
・
防
犯
組
織
へ
の
積
極
的

な
支
援

○
消
防
施
設
等
の
整
備

○
交
通
安
全
対
策
事
業

ちちぶバイオマス
てんぷら油リサイクル
　　　　　　　　工場

主要事業【新：新規事業】

①森と水の力を未来につなぐ「環境のまち」
②安全で住みたくなる「快適なまち」

バイオマス研究事業 15,364 千円

新　環境学習推進事業 9,910 千円

新　聖地公園墓園用地購入

　　デマンド交通事業 4,800 千円

　　お出かけ楽々バス事業 23,650 千円

　　情報基盤整備事業

新　難視聴対策事業

　　住宅リフォーム資金助成事業 30,000 千円

　　市道整備事業（幹線７号線ほか55路線）

 932,255 千円

新　景観形成事業 6,177 千円

　　（仮称）こども遊園地整備工事

　　（仮称）夏梅住宅建設工事

　　消防団詰所新築工事

新　災害ハザードマップ作成委託 8,500 千円

新　橋立浄水場整備事業
高齢者や子どもたちに優しい
ノンステップバスを導入します

温
も
り
と

　

 

安
心
の
あ
る

「
健
康
の
ま
ち
」

●
「
誰
も
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」

○
各
種
予
防
接
種

　

中
学
１
年
生
と
高
校
３
年
生
に
相
当

す
る
年
齢
の
方
を
対
象
に
、
麻
し
ん
・

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
と
中
学
３
年
生

を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
補
助
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

❸

市報ちちぶは、区・町会の皆さんのご協力で配られています。
なお、市役所総合窓口、各総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。



2008年４月号 ❹

○
特
定
健
康
診
査
等
の
実
施

　

40
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
、
特

定
健
康
診
査
お
よ
び
特
定
保
健
指
導
を

実
施
し
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

　

格
技
場
を
荒
川
中
学
校
敷
地
内
に
新

設
す
る
ほ
か
、
吉
田
取
方
総
合
運
動
公

園
施
設
の
一
部
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、（
仮
称
）
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
整
備
５
か
年
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

○
「
秩
父
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
金
」

制
度
の
導
入

○
高
校
総
体
の
開
催

●「
安
心
で
き
る
医
療
の
ま
ち
づ
く
り
」

○
医
学
生
等
奨
学
金
貸
付
制
度

○
市
立
病
院
の
充
実

　

中
核
病
院
と
し
て
、
地
域
住
民
に
安

心
・
安
全
・
満
足
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

救
急
処
置
室
等
施
設
の
整
備
や
、
医
療

機
器
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
看

護
師
不
足
の
対
策
と
し
て
、
院
内
保
育

を
実
施
し
ま
す
。

●「
温
も
り
の
あ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

○
介
護
予
防
事
業
の
充
実

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介

護
・
福
祉
に
関
わ
る
機
関
が
連
携
し
、

介
護
予
防
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
地
域
福
祉
の
充
実

○
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
４
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

○
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

星
の
子
教
室
は
、
地
域
の
支
援
体
制

整
備
事
業
を
導
入
し
、
遊
具
の
整
備
や
、

子
育
て
の
先
輩
と
の
交
流
機
会
の
確
保

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
が
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、

通
所
の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

等
に
対
し
、
送
迎
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

秩父市では、相撲、登山、自転
車（ロード）競技が行われます

に
ぎ
わ
い
と

　

感
動
を
呼
ぶ

「
交
流
の
ま
ち
」

❹
●
「
人
が
集
ま
る
観
光
づ
く
り
」

○
和
銅
奉
献
１
３
０
０
年
記
念
事
業 

　

黒
谷
駅
を
「
和
銅
黒
谷
駅
」
と
改
称

し
、
日
本
流
通
通
貨
発
祥
の
地
と
し
て

全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
多
彩
な

行
事
を
開
催
し
観
光
誘
客
を
図
り
ま
す
。

○
秩
父
ミ
ュ

ー
ズ
パ
ー
ク

ス
ポ
ー
ツ
の

森
整
備
事
業

　

入
浴
施
設

の
整
備
や
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

装
飾
な
ど
多
彩

な
取
組
を
進
め

ま
す
。

○
羊
山
公
園
「
芝
桜
の
丘
」
整
備
事
業

●
「
人
が
行
き
か
う
ま
ち
づ
く
り
」

○
国
際
交
流
の
推
進

○
交
流
居
住
事
業
の
推
進

　

秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
を
交
流
の
拠

点
施
設
と
す
る
た
め
、「
森
の
学
校
」

づ
く
り
に
着
手
し
、
自
然
体
験
や
環
境

学
習
、
農
山
村
体
験
な
ど
秩
父
な
ら
で

は
の
体
験
交
流
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

●「
心
動
か
す
芸
術
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」

○
秩
父
祭
屋
台
保
存
修
理
事
業

○
地
域
文
化
の
伝
承
・
活
性
化
事
業

○
芸
術
文
化
創
造
事
業

　

姉
妹
都
市
と
の
「
交
流
音
楽
会
」
の

開
催
や「
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
育
成
」

を
は
じ
め
、
市
民
の
芸
術
活
動
に
よ
る

プールサイドのイルミネーション

「
ち
ち
ぶ
芸
術
祭
」

の
更
な
る
発
展
を

目
指
し
て
、環
境
・

観
光
文
化
都
市
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

●「
い
き
い
き
と
働
け
る
環
境
づ
く
り
」

○
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

　

小
中
学
生
と
保
護
者
対
象
の
秩
父
の

優
良
企
業
見
学
や
、
中
学
生
職
業
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
職
業
観
や
、
働
く
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
、

企
業
の
人
材
確
保
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

○
就
業
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実
施

●
「
地
域
経
済
を
支
え
る
商
工
業
の
ま

ち
づ
く
り
」

○
工
業
団
地
整
備
お
よ
び
企
業
誘
致
推

進
事
業

　

新
た
な
工
業
団
地
を
整
備
す
る
た
め
、

庁
内
の
企
業
立
地
基
盤
整
備
研
究
会
等

に
お
い
て
、
秩
父
の
特
性
を
活
か
し
た
企

業
誘
致
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

す
ぐ
れ
た
価
値
を

　

生
み
出
す

「
活
力
の
ま
ち
」

❺

主要事業【新：新規事業】

③温もりと安心のある「健康のまち」
④にぎわいと感動を呼ぶ「交流のまち」

　　障害者自立支援事業 644,349 千円

新　高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定

　　麻しん風しん予防接種 11,877 千円

( 麻しん排除計画による中学校 1年生お

よび高校3年生実施分）

　　妊婦健康診査委託 21,816 千円

新　妊婦超音波検査費補助 5,108 千円

　　医学生等奨学金貸付事業 19,600 千円

新　救急処置室等施設改修工事

新　院内保育室設置工事

新　スポーツの森施設整備工事

新　（仮称）あらかわ格技場建設工事

新　「続・やさしいみんなの秩父学」

　　　　　　　　　編纂発行事業 3,000 千円

新　秩父ふるさと館移転工事



❺

○
産
学
官
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業

○
商
店
街
地
域
資
源
活
用
事
業

●
「
自
立
し
た
農
林
水
産
業
の
ま
ち
づ

く
り
」

○
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

○
遊
休
農
地
対
策
事
業

　

そ
ば
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ち
ち
ぶ
太

白
サ
ツ
マ
イ
モ
等
の
特
産
品
の
作
付
面

積
の
拡
大
を
促
進
し
、
遊
休
農
地
解
消

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
の

育
成
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
ま
す
。

○
森
林
管
理
道
整
備
事
業

健
や
か
に

　
　

成
長
で
き
る

「
共
育
の
ま
ち
」

❻
●「
親
と
子
が
共
に
育
つ
環
境
づ
く
り
」

○
こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度

　

こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
の
対
象
者

を
、
４
月
か
ら
小
学
４
年
生
ま
で
に
拡

大
し
ま
す
。

○
産
前
産
後
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業

　

産
前
産
後
の
家
事
や
育
児
な
ど
の
援

助
を
行
う
こ
と
を
希
望
す
る
人
と
、
受

け
る
こ
と
を
希
望
す
る
人
を
組
織
化
し
、

相
互
援
助
活
動
を
行
う
仕
組
み
を
つ
く

り
ま
す
。

○
保
育
所
お
よ
び
児
童
館
の
整
備

　

高
篠
保
育
所
の
改
修
工
事
と
、
中
村

児
童
館
の
庭
を
整
備
し
、
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
を
図
り
、
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

○
学
童
保
育
の
充
実

○
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

●「
未
来
を
担
う
人
を
育
む
学
校
づ
く
り
」

○
教
育
環
境
の
整
備

　

高
篠
小
学
校
は
、
平
成
22
年
度
ま
で

の
３
か
年
事
業
と
し
て
、
校
舎
・
体
育

館
・
プ
ー
ル
の
改
築
工
事
に
着
手
し
ま

す
。
ま
た
、
高
篠
中
学
校
の
体
育
館
お

よ
び
荒
川
東
小
学
校
の
校
舎
は
、
今
年

度
中
の
完
成
を
目
指
し
、
引
き
続
き
改

築
工
事
を
進
め
ま
す
。
南
小
学
校
の
プ

ー
ル
は
、
今
年
度
改
築
工
事
を
実
施
し

ま
す
。
尾
田
蒔
小
学
校
の
校
舎
・
体
育

館
は
、
３
か
年
事
業
と
し
て
改
築
等
の

予
定
で
、
今
年
度
は
校
舎
の
耐
震
診
断

な
ど
を
行
い
ま
す
。
秩
父
第
二
中
学
校

の
校
舎
も
、
耐
震
診
断
な
ど
を
行
い
、

来
年
度
に
大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

○
秩
父
大
好
き
人
間
の
育
成

○
秩
父
市
未
来
創
造
こ
ど
も
議
会

○
教
育
相
談
体
制
の
充
実

●「
生
涯
学
び
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
」

○
生
涯
学
習
の
推
進

　

各
公
民
館
の
施
設
改
善
や
備
品
等
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
特
に
影
森
公
民
館

に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
の
建
替
え

に
向
け
た
準
備
を
開
始
し
ま
す
。

○
図
書
館
の
充
実

　

読
書
が
困
難
な
方
を
対
象
と
し
た
対

面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
、
移
動
図
書
館
車
運

行
事
業
等
、
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き

る
学
習
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

互
い
に
助
け
あ
う

「
協
働
の
ま
ち
」

❼
●
「
と
も
に
築
く
市
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
」

○
よ
い
ま
ち
モ
ニ
タ
ー
制
度

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
機

能
を
活
用
し
た
新
た
な
広
聴
制
度
を
実

施
し
、
一
層
の
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
ま
す
。

○
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

○
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

●「
温
も
り
の
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
」

○
人
権
意
識
の
啓
発

○
町
会
と
の
連
携

　

町
会
と
行
政
が
対
等
な
立
場
に
お
け

る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て
地
域
社

会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、「
町
会

事
務
費
に
対
す
る
補
助
」
等
に
つ
い
て

引
き
続
き
実
施
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

○
市
政
報
告
会
の
実
施

●
「
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
づ

く
り
」

○
人
事
評
価
制
度
の
実
施

○
入
札
制
度
改
革

　

公
共
工
事
等
の
発
注
に
あ
た
っ
て
は
、

透
明
性
・
客
観
性
・
競
争
性
を
確
保
す

る
た
め
、
埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ
ス

テ
ム
に
参
加
し
、
さ
ら
な
る
公
正
性
の

確
保
を
図
り
ま
す
。

○
総
合
窓
口
の
充
実

○
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
公
開

主要事業【新：新規事業】

⑤すぐれた価値を生み出す「活力のまち」
⑥健やかに成長できる「共育のまち」
⑦互いに助けあう「協働のまち」

　　中学生職業セミナー 1,470 千円

　　大学生等誘客促進事業 3,500 千円

　　有害鳥獣被害防止対策事業 4,158 千円

　　こども医療費支給 140,740 千円

新　高篠保育所改修工事

新　中村児童館庭整備工事

新　尾田蒔小学校校舎・体育館改築および

　　　　大規模改造事業実施設計他業務委託

新　高篠小学校改築工事

　　荒川東小学校校舎改築工事

新　秩父第二中学校校舎補強設計他業務委託

　　高篠中学校体育館改築工事

新　影森公民館建設工事設計等業務委託

新　よいまちモニターシステム事業

 19,800 千円

新　電子入札システム導入事業 6,900 千円

影森公民館の建替えに
向けた準備を進めます

みんなで追放  危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…
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国
が
創
設
し
た
「
地
方
再
生
対
策

費
」
が
地
方
交
付
税
を
通
じ
て
配
分
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
の
増

額
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
景
気
回
復

に
よ
る
大
き
な
税
収
の
増
加
は
期
待
で

き
ず
、
ま
た
、
国
庫
補
助
負
担
金
、
地

方
交
付
税
、
税
源
移
譲
を
含
め
た
税
源

配
分
の
見
直
し
の
一
体
的
な
改
革
が
進

め
ら
れ
て
い
る
な
か
、
安
定
的
な
財
政

運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
が
厳
し
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
の
進
展

に
よ
る
社
会
保
障
経
費
の
増
加
や
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
維
持
管
理
費

の
増
大
、
住
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
の
生
活
環
境
の
整
備
が
必

要
で
あ
る
な
ど
、
行
政
経
費
の
圧
縮
が

難
し
い
状
況
で
あ
り
、
財
政
構
造
の
硬

直
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

適
正
な
行
財
政
運
営
が
図
れ
る
よ
う
、

全
て
の
歳
出
に
つ
い
て
聖
域
な
き
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ス
ト
の

削
減
を
図
り
つ
つ
も
事
業
効
果
が
更
に

発
揮
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

視
点
に
立
ち
、
「
市
民
満
足
度
」
の
一

層
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
念
頭
に
置

き
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計

予
算
の
総
額
は
、
２
９
３
億
５
４
１
万

円
と
な
り
、
昨
年
度
と
の
比
較
で

は
、
１
・
９
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度

　　　　　293億　 541万円 　　（＋1.9%）
　　　　　151億1,701万3千円（－24.3%）
　　　　　 61億4,585万2千円（－0.8%）
　　　　　505億6,827万5千円（－7.9%）

「
環
境
重
視・経
済
回
生

　

〜
財
政
健
全
化
に
向
け
た
努
力
の
継
続

『
総
事
業
総
ざ
ら
い
方
式
』〜
」

一般会計
特別会計
企業会計
総　　額

（対前年度比）

①
予
算
編
成
の
基
本
姿
勢

②
歳
入
に
つ
い
て

　

企
業
業
績
の
回
復
基
調
を
反
映
し
、

法
人
市
民
税
が
増
収
と
な
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
市
税
収
入
は
わ
ず
か
に
増
額
と

な
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
地
方
の
自

主
的
・
主
体
的
な
活
性
化
を
目
的
と
し

た
「
地
方
再
生
対
策
費
」
が
国
か
ら
配

分
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
交
付
税

が
増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。
県
支
出

金
は
、
社
会
福
祉
費
・
児
童
福
祉
費
に

係
る
補
助
金
の
増
額
に
よ
り
前
年
度
を

上
回
る
見
込
み
で
す
。

③
歳
出
に
つ
い
て

　

歳
出
面
で
は
、
「
子
育
て
支
援
・
元

気
長
寿
の
ま
ち
」
宣
言
に
基
づ
き
、
少

子
・
高
齢
化
に
関
す
る
施
策
に
対
し
て

重
点
的
に
予
算
措
置
を
し
た
結
果
、
民

生
費
、
衛
生
費
で
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
地
域
間
格
差

が
生
じ
な
い
よ
う
、
総
務
費
で
は
情
報

通
信
基
盤
整
備
事
業
や
難
視
聴
対
策
事

業
を
、
土
木
費
で
は
市
道
整
備
事
業
や

街
路
整
備
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
お
い
て
は
、
国
庫

補
助
金
や
県
補
助
金
を
積
極
的
に
活
用

し
、
ま
た
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る

合
併
特
例
事
業
を
最
大
限
に
有
効
活
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
適
正
な
事
業
実

施
が
図
れ
る
よ
う
創
意
工
夫
し
て
い
き

ま
す
。

　

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
の
概
要

予
算
の
概
要



❼

平成 20 年度一般会計は

2929,,305305,,410410千円千円予算予算
としました

福

平成20年度　秩父市予算

会　計　別　予　算　規　模
会　　計　　別 平成20年度予算額A 平成19年度予算額B 比較増減A －B 伸び率

一 般 会 計 29,305,410 28,756,290 549,120 1.9%
特 別 会 計 15,117,013 19,964,389 △ 4,847,376 △ 24.3%

特
別
会
計
の
内
訳

国民健康保険（事業勘定） 7,219,396 7,512,737 △ 293,341 △ 3.9%
国民健康保険（診療施設勘定） 127,952 123,472 4,480 3.6%
老 人 保 健 868,495 6,151,009 △ 5,282,514 △ 85.9%
後 期 高 齢 者 医 療 534,371 0 534,371 皆増
介 護 保 険 4,260,710 4,212,593 48,117 1.1%
下 水 道 事 業 1,374,464 1,436,843 △ 62,379 △ 4.3%
農 業 集 落 排 水 事 業 369,640 301,149 68,491 22.7%
戸別合併処理浄化槽事業 270,558 147,177 123,381 83.8%
公 設 地 方 卸 売 市 場 42,437 47,019 △ 4,582 △ 9.7%
駐 車 場 事 業 48,990 32,390 16,600 51.3%

企 業 会 計 6,145,852 6,195,825 △ 49,973 △ 0.8%
内
訳

水 道 事 業 3,089,753 3,452,156 △ 362,403 △ 10.5%
市 立 病 院 事 業 3,056,099 2,743,669 312,430 11.4%

合 計 50,568,275 54,916,504 △ 4,348,229 △ 7.9%

（単位：千円）

一 般 会 計 予 算 の 内 訳

歳入
293億541万円

市税
89億5,373万7千円
30.6％

地方交付税
64億4,400万円
22.0％

市債
37億3,820万円
12.8％

国庫支出金
22億878万2千円
7.5％総務費

38億4,989万7千円
13.1％

公債費
33億3,230万6千円
11.4％

衛生費
28億9.407万9千円
9.9％

消防費
13億4,214万6千円
4.6％

その他
18億7,271万2千円
6.4％ 繰入金

16億6,300万1千円
5.7％

県支出金
17億9.745万7千円
6.1％

その他
45億23万3千円
15.3％

歳出
293億541万円

民生費
75億1,958万1千円
25.7％

教育費
41億7,266万1千円
14.2％

土木費
43億2,202万8千円
14.7％

ふ　く

さん お 輿
こ　し

入
い

れ
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市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
組
織
機
構

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
医
療
保
険
年
金
局
の
設
置

　

元
気
長
寿
を
達
成
し
て
い
く
た
め
に
、

地
域
医
療
体
制
の
検
討
を
行
い
、
保
健
医

療
や
、
年
金
等
の
制
度
面
か
ら
総
合
的
施

策
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
、
健
康
福
祉
部

内
に
新
し
く
局
を
設
置
し
ま
し
た
。

②
地
域
医
療
対
策
課
の
設
置

　

地
域
医
療
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組

む
た
め
に
、
医
療
保
険
年
金
局
の
も
と

に
新
設
し
ま
し
た
。

③
生
涯
学
習
課
の
設
置

　

社
会
教
育
お
よ
び
生
涯
学
習
を
推
進

し
、
歴
史
文
化
伝
承
館
と
中
央
公
民
館

の
事
務
を
合
わ
せ
て
行
う
た
め
に
新
設

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
電
話
応
対

等
の
呼
称
を
「
生
涯
学
習
課
」
に
統
一

し
、
わ
か
り
や
す
く
し
ま
す
。

④
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
対
策
課
の

設
置

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
は
じ
め
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
や
、

環
境
問
題
等
に
総
合
的
に
取
り
組
む
た

め
新
設
し
ま
し
た
。

※
そ
の
他
、
国
や
県
等
と
一
体
と
な
り
、

文
化
財
の
保
護
を
よ
り
積
極
的
に
推

進
す
る
た
め
、
文
化
財
課
を
文
化
財

保
護
課
と
し
て
教
育
委
員
会
へ
移
管

し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

政
策
行
革
課

　

☎
22

－

２
２
０
２
（
直
通
）

４月から４月から
市役所の組織が市役所の組織が
一部変わりました一部変わりました

４月から４月から
市役所の組織が市役所の組織が
一部変わりました一部変わりました

旧 新 電話番号 場　　所

（新　設） 健康福祉部
　医療保険年金局 ☎26－1130 本庁舎１階

（新　設）
健康福祉部
　医療保険年金局
　　地域医療対策課

☎22－2279 本庁舎１階

市民生活部
　保険年金課

健康福祉部
　医療保険年金局
　　保険年金課

変更なし 変更なし

健康福祉部
　保健センター

健康福祉部
　医療保険年金局
　　保健センター

変更なし 変更なし

健康福祉部
　包括支援センター

健康福祉部
　医療保険年金局
　　包括支援センター

変更なし 変更なし

健康福祉部
　包括支援センター
（けやき包括支援
センター）

健康福祉部
　医療保険年金局
　　包括支援センター
　　（けやき包括支援センター）

変更なし
本庁舎１階
（保健センター
内から移動）

（新　設） 市民生活部
　生涯学習課 ☎23－2294 歴史文化伝承館

１階
環境農林部
　環境課 環境農林部

地域エネルギー・環境
対策課

☎22－2378 変更なし環境農林部
バイオマス・環境総
合研究所
産業観光部
　文化財課

教育委員会事務局
　文化財保護課 変更なし 歴史文化伝承館

２階

今回の組織改正に伴い、名称・場所の変更等があった部課

　

　市では、ミューズパークスポーツの森に
フットサルコートを整備し、４月７日から
営業を開始しました。
　利用料金は下表のとおりです。
　市民の皆さんには利用しやすい料金とな
っていますので、ぜひご活用ください。
利用時間　午前９時～午後５時（プール開設期間を除き火曜日は定休日)
コートのサイズ　34ｍ×20ｍ（人工芝・一面）
※センターハウス内に、更衣室、シャワー、ロッカーを完備、駐車場あ
り（600台収容可）
申込み・問い合わせ
　ミューズパークスポーツの森　☎２２－８１１１

秩父市民
小鹿野町民 コテージ宿泊者 交流市民（※） その他一般

１時間 1,000円 1,600円 2,000円 3,000円
１　日 4,000円 6,400円 8,000円 12,000円

フットサルコート利用料金

ミューズパークスポーツの森にミューズパークスポーツの森に
　　フットサルコートオープン !!　　フットサルコートオープン !!

※印：交流市民…ふるさと秩父カードを購入された方



❾

皆さん、こんにちは。今回は、子育て支援
と高齢者の健康づくりについてお話しします。
秩父市では、このたび「明日の笑顔は世代
をこえて！子育て支援・元気長寿のまち」を
宣言しました。市内で今年還暦を迎える方は
約1,200人います。これに対して、この春に小
学校に入学した児童は約600人しかいません。
さらに、昨年１年間に生まれた子どもは約550
人という状態です。
少子高齢化が急速に進んでいるわけですが、
一つには「元気な高齢化社会」を築いていく
ということが大切になります。金銭に頼らな
い考え方、あるいは予防医学的な手法等々を
含めて研究し、健康づくり推進事業や生きが
い創出事業を始めとした政策によってこそ、
超高齢化の時代を乗り切れるのだと思います。
一方で、少子化については、行政として「生
み、育てやすい社会環境」を築いていくため、
具体的に目に見える形での支援策を講じてい
かなければなりません。未来の秩父を担う子
どもたちの教育環境を充実させるため、学校
施設の整備を最優先に進めてまいりましたが、
今後はソフト的な部分にも力を入れ、児童か
ら幼児、さらには母体にまで近づけて積極的
に支援してまいります。
具体的には、こども医療費の無料化を小学
４年生まで拡大、妊婦健診の補助制度拡充、
産前産後・サポート・センター事業の実施、（仮
称）こども遊園地の整備など、きめ細やかな
子育て支援策を展開していきたいと考えてい
ます。
少子高齢化社会という面において、秩父市
は全国的にみても先進地です。誰もが安心し
て生み育て、子どもたちは夢を抱き、そして、
高齢者は生きがいを持ち、健康でいつまでも
活躍できる地域社会の実現を目指したいと考
えています。子どもにも、高齢者にも、そし
て若い世代の人たちにも豊かさを実感してい
ただけるようなまちづくりを進めます。

秩父市長

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
に
、「
バ
ス
共
通
カ
ー
ド
」
の
購

入
代
金
の
一
部
を
補
助
す
る
「
お
出
か

け
楽
々
バ
ス
利
用
券
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
声
に
お
応
え
し
、

今
年
度
か
ら
、
年
間
２
回
ま
で
の
交
付

と
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
２
回
目
の

交
付
は
、
使
い
切
っ
た
バ
ス
共
通
カ
ー

ド
と
の
引
き
換
え
と
な
り
ま
す
。）

受
付
場
所　

市
民
生
活
課（
本
庁
舎
３
階
）

申
請
の
際
必
要
な
も
の

　

保
険
証
・
免
許
証
な
ど
、
高
齢
者
の

方
の
年
齢
や
住
所
等
の
わ
か
る
も
の

申
請
で
き
る
人　

市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
方
（
年
度
内
２
回
ま
で
）

※
２
回
目
の
交
付
は
、
使
い
切
っ
た
バ

ス
共
通
カ
ー
ド
と
の
引
き
換
え
と
な

り
ま
す
。

購
入
方
法　

市
民
生
活
課
で
利
用
券
を
受
け

と
り
、
西
武
観
光
バ
ス
秩
父
営
業
所
で
５
，

０
０
０
円
の
バ
ス
共
通
カ
ー
ド
を
購
入
し

て
く
だ
さ
い
。（
現
金
３
，
０
０
０
円
で
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

※
バ
ス
共
通
カ
ー
ド
…
市
内
で
は
西
武

観
光
バ
ス
の
全
線
が
利
用
可
能
で
す
。

（「
ぐ
る
り
ん
号
」
も
使
え
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

「
お
出
か
け
楽
々
バ
ス
利
用
券
」

　
　
　
　
　
　

を
交
付
し
ま
す
！

（「
バ
ス
共
通
カ
ー
ド
」
購
入
代
金
を
一
部
補
助
し
ま
す
）

（「
バ
ス
共
通
カ
ー
ド
」
購
入
代
金
を
一
部
補
助
し
ま
す
）

　

市
で
は
、
新
た
な
広
聴
制
度
「
よ
い

ま
ち
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
の
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
の
メ
ー
ル
機
能
を
活
用
し
て
、
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
反
映
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
登
録
制
の
広
聴

制
度
で
す
。
会
員
の
方
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
信
し
、
そ

の
回
答
か
ら
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
市
の
情
報
も
随
時
配
信
す

る
こ
と
で
、
情
報
の
共
有
化
を
図
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

貴
重
な
声
を
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
、郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、訪
れ
る
方
々

に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
魅
力
溢
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

※
会
員
登
録
等
詳
し
く
は
、h

ttp
://

　

yoim
achi.city.chichibu.lg.jp/entry

　
（
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
共
通
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課

　

☎
22

－

２
５
０
５
（
直
通
）

秩秩父市
よいまちモニター
　を募集しています

秩父市
よいまちモニター
　を募集しています

秩父市
よいまちモニター
　を募集しています

↑ QR コード読み取り
機能付の携帯電話はこ
ちらから
※メールの受信制限をして
いる方は、city.chichibu.
lg.jpからのメールが届く
ように設定してから登録を
お願いします。
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芝
桜
の
鑑
賞
に
お
い
で
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
、
秩
父
の
魅
力
を
感
じ
て
い

た
だ
き
、
ま
ち
な
か
観
光
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
今
年
も
芝
桜
ま
つ
り

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま

す
。（
詳
し
く
は
、
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。）

ま
ち
な
か
無
料
バ
ス
を

ま
ち
な
か
無
料
バ
ス
を

運
行
し
ま
す

運
行
し
ま
す

　

羊
山
公
園
第
一
駐
車
場
と
妙
見
の
森

公
園（
秩
父
神
社
前
）の
間
に
お
い
て
、

ま
ち
な
か
無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

４
月
19
日
㈯
〜
５
月
６
日（
火
・
振

替
）の
期
間
、毎
日
運
行
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

芝
桜
総
合
ダ
イ
ヤ
ル

芝
桜
総
合
ダ
イ
ヤ
ル

　
「
芝
桜
の
丘
」
の
概
要
、
交
通
渋
滞

対
策
、
入
園
料
、
ま
ち
な
か
で
の
催
し

な
ど
、
音
声
に
よ
る
案
内
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

芝
桜
の
開
花
時
期
に
は
、
吉
田
地
域

の
カ
イ
ド
ウ
や
ス
イ
セ
ン
、
大
滝
地
域

の
ツ
ツ
ジ
や
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
荒
川
地
域

の
し
だ
れ
桜
や
水
芭
蕉
な
ど
も
美
し
く

咲
き
誇
り
ま
す
。
芝
桜
の
鑑
賞
に
あ
わ

せ
て
、
市
内
の
花
め
ぐ
り
や
ま
ち
な
か

散
策
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

市
内
の
花
め
ぐ
り

市
内
の
花
め
ぐ
り

芝
桜
総
合
ダ
イ
ヤ
ル

☎
22

－

２
８
１
６

ご家族でお出かけくださいご家族でお出かけください

芝桜開花期間中のイベント案内芝桜開花期間中のイベント案内芝桜開花期間中のイベント案内芝桜開花期間中のイベント案内

対
象
作
品　

平
成
20
年
に
羊
山
公
園
「
芝

桜
の
丘
」
で
撮
影
さ
れ
た
作
品
で
、
未

発
表
の
も
の
と
し
ま
す
。

応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
応
募
票
を
貼

付
し
、
下
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
の
受
付
も
し
ま
す
が
、
郵
送
費

用
は
本
人
負
担
で
す
。
ま
た
、
郵
送
の

際
の
破
損
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
い
か

ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
票
は
観
光
振
興
課
の
ほ

か
、
羊
山
公
園
「
芝
桜
の
丘
」
臨
時
観

光
案
内
所
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
秩
父
観

光
な
び
」
で
も
応
募
票
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

５
月
12
日
㈪
〜
６
月
13
日
㈮

賞
金
等

　

金
賞
１
人

　
（
賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
副
賞
５
万
円
）

　

銀
賞
２
人

　
（
賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
副
賞
３
万
円
）

　

銅
賞
３
人

　
（
賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
副
賞
１
万
円
）

　

入
選
15
人
程
度
（
賞
状
）

応
募
上
の
注
意

・
入
園
時
間
（
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
）

外
に
、
園
内
で
撮
影
さ
れ
た
と
判
断

さ
れ
る
作
品
は
失
格
と
し
ま
す
。

・
応
募
枚
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

作
品
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
応
募
票
を
貼

付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
賞
作
品
の
版
権
は
、
主
催
者
に
帰

属
し
ま
す
。

・
入
賞
し
た
写
真
は
、
ネ
ガ
を
送
付
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
の
場
合
は
、
デ
ー
タ
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・
入
賞
し
た
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
作
品
は
、
７
月
１
日
㈫
〜

８
月
29
日
㈮
に
返
却
し
ま
す
。
観
光

振
興
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
郵
送

で
の
返
却
を
希
望
す
る
場
合
は
、
返

信
用
封
筒
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、

相
当
額
の
切
手
を
貼
付
の
う
え
、
応

募
の
際
に
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

展
覧
会　

入
賞
作
品
を
対
象
と
し
た
展

覧
会
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
１
日
㈫
〜
27
日
㈰

※
表
彰
式
は
、
27
日
㈰
に
行
い
ま
す
。

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館 

歴
史
文

化
交
流
フ
ロ
ア
ー

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
３
６
８

－

８
６
８
６　

熊
木
町
８

－

15　

観
光
振
興
課
内　

芝
桜
ま
つ
り

実
行
委
員
会　

芝
桜
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

係　

☎
25

－

５
２
０
９
（
直
通
）

※
持
参
の
場
合
は
、
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
に
観
光
振
興
課
窓
口

で
受
け
付
け
ま
す
。（
土
・
日
は
除

く
）

芝
桜
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を

芝
桜
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を

実
施
し
ま
す

実
施
し
ま
す
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芝桜開花期のイベント一覧
事　　　　　業 概　　　　　　　要 実　施　期　間・会　場 問い合わせ

「芝桜の丘」イベント

①臨時観光案内
②秩父路の特産市
③秩父音頭流し
④ちちぶまちなか散歩

⑤スケッチ教室
⑥カラーセラピー教室

⑦「HANＺO」チャリティ
コンサート

芝桜観賞においでいただいた観光客の方に
秩父地域の魅力を広く紹介するとともに、
「芝桜の丘」の魅力アップを目的に開催
①秩父地域の観光案内
②秩父の特産品などの臨時売店
③秩父民踊連合会による秩父音頭流し
④ボランティアガイドによるまちなか案内

⑤落合久子さんによるスケッチ教室
⑥石井亜由美さんによるカラーセラピー教
室

⑦シンガーソングライター「ＨＡＮＺＯ」
のチャリティコンサート

羊山公園「芝桜の丘」付近

①５月８日㈭まで
②５月８日㈭まで
③４月17日㈭、５月８日㈭
④４月12日㈯、13日㈰、19日㈯、20日㈰、26日
㈯、27日㈰、29日（火・祝）、５月３日（土・祝）、
４日（日・祝）、５日（月・祝）、６日（火・振替）
⑤４月15日㈫
⑥４月21日㈪

⑦４月19日㈯、20日㈰

芝桜まつり実行委員
会（事務局：市役所
観光振興課
☎25－5209）

妙見の森イベント

妙見の森公園コミュニティ舞台を活用し、
秩父の郷土芸能を披露
（各日とも、午前10時～午後３時の間に、
２～３回公演を行う予定。天候その他の理
由で変更・中止の場合あり）

妙見の森公園コミュニティ舞台
４月19日㈯
　秩父屋台囃子、子ども歌舞伎
４月20日㈰
　秩父屋台囃子、黒潮太鼓（光の村養護学校）
４月26日㈯
　秩父屋台囃子、黒谷の獅子舞
４月27日㈰
　秩父屋台囃子、秩父舞祭り（Ｃ－ＤＡＮＣＥ！）
４月29日（火・祝）
　秩父屋台囃子、貴布禰神社神楽
５月３日（土・祝）
　秩父屋台囃子、大滝中学校三峰神代神楽
５月４日（日・祝）
　秩父屋台囃子、神明社神楽
５月５日（月・祝）
　秩父屋台囃子、久長の獅子舞
５月６日（火・振替）
　秩父屋台囃子、白久の串人形芝居

市役所商業振興課
☎25－5208

二十連太鼓と秩父舞祭り
番場通り（妙見通り）を歩行者天国にし、
二十連太鼓の演奏と秩父舞祭り（Ｃ－ＤＡ
ＮＣＥ！）を披露

番場通りを中心に開催
４月27日㈰

道生町笠鉾飾り置き 笠鉾収蔵庫の完成を記念して、笠鉾の飾り
置きを実施

道生町笠鉾収蔵庫
４月29日（火・祝）～５月５日（月・祝）

特別企画展「未来へつな
ぐ伝統の技　秩父銘仙伝
統工芸士作品展」

埼玉県認定の「埼玉県伝統工芸士（秩父銘
仙・秩父ほぐし捺染）」等が作成した秩父
銘仙の反物や秩父ほぐし捺染の型紙などを
展示

ちちぶ銘仙館（入館料　一般200円、小中学生
100円）
４月10日㈭～５月10日㈯

ちちぶ銘仙館
☎22－4112春の銘仙館まつり

秩父伝統の技である秩父ほぐし捺染の実演
や、沖縄三線の演奏会、野点、繭の糸取り
見学、染め織り体験、型すり込み体験など
を開催

ちちぶ銘仙館（入館料　200円、小中学生　100円）
４月26日㈯、27日㈰

銘仙館福引大抽選会 銘仙グッズ等がもれなく当たる福引大抽選
会を開催

ちちぶ銘仙館（入館料　200円、小中学生　100円）
５月３日（土・祝）～５月５日（月・祝）

秩父札所写真展 写真集団「簓」による札所の写真の展示 地場産センター２階展示コーナー
４月26日㈯～５月11日㈰ 地場産センター

☎25－0088
春の地場産まつり 地酒の試飲や草花の即売などを実施 地場産センター１階物産館

５月３日（土・祝）～５月５日（月・祝）

民話の語り実演 秩父に昔から伝わる民話の語りの実演

秩父まつり会館（入館料　400円）
４月12日㈯、19日㈯、20日㈰、26日㈯、27日㈰、
５月３日（土・祝）、４日（日・祝）、５日（月・
祝）、６日（火・振替）
各日午前11時～、午後２時～

秩父まつり会館
☎23－1110

北村西望・墨の世界と彫
刻展

秩父地域に残されている西望作品（書画約
70点、彫刻約50点、小物約30点）を展示、
説明するとともに秩父鉄道の創始者である
柿原家歴史資料も展示

芸術文化会館（入館料300円、高校生以下無料）
４月19日㈯～５月８日㈭

市役所ふるさと創造課
☎22－2823

高橋まゆみ創作人形展
「故郷からのおくりもの」

素朴で懐かしい世界観を人形で表現する高
橋まゆみさんの人形展を開催

矢尾百貨店５階大催事場（入場料　一般500円、
中学・高校生400円、小学生100円）
４月22日㈫まで

矢尾百貨店
☎24－8233
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交
通
規
制
実
施
の
際
は
、
臨
時
駐
車

場
を
開
設
し
ま
す
。

　

な
お
、
臨
時
駐
車
場
利
用
の
際
は
、

駐
車
整
理
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。
（
ミ

ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
臨
時
駐
車
場
は
無
料
で

す
。
）
駐
車
整
理
料
は
、
園
内
の
安
全

確
保
、
警
備
員
に
よ
る
交
通
整
理
、
駐

車
場
警
備
の
充
実
、
ま
た
交
通
規
制
実

施
日
の
バ
ス
運
行
（
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ

イ
ド
）
等
の
運
営
費
用
に
充
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
大
型
・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
、
臨
時
駐

車
場
へ
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。
バ
ス
専

用
駐
車
場
は
、
予
約
申
込
み
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
乗
用

車
（
軽
含
む
）、
バ
イ
ク
の
予
約
は

あ
り
ま
せ
ん
。

臨時駐車場 車　種 料金 収容台数

ミューズパーク 乗用車
（軽含む） 無料 800台

公設地方卸売市場 乗用車
（軽含む） 500円 450台

南小学校
乗用車
（軽含む） 500円 200台

バイク 200円 50台

　

交
通
規
制
実
施
日
以
外
の
日

は
、
羊
山
公
園
内
駐
車
場
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

左
記
の
期
間
は
駐
車
整
理
料
を

い
た
だ
き
ま
す
。

と　

き　

５
月
７
日
㈬
ま
で
の

交
通
規
制
実
施
日
以
外（
時
間
は
、

午
前
７
時
〜
午
後
５
時
の
予
定
）

※
花
の
開
花
状
況
に
よ
っ
て
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

駐
車
整
理
料　

大
型
バ
ス　
　
　
　
　

３
，
０
０
０
円

マ
イ
ク
ロ
バ
ス　
　
　

２
，
０
０
０
円

乗
用
車
（
軽
含
む
）　
　
　

５
０
０
円

バ
イ
ク　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
円

※
下
段
の
駐
車
場
利
用
券
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
切
り
取
っ
て
、
駐
車
場
係

員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

交
通
規
制
実
施
日
に
あ
わ
せ
、
市
民

の
方
の
た
め
に
市
役
所
構
内
お
よ
び
庁

舎
北
側
職
員
駐
車
場
を
開
放
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。）

　

芝
桜
開
花
期
間
中
、
羊
山
公
園
を
利

用
さ
れ
る
方
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

来
園
の
際
の

来
園
の
際
の

駐
車
場
の
ご
案
内

駐
車
場
の
ご
案
内

①
交
通
規
制
時
の

①
交
通
規
制
時
の

臨
時
駐
車
場

臨
時
駐
車
場

②
羊
山
公
園
の

②
羊
山
公
園
の駐

車
場

駐
車
場

③
市
役
所
駐
車
場
を

③
市
役
所
駐
車
場
を

開
放
し
ま
す

開
放
し
ま
す

※ミューズパーク、公設地方卸売市場からは、羊山公園ま
でシャトルバスを運行します。

「芝桜の丘」開花期に「芝桜の丘」開花期に
交通規制を実施します交通規制を実施します
「芝桜の丘」開花期に「芝桜の丘」開花期に
交通規制を実施します交通規制を実施します
　交通規制実施日（４月19日㈯～５月６日　交通規制実施日（４月19日㈯～５月６日
（火・振替）の土・日・祝日、午前７時～（火・振替）の土・日・祝日、午前７時～
午後５時）は、羊山公園内駐車場に、一般午後５時）は、羊山公園内駐車場に、一般
車両の進入および駐車はできません。車両の進入および駐車はできません。
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と　

き　

５
月
18
日
㈰
午
前
９
時
15
分

西
武
秩
父
駅
集
合
、
午
後
４
時
ご
ろ
解

散
（
雨
天
決
行
）

定　

員　

50
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
資
格　

健
康
で
完
走
で
き
る
小
学
５

年
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
、

18
歳
未
満
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

参
加
費　

４
，
０
０
０
円
（
食
事
代
、

記
念
品
代
等
含
む
）

コ
ー
ス
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
は
西
武

秩
父
駅
前
）

●
奥
秩
父
を
走
る　

約
60
㎞
コ
ー
ス

　
（
参
加
車
種
：
ロ
ー
ド
の
み
）

　

ス
タ
ー
ト
↓
札
所
27
番
↓
札
所
29
番

↓
そ
ば
畑
↓
道
の
駅
あ
ら
か
わ
↓
三
峰

口
駅
↓
道
の
駅
大
滝
温
泉
↓
二
瀬
ダ
ム

秩
父
湖
（
昼
食
）
↓
巴
川
↓
ゴ
ー
ル

●
新
緑
を
走
る　

約
45
㎞
コ
ー
ス

（
参
加
車
種
：
ロ
ー
ド
・
ク
ロ
ス
・

M
T
B
・
小
径
車
）

　

ス
タ
ー
ト
↓
羊
山
公
園
↓
札
所
５
番

↓
札
所
４
番
↓
札
所
３
番
↓
和
銅
大
橋

↓
円
福
寺
↓
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
↓
酒
づ

く
り
の
森
（
昼
食
）
↓
札
所
25
番
↓
飛

び
石
↓
そ
ば
畑
↓
手
掘
り
ト
ン
ネ
ル
↓

寺
沢
水
車
↓
札
所
29
番
↓
札
所
27
番
↓

ゴ
ー
ル

●
長
瀞
を
走
る　

約
35
㎞
コ
ー
ス

（
参
加
車
種
：
指
定
な
し
（
シ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
も
可
））

　

ス
タ
ー
ト
↓
羊
山
公
園
↓
札
所
５
番

↓
札
所
４
番
↓
札
所
１
番
↓
水
管
橋
↓

長
瀞
岩
畳
（
昼
食
）
↓
長
瀞
駅
↓
親
鼻

橋
↓
聖
神
社
↓
ゴ
ー
ル

●
里
山
を
走
る　

約
30
㎞
コ
ー
ス

　
（
参
加
車
種
：
M
T
B
の
み
）

　

ス
タ
ー
ト
↓
秩
父
公
園
橋
↓
ミ
ュ
ー

ズ
パ
ー
ク
↓
ダ
ー
ト
道
↓
札
所
25
番
↓

飛
び
石
↓
荒
川
総
合
運
動
公
園（
昼
食
）

↓
札
所
29
番
↓
不
動
名
水
↓
松
坂
↓
羊

山
公
園
↓
ゴ
ー
ル

※
各
グ
ル
ー
プ
（
20
人
程
度
）
の
走
行

と
な
り
ま
す
。
先
導
あ
り
。

※
ス
ム
ー
ズ
な
誘
導
を
行
う
た
め
、
一
部

の
コ
ー
ス
で
は
車
種
を
限
定
し
ま
し
た
。

注
意
事
項　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
（
事
前
申

込
み
で
、
有
料
の
レ
ン
タ
ル
ヘ
ル
メ
ッ

ト
有
り
）、
整
備
済
の
自
転
車
持
参

申
込
方
法　

４
月
20
日
㈰
ま
で
に
、
市
観

光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
秩
父
観
光
な
び
」

（http://n
avi.city.chichibu.lg.jp/

）

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
コ
ー
ス

ご
と
に
、
参
加
希
望
代
表
者
の
住
所
・

氏
名
（
か
な
）・
性
別
・
年
齢
・
電
話

番
号
と
代
表
者
以
外
（
３
人
以
内
）
の

氏
名
（
か
な
）・
性
別
・
年
齢
を
入
力

し
て
く
だ
さ
い
。
抽
選
の
う
え
、
当
選

者
に
は
４
月
26
日
㈯
ご
ろ
ま
で
に
当
選

通
知
書
等
の
案
内
を
発
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
実

行
委
員
会
（
観
光
振
興
課
内
）

　

☎
25

－

５
２
０
９
（
直
通
）

　西武池袋線池袋駅から西武秩父駅まで、自転車　西武池袋線池袋駅から西武秩父駅まで、自転車

を分解することなくそのまま乗せられる電車を走を分解することなくそのまま乗せられる電車を走

らせ、秩父路でサイクリングを行います。らせ、秩父路でサイクリングを行います。

　市内在住の方も、西武秩父駅のスタート地点か　市内在住の方も、西武秩父駅のスタート地点か

らぜひご参加ください。らぜひご参加ください。

新緑の秩父路を
自転車で走りませんか？

　 　

市
報
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
今
年
も
「
芝
桜
の
丘
」
は
芝
桜
開

花
期
間
中
有
料
に
な
り
ま
す
。

期　

間　

５
月
10
日
㈯
（
午
前
８
時
〜

午
後
５
時
）
ま
で
の
う
ち
、
花
の
見
ご

ろ
の
期
間

入
園
料

※
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
無
料
と
な

り
ま
す
。（
芝
桜
の
丘
内
の
入
園
券
売

場
に
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。）

※「
一
般
」と

は
、
中
学

生
お
よ
び

こ
れ
に
相

当
す
る
方

を
除
く
満

15
歳
以
上

の
方
で
す
。

区　

分

一　

般

15
歳
未
満

入園料

個
人

１
日
３
０
０
円

無　

料

団
体

１
人
に
つ
き

１
日
２
５
０
円

芝
桜
開
花
期
間
中

芝
桜
開
花
期
間
中

「
芝
桜
の
丘
」は
有
料
に
な
り
ま
す

「
芝
桜
の
丘
」は
有
料
に
な
り
ま
す

※
「
団
体
」
と
は
、
入
園
料
を
支
払
う

入
園
者
の
数
が
20
人
以
上
の
も
の
で

す
。

※
12
ペ
ー
ジ
の
芝
桜
の
丘
無
料
入
園
券

引
換
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
切
り

取
っ
て
芝
桜
の
丘
内
の
入
園
券
売
場

に
持
参
の
う
え
、
無
料
入
園
券
と
引

き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

公
園
課

　

☎
22

－

２
６
０
３
（
直
通
）
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４
月
１
日
か
ら
、
こ
ど
も
医
療
費
支

給
制
度
の
対
象
を
、
満
９
歳
に
達
し
た

日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
か
ら
、
満

10
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
に
拡
大
し
ま
し
た
。
拡
大
対

象
者
で
、
す
で
に
受
給
さ
れ
て
い
た
方

に
は
、
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
お
子
さ
ん
が
い
る
方
で
、
申
請
手
続

４
月
１
日
か
ら

４
月
１
日
か
ら

　

こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
の

　

こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
の

　
　

対
象
年
齢
が
拡
大
し
ま
し
た

　
　

対
象
年
齢
が
拡
大
し
ま
し
た

き
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度

対　

象　

市
内
に
住
ん
で
い
る
０
歳
児

か
ら
満
10
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
方
で
、
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び
外

国
人
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
、
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
内
容　

各
医
療
保
険
制
度
に
お
け
る

医
療
費
の
一
部
負
担
金
（
た
だ
し
、
高

額
療
養
費
・
附
加
給
付
金
・
入
院
時
食

事
療
養
標
準
負
担
額
は
除
く
）

※
医
療
保
険
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
必

ず
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
８
３

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５
（
直
通
）

　 　

市
立
病
院
小
児
科
で
は
、
診
療
に
あ

た
る
常
勤
医
師
１
名
を
確
保
で
き
た
た

め
、
４
月
か
ら
の
外
来
診
療
を
、
従
来

ど
お
り
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

と
第
２
・
４
土
曜
日
に
行
な
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
毎
週
水
曜
日
午
後
に
行
っ

て
い
た
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
外
来
に
つ
い

て
は
、
休
診
と
な
り
ま
す
。

　

市
立
病
院
で
は
、
１
日
も
早
く
元
の

体
制
に
戻
せ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
し
ば
ら
く
の
間
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
立
病
院
医
事
課

　

☎
23

－

０
６
１
１

市民の皆さんが安心できる
医療体制を目指します

市
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
児
科
の
診
療
体
制
に
つ
い
て

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
は
、
地
域
の
子
育
て
を
応
援
す
る
た

め
、
育
児
の
援
助
を
し
て
ほ
し
い
人
と

支
援
で
き
る
人
と
を
つ
な
ぐ
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
員
組
織
で
す
。

　

４
月
か
ら
、「
病
後
児
預
か
り
保
育
」

の
利
用
料
を
市
が
半
額
補
助
し
、
保
護

者
の
方
の
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
等
を

支
援
し
ま
す
。

対　

象　

　

病
気
の
回
復
期
に
あ
る
生
後
６
か
月

〜
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の

保
護
者

利
用
料

○
平
日
（
１
時
間
当
た
り
）

　

６
０
０
円
↓
３
０
０
円

○
土
・
日
・
祝
日
（
１
時
間
当
た
り
）

　

７
０
０
円
↓
３
５
０
円

○
基
本
時
間
外
（
基
本
時
間
は
、
午
前

　

８
時
〜
午
後
７
時
で
す
。）

　

１
０
０
円
増
↓
50
円
増

※
利
用
方
法
等
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
秩
父
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
21

－

３
３
１
１

「病後児預かり保育」の「病後児預かり保育」の
利用料を市が利用料を市が
半額補助します半額補助します

ファミリー・サポート・センター

ご寄附ありがとうございました

　次の方から、社会福祉のために寄附をい

ただきました。温かな善意に感謝し、ご紹

介します。（平成20年２月）

▼27日、熊谷市の匿名の方から142,909円
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市
で
は
、
小
中
学
生
を
対
象
に
、
優

れ
た
調
査
・
研
究
・
実
践
等
に
対
し
、

小
学
生
に
は
「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
」、

中
学
生
に
は
「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」

の
称
号
を
授
与
し
、
そ
の
努
力
を
た
た

え
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
３
日
に
、
今
年
度
２
回
目
の
授

与
式
が
行
わ
れ
、
新
た
に
３
人
の
子
ど

も
ち
ち
ぶ
学
士
と
９
人
の
子
ど
も
ち
ち

ぶ
博
士
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
平
成
17
年
度
か
ら
合
計
で
、

子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
が
11
人
、
子
ど
も

ち
ち
ぶ
博
士
が
27
人
と
な
り
ま
し
た
。

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
」

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
」

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」

が
授
与
さ
れ
ま
し
た

が
授
与
さ
れ
ま
し
た

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
」

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
」

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」

が
授
与
さ
れ
ま
し
た

が
授
与
さ
れ
ま
し
た

今
回
授
与
さ
れ
た

今
回
授
与
さ
れ
た

子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
・

子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
・

博
士
の
紹
介　

博
士
の
紹
介　

高
篠
小
学
校
５
年　

手
島　

綾
花
さ
ん

　
　
　
　
　

５
年　

手
島　

優
花
さ
ん

「
秩
父
市
地
域
に
つ
い
て
〜
ダ
ム
・
防

災
の
研
究
を
と
お
し
て
〜
」

　

手
島
綾
花
さ
ん
、
優
花
さ
ん
姉
妹

は
、
２
年
間
に
わ
た
り
、
ダ
ム
や
地
震

等
に
対
す
る
防
災
に
つ
い
て
意
欲
的
に

調
べ
、
展
覧
会
等
で
連
続
し
て
金
賞
を

受
賞
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

花
の
木
小
学
校
６
年　

久
保　
　

瞳
さ
ん

「
秩
父
に
生
息
す
る
南
方
系
の
チ
ョ
ウ
」

　

久
保
さ
ん
は
、
チ
ョ
ウ
に
興
味
を
も

ち
、
観
察
や
採
集
、
標
本
作
り
に
意
欲

的
に
取
り
組
み
、
展
覧
会
、
発
表
会
等

で
準
特
選
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

大
田
中
学
校
１
年　

浅
香　

貴
啓
さ
ん

「
液
状
化
現
象
の
研
究
」

　

浅
香
さ
ん
は
、
液
状
化
現
象
に
興
味

を
も
ち
、
地
震
に
つ
い
て
、
実
験
等
を

工
夫
し
、
意
欲
的
に
研
究
を
進
め
た
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
校

５
年
生
で
の
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
に
続

い
て
の
受
賞
で
す
。

大
田
中
学
校
１
年　

半
藤　

桃
子
さ
ん

「
生
活
と
ご
み
」

　

半
藤
さ
ん
は
、
身
近
な
ご
み
に
関
心

を
も
ち
、
ご
み
調
査
を
も
と
に
環
境
問

題
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
結
果
を
自
分
の
生
活
に
も
生

か
そ
う
と
し
て
い
る
取
組
が
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

大
田
中
学
校
２
年　

今
井　

祐
輔
さ
ん

「
生
活
の
中
で
役
立
つ
も
の
の
製
作
」

　

今
井
さ
ん
は
、
小
学
生
の
時
か
ら
毎

年
、
生
活
の
中
に
生
か
さ
れ
る
ア
イ
デ

ア
に
富
ん
だ
作
品
作
り
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
発
明
創
意
く
ふ
う

展
で
は
埼
玉
新
聞
社
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
そ
の
努
力
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

大
滝
中
学
校
３
年　

清
川　

克
幸
さ
ん

　
　
　
　
　

３
年　

小
峯　

健
太
さ
ん

「
大
滝
の
水
力
発
電
所
と
滝
沢
ダ
ム
の

研
究
」

　

清
川
さ
ん
、
小
峯
さ
ん
は
、
中
学
１

年
の
時
か
ら
地
域
を
テ
ー
マ
と
し
て
継

続
的
に
調
べ
学
習
を
行
い
、
大
滝
の
発

電
所
や
滝
沢
ダ
ム
に
つ
い
て
研
究
に
取

り
組
み
、
社
会
科
展
で
の
特
選
お
よ
び

環
境
賞
受
賞
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

大
滝
中
学
校
３
年　

新
井　

映
里
さ
ん

　
　
　
　
　

３
年　

川
合　

里
沙
さ
ん

　
　
　
　
　

３
年　

山
中
沙
那
美
さ
ん

「
秩
父
銘
仙
の
研
究
」

　

新
井
さ
ん
、
川
合
さ
ん
、
山
中
さ
ん

の
３
人
は
、
中
学
１
年
の
時
か
ら
地
域

の
文
化
や
産
業
に
対
し
て
興
味
・
関
心

を
も
ち
、
秩
父
銘
仙
に
つ
い
て
継
続
的

に
調
べ
、
社
会
科
展
で
特
選
を
受
賞
し

た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

秩
父
第
二
中
学
校
１
年　

福
島　

佑
里
さ
ん

「
秩
父
銘
仙
に
つ
い
て
」

　

福
島
さ
ん
は
、
社
会
科
の
学
習
か
ら

秩
父
銘
仙
に
つ
い
て
興
味
・
関
心
を
も

ち
、
聞
き
取
り
調
査
等
を
も
と
に
研
究

を
進
め
、
秩
父
の
文
化
や
伝
統
を
大
切

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
取
組
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　　

市
で
は
、
来
年
度
も
引
き
続
き
「
子

ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
」、「
子
ど
も
ち
ち
ぶ

博
士
」
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
要
項
等

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
研
究
所

　

☎
22

－

２
４
４
６
（
直
通
）

「子どもちちぶ学士・博士」の称号を
授与された皆さん
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子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
関
わ

り
方
、
親
と
し
て
の
在
り
方
な
ど
子
育

て
の
基
本
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
講
座

を
修
了
さ
れ
た
方
は
、
学
校
や
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
親
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
、
子
育
て
に
悩
む
親
へ
の
支
援
等
の

活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

対　

象　

保
育
園
（
所
）・
幼
稚
園
・

小
中
学
校
の
子
ど
も
を
持
つ
親
、
教

育
・
保
育
関
係
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
親

学
に
関
心
の
あ
る
方
で
、
原
則
と
し
て
、

　

母
子
家
庭
の
母
が
、
能
力
開
発
の
た

め
の
講
座
を
受
講
し
た
と
き
や
看
護
師

等
の
資
格
取
得
の
た
め
の
養
成
機
関
で

修
業
し
て
い
る
と
き
、
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

　

就
職
に
必
要
な
技
能
を
身
に
付
け
る

た
め
の
講
座
を
受
講
す
る
場
合
に
、
受

講
費
用
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

受
給
対
象

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。

１
．
市
内
に
住
所
を
有
す
る
児
童
扶
養

手
当
支
給
水
準
の
母
子
世
帯
の
方

２
．
雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給

付
の
受
給
を
受
け
て
い
な
い
方

３
．
教
育
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
適
職

に
つ
く
た
め
に
必
要
な
方

対
象
講
座

１
．
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付

の
指
定
訓
練
講
座

２
．
就
業
に
結
び
つ
く
可
能
性
の
高
い

母
子
家
庭
自
立
支
援

母
子
家
庭
自
立
支
援

教
育
訓
練
給
付
金

教
育
訓
練
給
付
金

親
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
・
認
定
講
座

親
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
・
認
定
講
座

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

「母子家庭自立支援「母子家庭自立支援
　  給付金制度」を　  給付金制度」を

実施しています実施しています

全
講
座
を
受
け
ら
れ
る
方
（
養
成
講
座

の
み
の
受
講
も
可
能
）

と
こ
ろ　

教
育
研
究
所
（
芸
術
文
化
会

館
２
階
）

定　

員　

50
人

受
講
料　

養
成
講
座
５
，
０
０
０
円
、

認
定
講
座
１
０
，
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

４
月
25
日
㈮
ま
で
に
、
教
育

研
究
所
（
☎
22

－

２
４
４
６
）
へ
。

【親学アドバイザー養成講座日程】
回 日　　時 テーマ 講　　師

1
５月17日㈯
　午後１時～

４時30分
【講座１】親学の基本
【講座２】親として大切なこと

明星大学教授
親学推進協会理事長
　髙橋　史朗 先生

2
５月31日㈯
　午後１時～

４時30分

【講座３】子どもの脳の発達と親の
関わり方

【講座４】親が変わる意義とポイント

小児科医　親学会副会長
　高橋えみ子 先生
倫理研究所専任講師
　町筋　幸江 先生

3
６月７日㈯
　午後１時～

４時30分
【講座５】子どもの心を受け止める
【講座６】親の心を伝える

オフィス・グランツ代表
　井原恵津子 先生

4
６月21日㈯
　午後１時～

４時30分
【講座７・８】親学アドバイザーの

役割と働き 
ＨＢ総合研究所代表取締役
　坂東　弘康 先生

【親学アドバイザー認定講座日程】
回 日　　時 テーマ 講　　師

1
７月５日㈯
　午後１時～

４時30分
【講座１】親学の基本              
【講座２】コミュニケーションの技法

2
７月12日㈯
　午後１時～

４時30分
【講座３】育児ストレスへの対処     
【講座４】しつけへの対処 未定ですが、養成講座と

同様に、全国で活躍して
いる著名な方を予定して
います。3

７月26日㈯
　午後１時～

４時30分
【講座５】親と教師の連携への対処  
【講座６】学業、友人関係への対処

4
８月９日㈯
　午後１時～

５時
【講座７】非行、不登校等への対処   
【講座８】プレゼンテーションの技法

講
座
で
国
が
別
に
定
め
る
講
座

３
．
そ
の
他
、
１
、２
に
準
じ
、
市
長

が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
対
象
と
す

る
講
座

支
給
額　

講
座
終
了
後
に
、
対
象
講
座

の
受
講
料
の
40
％
相
当
額
を
支
給
（
８
，

０
０
０
円
以
上
〜
20
万
円
を
上
限
）

※
講
座
を
受
講
す
る
前
に
、
必
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
現
在
受
講
中
の
講
座

は
、
支
給
対
象
外
で
す
。

　

看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格

を
取
得
す
る
た
め
に
、
養
成
機
関
で
修
業

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
支
給
し
ま
す
。

受
給
対
象

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。

１
．
市
内
に
住
所
を
有
す
る
児
童
扶
養
手

当
支
給
対
象
水
準
の
母
子
世
帯
の
方

２
．
養
成
機
関
に
お
い
て
２
年
以
上
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
対
象
資

格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
方

３
．
仕
事
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両
立

が
困
難
で
あ
る
方

対
象
資
格　

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、

保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士

等
の
国
家
資
格

支
給
額　

月
額
10
万
３
，
０
０
０
円

（
12
か
月
を
上
限
）
た
だ
し
、
修
業
期
間

の
最
後
の
３
分
の
１
に
相
当
す
る
期
間

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
６
４

母
子
家
庭
高
等
技
能

母
子
家
庭
高
等
技
能

訓
練
促
進
費

訓
練
促
進
費
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平
成
19
年
の
秩
父
消
防
署
管
内
の
出

場
件
数
は
、
４
，
４
０
２
件
で
し
た
。

こ
れ
は
過
去
最
高
の
出
場
件
数
で
、
10

年
前
と
比
べ
て
５
割
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

搬
送
し
た
人
を
程
度
別
に
見
る
と
、

約
４
割
の
人
が
入
院
の
必
要
の
な
い
軽

症
で
、
中
に
は
緊
急
性
が
な
く
救
急
車

で
な
く
て
も
間
に
合
う
と
思
わ
れ
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
増
加
す
る

と
、
本
当
に
緊
急
を
要
す
る
場
合
に
救

急
車
の
到
着
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
い
う

事
態
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

緊
急
性
が
低
く
軽
症
と
思
わ
れ
る
場

合
は
、
病
院
紹
介
等
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
、
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
等
の
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

病
院
紹
介
の
電
話
番
号

　

☎
21

－

０
１
１
９

　

秩
父
消
防
本
部
で
は
、
専
任
の
救
急

隊
は
本
署
に
一
隊
の
み
で
、
各
分
署
は

消
防
隊
と
救
急
隊
を
兼
務
す
る
体
制
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
各
分
署
で
は
救
急

車
の
出
場
中
は
、
消
防
車
が
火
災
に
出

場
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
緊
急

に
救
急
車
が
必
要
な
人
の
た
め
に
、
救

急
車
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
消
防
本
部
警
防
課

　

☎
21

－

０
１
２
２

人
間
ド
ッ
ク
検
診
料
を
補
助
し
ま
す

人
間
ド
ッ
ク
検
診
料
を
補
助
し
ま
す

秩
父
消
防
署
管
内

秩
父
消
防
署
管
内

　
　

救
急
車
の
出
場
状
況
を

　
　

救
急
車
の
出
場
状
況
を

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

3535
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
に

歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
に

　

市
で
は
保
健
事
業
の
一
環
と
し
て
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
を
対
象
に
、

年
度
内
１
回
に
限
り
人
間
ド
ッ
ク
検
診

料
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対　

象

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方

１
．
検
診
日
に
、
資
格
を
取
得
し
て
か

ら
６
か
月
以
上
経
過
し
て
い
る
方

２
．
検
診
日
に
、
満
35
歳
以
上
の
方

３
．
申
請
時
に
、
国
民
健
康
保
険
税
の

未
納
が
な
い
世
帯
に
属
す
る
方

申
請
方
法　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
指
定
医

療
機
関
に
あ
ら
か
じ
め
検
診
の
申
込
み

を
し
、
予
約
が
取
れ
ま
し
た
ら
保
険
証

を
持
参
の
う
え
、
保
険
年
金
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

検
査
項
目
は
一
覧
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
指
定
医
療
機
関
に
よ
り
検
査
費

用
が
違
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

補
助
額　

２
８
，
０
０
０
円
（
１
年
度

１
回
限
り
）

補
助
方
法　

申
請
し
該
当
す
る
と
「
秩
父

市
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
検
診
利

用
券
」
を
交
付
し
ま
す
。
受
診
当
日
、

指
定
医
療
機
関
に
こ
の
利
用
券
を
提
出

す
る
と
、
検
診
料
か
ら
補
助
金
額
２
８
，

０
０
０
円
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

特
定
年
齢
人
間
ド
ッ
ク

　

平
成
20
年
度
中
（
平
成
20
年
４
月
１

日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日
）に
50
歳（
昭

和
33
年
４
月
１
日
〜
昭
和
34
年
３
月
31

日
生
ま
れ
）
ま
た
は
60
歳
（
昭
和
23
年

４
月
１
日
〜
昭
和
24
年
３
月
31
日
生
ま

れ
）
に
な
る
方
は
、
自
己
負
担
が
２
，

０
０
０
円
で
人
間
ド
ッ
ク
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
20
年
度
中
に
受
け
な
い
と
通
常

の
助
成
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
今
年

度
中
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

た
方
は
、
人
間
ド
ッ
ク
検
診
料
は
補

助
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
年
満
75

歳
に
な
る
方
（
昭
和
８
年
生
ま
れ
）

は
、
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
な
る
た
め
、
誕
生
日
の
前
日

ま
で
に
検
診
を
受
け
な
い
と
、
人
間

ド
ッ
ク
検
診
料
は
補
助
さ
れ
な
い
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
は
、
特

定
健
康
診
査
を
受
診
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

　

☎
25

－

５
２
０
１
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５
（
直
通
）

検査項目一覧
1 一般理学的検査 9 血液学的検査
2 身体計測 10 血清学的検査
3 心電図検査 11 生化学的検査
4 肺機能検査 12 糞便検査
5 聴力検査 13 胸・腹部X線検査
6 眼科系検査

14 消化器系（食道・胃・
十二指腸）Ｘ線検査7 腹部超音波検査

8 尿一般検査 15 面接

医療機関名 所在地 電話番号
埼 玉 医 科 大 学 病 院 入間郡毛呂山町

　大字毛呂本郷38 0492-76-1550
藤間病院総合健診システム 熊谷市末広2-137 048-522-0600
国保町立小鹿野中央病院 小鹿野町小鹿野300 75-2332
秩 父 病 院 宮側町16-12 22-3022
関 根 医 院 日野田町2-19-27 23-0777
秩 父 第 一 病 院 中村町2-8-14 25-0311
あ ら い ク リ ニ ッ ク 本町1-18 25-2711
秩 父 生 協 病 院 阿保町1-11 23-1300
ライフサポートクリニック 川口市

　東領家4-11-23 048-223-2576

皆 野 病 院 皆野町
大字皆野2031-1 62-6300

倉林外科胃腸科医院 黒谷305-2 23-0968

指定医療機関一覧（順不同・敬称略）
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①
ま
ち
お
こ
し
底
力
再
生
事
業

例　

自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
各
種
団
体
等

が
自
主
的
・
主
体
的
に
取
り
組
む
子
育

て
支
援
、
元
気
な
高
齢
者
づ
く
り
、
防

犯
防
災
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
環
境

保
全
活
動
、
郷
土
芸
能
の
保
全
な
ど
、

地
域
で
取
り
組
む
個
別
具
体
の
事
業

②
市
民
参
加
・
都
市
住
民
と
の
交
流
促

進
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

例　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
、
市
民
参
加
や

都
市
住
民
と
の
交
流
を
行
う
た
め
の
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
事
業
ま
た
は
各

種
体
験
や
交
流
事
業
な
ど

③
そ
の
他

例　

秩
父
市
の
地
域
振
興
に
寄
与
す
る

と
認
め
ら
れ
る
事
業

　

市
で
は
、
今
年
度
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
お
こ
し
へ
の
思
い
を
実
現
し
て

い
く
た
め
、「
地
域
振
興
事
業
補
助
制
度
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
積
極
的
な
提
案
・
申
請
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

地
域
振
興
事
業
補
助

地
域
振
興
事
業
補
助

（
ま
ち
お
こ
し
お
助
け
資
金
）制
度

（
ま
ち
お
こ
し
お
助
け
資
金
）制
度

　
　
　
　
　

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

●
消
滅
し
つ
つ
あ
る
祭
り
、
郷
土
芸
能

等
の
継
承

　

人
材
不
足
な
ど
に
よ
り
、
祭
り
の
運

営
や
、
祭
り
で
行
わ
れ
る
神
楽
、
獅
子

舞
な
ど
郷
土
芸
能
が
上
演
で
き
な
い
な

ど
の
場
合
に
、
お
助
け
グ
ル
ー
プ
と
し

て
運
営
、
郷
土
芸
能
の
実
演
を
行
う
。

↓
郷
土
芸
能
の
講
習
経
費
や
祭
り
の
運

営
に
伴
う
資
材
等
に
補
助

●
道
普
請
、
除
雪
お
助
け
事
業

　

高
齢
等
の
人
材
不
足
に
よ
り
、
生
活

道
路
の
補
修
や
降
雪
に
よ
る
除
雪
な
ど

が
で
き
な
い
場
合
、
お
助
け
グ
ル
ー
プ

の
事
業
と
し
て
生
活
道
路
の
簡
易
補
修

や
除
雪
を
実
施
す
る
。

↓
道
路
補
修
に
関
す
る
資
材
購
入
、
機

材
の
レ
ン
タ
ル
代
、
除
雪
用
具
の
購

入
等
に
補
助

対
象
と
な
る
事
業

具
体
例

応

募

資

格

①
不
特
定
か
つ
多
数
の
も
の
の
利
益
の

増
進
に
寄
与
す
る
民
間
団
体
（
特
定

非
営
利
活
動
法
人
、
市
民
活
動
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
自
治
会
等
）

で
あ
る
こ
と
。

②
市
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
の
本
拠
が

あ
る
こ
と
。

③
一
定
の
活
動
実
績
が
あ
る
こ
と
。
ま

た
は
、
そ
の
事
業
を
完
遂
で
き
る
見

込
み
が
あ
る
こ
と
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
な
い
団
体

は
、
さ
ら
に
次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ア
代
表
者
が
明
ら
か
で
、
監
査
役
が
存

在
し
、
団
体
内
部
の
会
計
監
査
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

イ
構
成
す
る
会
員
が
、
役
員
以
外
に
複

数
名
い
る
団
体
で
あ
る
こ
と
。

ウ
宗
教
活
動
や
政
治
活
動
を
主
た
る
目

的
と
し
た
団
体
で
な
い
こ
と
。

エ
特
定
の
公
職
者
（
候
補
者
を
含
む
）、

ま
た
は
政
党
を
推
薦
・
支
持
・
反
対

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
で
な

い
こ
と
。

オ
暴
力
団
で
な
い
こ
と
、
暴
力
団
も
し

く
は
暴
力
団
員
の
統
制
下
に
あ
る
団

体
で
な
い
こ
と
。

※
申
請
は
、
原
則
一
団
体
一
事
業
と
し

ま
す
。

　

助
成
金
額
は
、
そ
の
事
業
の
助
成
対

象
と
な
る
経
費
と
し
、
予
算
の
範
囲
内

助
成
の
内
容

と
し
ま
す
。（
１
，０
０
０
円
未
満
切
捨
）

支
援
内
容
は
、
一
事
業
あ
た
り
総
事
業

費
の
４
分
の
３
以
内
で
50
万
円
を
上
限

と
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
全
体
で
２
，
６
０

０
万
円
の
助
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
21
年
３
月
15
日
ま
で
に
事
業
が

終
了
し
な
い
場
合
や
、
補
助
金
が
助

成
対
象
経
費
以
外
に
使
わ
れ
た
場
合

は
、
補
助
金
を
返
還
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。審

査
・
選
考

　

地
域
振
興
事
業
審
査
会
に
お
い
て
行

い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
助
成
す
る

事
業
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

申

請

方

法

　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
５
月
12
日
㈪
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
ふ
る
さ
と

創
造
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
募
集
は
先
着
順
に
受

け
付
け
し
、
申
請
金
額
が
助
成
予
定
額

と
な
っ
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。
受
付

終
了
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
同
一
事
業
で
の
２
年
目
の
申
請
は
、

前
年
度
以
上
の
成
果
が
見
込
め
な
い

場
合
は
、
認
可
さ
れ
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ふ
る
さ
と
創
造
課

　

☎
22

－

２
８
２
３
（
直
通
）
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「
狂
犬
病
予
防
法
」
に
よ
り
、
犬
の

所
有
者
は
、
そ
の
犬
の
登
録
と
毎
年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
新
規
の
場
合　

生
後
91
日
以
上
の
犬

を
飼
養
し
て
い
る
方
は
、
犬
の
登
録
と

４
月
21
日
㈪
〜
５
月
22
日
㈭

狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
、
鑑
札
と
注

射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

費　

用　

一
頭
に
つ
き
６
，
３
０
０
円

（
登
録
手
数
料
３
，
０
０
０
円
、
注
射

料
２
，
７
５
０
円
、
注
射
済
票
交
付
手

数
料
５
５
０
円
）

●
継
続
の
場
合

費　

用　

一
頭
に
つ
き
３
，
３
０
０
円

（
注
射
料
２
，
７
５
０
円
、
注
射
済
票

交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

※
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
第
２
条
に
規

定
さ
れ
て
い
る
犬
を
所
有
し
て
い
る

方
は
、
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
会
場
に
よ
っ
て
は
大
変
混
雑
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
犬
同
士
の
喧
嘩
や

逃
亡
を
防
ぐ
た
め
、
リ
ー
ド
を
短
く

持
ち
、
必
ず
犬
を
抑
え
ら
れ
る
方
が

お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
犬
の
死
亡
、
飼
い
主
の
住
所
変
更
等
は
、

生
活
衛
生
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
犬
も
家
族
の
一
員
で
す
。
愛
情
と
責

任
を
も
っ
て
、
近
所
の
迷
惑
と
な
ら

な
い
よ
う
飼
養
し
て
く
だ
さ
い
。

○
会
場
で
は
、
飼
養
放
棄
す
る
犬
の

引
き
取
り
は
行
い
ま
せ
ん
。
引
き
取

り
を
希
望
す
る
場
合
は
秩
父
保
健
所

（
☎
22

－

３
８
２
４
）
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２
（
直
通
）

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
３
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
１
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
４
（
直
通
）

平成20年度犬の登録と狂犬病予防注射日程・会場一覧（雨天決行）
○秩父本庁管内会場
月　日 曜日 会　　　場 時　　間

4月21日 月 浦 山 公 民 館 10:30～11:30
久 那 公 民 館 13:00～14:30

4月22日 火 影 森 公 民 館 10:00～12:00
旭 町 公 会 堂 13:30～15:00

4月24日 木
大 田 公 民 館 10:00～11:30
小柱農村集落センター 13:00～14:00
下黒谷運動広場駐車場
（㈱西武リースの裏） 14:30～15:30

5月７日 水 尾 田 蒔 公 民 館 10:00～11:30
中 蒔 田 椋 神 社 13:00～14:30

5月８日 木 高 篠 公 民 館 10:00～12:00
高 篠 恒 持 神 社 13:30～15:00

5月15日 木 中宮地町公会堂 10:00～11:30
中村町ちびっこ広場 13:00～14:30

5月21日 水 秩父保健センター 10:00～12:00
秩 父 公 園 13:30～15:30

5月22日 木
宮 崎 公 会 堂 10:00～11:30
原谷グラウンド
（文化体育センターとなり） 13:00～15:00

月　日 曜日 会　　　場 時　　間

5月９日 金

吉田和平様宅横 10:00～10:20
山 中 保 様 宅 上 10:40～10:50
大輪コミュニティセンター 11:00～11:10
神 岡 橋 横 11:20～11:30
大 滝 総 合 支 所 11:40～11:55
山中秀人様宅前 13:00～13:10
礒田善代様宅前 13:15～13:25
小 双 里 公 会 堂 13:30～13:40
山口喜三様宅入口 14:00～14:10
中津川消防器具庫前 14:20～14:40
㈱ニッチツ事務所前 15:00～15:10
大久保区集会場 10:30～10:40
県営二瀬駐車場 10:50～11:00
柳田位子様宅前 11:10～11:20
山中清光様宅前 11:30～11:40
大木消防器具庫前 11:50～12:00
大 島 屋 前 12:10～12:20
麻生区集会所前 13:20～13:30
山中行榮様宅前 13:40～13:50
栃 本 会 館 前 14:00～14:10
旅館扇家山荘前 14:20～14:30

○大滝総合支所管内会場

○荒川総合支所管内会場
月　日 曜日 会　　　場 時　　間

5月19日 月

8支部運動広場 ９:30～10:00
荒川大滝分署裏（消防署） 10:30～11:00
上サ区公会堂前 11:30～12:00
セミナー ハウス
テニスコート駐車場 13:30～14:00
道の駅駐車場（浄光寺側） 14:30～15:00

5月20日 火

荒 川 公 民 館 ９:30～10:00
荒川総合支所前 10:30～11:10
若御子神社横観光トイレ前 12:30～13:00
上石原区集会場 13:30～14:00※期間中はどの会場でも受けられます。

○吉田総合支所管内会場
月　日 曜日 会　　　場 時　　間

5月13日 火

上の原集落センター 10:00～10:40
井上農村集落センター 11:00～11:50
旧杉村邸跡駐車場 13:30～14:20
阿熊集落センター 14:40～15:00
久長農村集落センター 15:20～15:40

5月14日 水

上吉田生活改善センター 10:00～10:40
塚越区集会所前駐車場 11:00～11:40
太 田 部 公 民 館 14:00～14:20
石間交流学習館
水車小屋前駐車場 15:10～15:30

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を

　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

　

　市と秩父地域雇用対策協
議会では、３月３日、４日
の２日間、大学生等を対象
に、ミューズパークスポー
ツの森コテージの宿泊がセ
ットになった「求人企業合
同就職説明会」を開催しま
した。
　当日は、51人の学生が参
加し、市内企業やみどりが
丘工業団地内企業を見学し
たほか、秩父地域内16社の
企業の人事担当者による企
業説明会・情報交換会が行
われ、会場では活発な情報
交換が行われました。関係者一同、今回の参加者に一人で
も多く秩父に就職していただきたいと願っています。
問い合わせ　工業振興課　☎２２－３４２８（直通）

あなたに合っ
た企業がきっと見つかるあなたに合っ
た企業がきっと見つかる

求人企業求人企業合同就職説明会合同就職説明会をを
　　　　　　　　　　　　　　　　開催開催しましたしました
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対
象
者

①
市
民
で
あ
り
、
市
税
の
未
納
が
な
い

こ
と

②
対
象
工
事
に
つ
い
て
、
市
で
実
施
し

て
い
る
他
の
助
成
・
補
助
等
を
受
け

て
い
な
い
こ
と

③
過
去
に
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

対
象
工
事

①
対
象
者
の
居
住
用
で
あ
り
、
過
去
に
、

助
成
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

を
実
施
し
て
い
な
い
住
宅
の
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
で
あ
る
こ
と

②
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
に
登
録
し

て
い
る
施
工
業
者
に
依
頼
し
て
行
う

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
あ
る
こ
と

③
住
宅
環
境
の
改
善
に
関
す
る
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
で
あ
る
こ
と

（
例
）
台
所
・
風
呂
・
ト
イ
レ
・
床
・
畳
・

天
井
・
ふ
す
ま
・
屋
根
・
外
壁
・
塀
・

物
置
・
車
庫
・
耐
震
補
強
・
火
災
警

報
器
・
ソ
ー
ラ
ー（
太
陽
光
）発
電
等

④
着
工
前
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
あ
る

こ
と

助
成
金
の
額
・
定
員

①
５
万
円
（
工
事
費
20
万
円
以
上
50
万

円
未
満
）・
１
０
０
件

②
10
万
円
（
工
事
費
50
万
円
以
上
）・

２
５
０
件

※
工
事
費
は
、
消
費
税
を
除
い
た
金
額

で
す
。

※
工
事
費
は
、
申
請
時
に
見
積
書
の
写

し
、
完
了
時
に
領
収
書
の
写
し
で
確

認
し
ま
す
。（
完
了
時
に
増
額
が
あ

っ
て
も
、
助
成
金
の
額
は
変
更
で
き

ま
せ
ん
。
な
お
、
完
了
時
に
下
限
を

下
回
っ
て
い
る
場
合
は
、
助
成
金
を

交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。）

申
請
希
望
者
受
付
期
間

　

５
月
12
日
㈪
〜
16
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
定
員
は
先
着
順
で
は
な
い
の
で
、
並

ぶ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
希
望
者
受
付
を
さ
れ
た
方
に
は
、

「
受
付
済
証
」
を
交
付
し
ま
す
。　

　
（
受
付
は
本
人
ま
た
は
ご
家
族
の
方

に
限
り
ま
す
。
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

※
申
請
希
望
者
受
付
期
間
終
了
時
に
お

い
て
、
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
定
員
以

内
で
あ
れ
ば
、
受
付
済
証
を
お
持
ち

の
方
全
員
に
申
請
書
類
を
郵
送
し
、

申
請
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
申
請
希
望
（
お
よ
び
申
請
）
は
、
５

　

万
円
・
10
万
円
（
助
成
金
の
額
）
の

ど
ち
ら
か
１
回
限
り
で
す
。

申
請
希
望
者
受
付
場
所

市
民
生
活
課
、
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課　
　
　
　

※
必
ず
工
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、着
工
後
の
申
請
希
望（
お

よ
び
申
請
）
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

　

２
月
27
日
、
市
優
秀
産
業
技
術
者
・

技
能
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
の
事
業
所
に
お
い
て
そ

の
職
に
10
年
以
上
従
事
し
、
か
つ
卓
越
し

た
技
術
や
技
能
を
有
し
、
他
の
技
術
者
の

模
範
と
な
る
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
日
野
田
町
に
あ
る
田
隝
鉄

工
㈱
の
会
長
で
、
製
缶
工
・
鍛
冶
工
と

し
て
高
度
な
技
術
を
必
要
と
す
る
鋼
構

造
物
等
の
製
作
技
術
を
持
ち
、
併
せ
て

厚
生
労
働
大
臣
が
認
定
す
る
一
級
技
能

検
定
鉄
工
技
能
士
の
称
号
を
持
つ
田
隝

一
郎
さ
ん
（
上
町
）
と
、
宮
側
町
の
武

甲
酒
造
㈱
で
酒
造
り
の
責
任
者
で
あ
る

杜
氏
と
し
て
伝
統
を
受
け
継
ぐ
、
長
谷

川
武
史
さ
ん
（
道
生
町
）
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課

　

☎
22

－

３
４
２
８
（
直
通
）

優
秀
産
業

優
秀
産
業

技
術
者
・
技
能
者
を

技
術
者
・
技
能
者
を

表
彰
し
ま
し
た

表
彰
し
ま
し
た

　市民の皆さんが、自己居住用住宅のリフォーム（住宅改修）工事を行った場合に、その経費の
一部を助成します。
　この事業は、住宅改善を促進するとともに、市民生活の向上および市内小規模事業者の振興を
図ることを目的としています。

　　　　　～安全で住みたくなる「快適なまち」～ 

　住宅リフォーム資金助成事業を実施します
平成20

年度

表彰された田隝さん（中央左）
と長谷川さん（中央右）
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市
で
は
、
今
年
度
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
補
助
制
度
を
統
一
し
、
浄
化
槽
の

設
置
お
よ
び
管
理
を
市
が
行
う
事
業
を

進
め
ま
す
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

設
置
対
象

・
専
ら
居
住
の
用
に
供
す
る
戸
建
住
宅

・
延
べ
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を
専
ら

居
住
の
用
に
供
し
、
居
住
以
外
の
床

面
積
が
50
㎡
以
下
の
併
用
住
宅

対
象
地
域　

公
共
下
水
道
の
事
業
認
可
区

域
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
事
業
実
施
採

択
区
域
を
除
い
た
全
市
域

工
事
業
者

５
〜
10
人
槽　

指
定
工
事
店
制
度
に
よ

り
施
主
が
工
事
業
者
を
選
び
ま
す
。

11
人
槽
以
上　

指
名
競
争
入
札
に
よ
り

工
事
業
者
を
決
定
し
ま
す
。

工
事
の
範
囲

○
市
で
行
う
工
事

・
浄
化
槽
本
体
の
購
入
費

・
浄
化
槽
本
体
の
標
準
的
な
設
置
工
事

・
浄
化
槽
本
体
か
ら
１
ｍ
以
内
の
流
入

管
お
よ
び
放
流
管
の
設
置
工
事

○
個
人
負
担
の
工
事

・
浄
化
槽
の
設
置
場
所
の
造
成
に
要
す

る
経
費

・
浄
化
槽
設
置
に
支
障
と

な
る
物
の
撤
去
等
に
要

す
る
経
費

・
浄
化
槽
補
強
工
事

・
ト
イ
レ
・
台
所
・
お
風

呂
等
の
新
設
、
改
造
、

修
繕
の
工
事

・
水
道
、
電
気
工
事

・
そ
の
他

設
置
分
担
金

　

受
益
者
か
ら
い
た
だ
く

浄
化
槽
設
置
基
本
工
事
の

一
部
分
担
金
で
す
。

５
〜
７
人
槽

　

１
０
０
，
０
０
０
円

８
〜
10
人
槽

　

１
３
０
，
０
０
０
円

11
人
槽
以
上

　

設
置
費
の
４
割

設
置
に
伴
う
補
助
制
度

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
伴
い
、

次
の
よ
う
な
補
助
が
あ
り
ま
す
。

・
単
独
処
理
浄
化
槽
を
撤
去
す
る
場
合

６
０
，
０
０
０
円

・
汲
み
と
り
式
便
槽
を
撤
去
す
る
場
合

３
０
，
０
０
０
円

・
放
流
ポ
ン
プ
槽
を
設
置
し
た
場
合

　

８
０
，
０
０
０
円

　

た
だ
し
、
補
助
を
受
け
る
に
は
一
定

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

使
用
料
金
（
年
額
・
消
費
税
含
む
）

　

維
持
管
理
に
必
要
な
費
用
は
、
工
事

完
了
後
に
使
用
料
（
保
守
点
検
・
法
定

検
査
分
）
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。

５
〜
10
人
槽　

１
３
，
８
６
０
円

11
〜
20
人
槽　

１
６
，
３
８
０
円

合
併
処
理
浄
化
槽
の

合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
を
お
考
え
の
方
へ

設
置
を
お
考
え
の
方
へ

合
併
処
理
浄
化
槽
の

合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
を
お
考
え
の
方
へ

設
置
を
お
考
え
の
方
へ

21
〜
50
人
槽　

２
６
，
４
６
０
円

※
清
掃
（
汚
泥
引
き
抜
き
）
お
よ
び
消

耗
品
な
ど
の
部
品
交
換
・
修
理
に
つ

い
て
は
、
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
み　

４
月
か
ら
11
月
末
ご
ろ
ま
で

受
付
を
行
い
ま
す
。（
年
間
２
２
０
基

を
予
定
、
基
数
を
超
え
る
と
締
め
切
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２
（
直
通
）

秩父市戸別合併処理浄化槽設置指定工事店
Ｈ20．２．28現在登録店

店舗名称 電話番号 店舗名称 電話番号
㈱いさみや荒川支店 54－0633 ㈱磯田建設 54－0003
守屋設備 79－1730 ㈲小林石油店 75－2115
㈲トヨタ水道 75－3147 新井水道 24－2942
日本施設㈱ 22－5819 黒田工業 23－8176
㈱キシオカ 22－4703 ㈲喜多園水道部 23－2292
㈲浅見設備工業 23－0656 町田土木 54－2339
㈲アライ住設 23－2647 ㈱サンセイ 23－6156
㈲藤原水道 22－5917 奈良設備工業 75－0180
山中鉄工設備工業所 54－1503 ㈲キヨカワ設備 54－1042
アザミ水道 22－7515 新日本緑化建設㈱ 24－3744
㈱アイ設備 22－2594 ㈱斉藤設備 23－3483
㈱カネミツ設備 22－0934 木土設備 22－1316
㈲黒澤水道設備 63－2131 ㈲伊藤衛生社 62－0528
㈱太陽設備 24－0530 大亀建業㈱ 22－6888
㈱渋谷施設 23－1266 ㈱ナカザワ 22－0378
㈲雄企 62－0100 ㈲河内電設 62－0754
㈱カナイ設備 22－1035 ㈱中村工務店 62－0458
埼玉文化産業㈱ 22－1663 ㈲浅見管工 65－0536
㈲秩父設備 24－1235 ㈲伊藤商事 62－4566
㈲新井設備 22－1104 石田電設 54－1663
㈲グリーンアンドハウス 22－7100 ㈲マルト設備 77－1326
㈲中野設備 75－3603 ㈲新井水道設備 62－4525
㈱斎藤組 22－5505
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埼
玉
県
お
よ
び
秩
父
市
が
決
定
す
る

都
市
計
画
の
案
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
意
見
を
お
聴
き
す

る
た
め
に
、
構
想
案
の
事
前
閲
覧
お
よ

び
説
明
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

構
想
案

①
秩
父
都
市
計
画
道
路
の
変
更

○
３
･
４
･
２
公
園
通
線
の
一
部
区
間

廃
止

○
３
･
４
･
９
番
場
通
線
の
一
部
区
間

廃
止

　

県
内
の
自
治
体
で
は
、
平
成
16
年
度

か
ら
、
長
期
に
渡
っ
て
未
整
備
に
な
っ

て
い
る
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
計
画

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
市
で
は
都
市
計
画
道
路
公
園
通
線

と
番
場
通
線
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
区
間
に

つ
い
て
、「
計
画
の
廃
止
」
の
方
向
で

計
画
変
更
す
る
方
針
で
す
。

②
秩
父
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区
の
決
定

○
大
規
模
集
客
施
設
立
地
規
制
地
区

　

市
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
都
市
計
画
に

お
い
て
用
途
地
域
が
準
工
業
地
域
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る
区
域
に
、
床
面
積

１
０
，
０
０
０
㎡
を
超
え
る
大
規
模
集

客
施
設
の
出
店
を
規
制
す
る
特
別
用
途

地
区
を
指
定
す
る
方
針
で
す
。

構
想
案
の
閲
覧
期
間

　

①
②
と
も
、
４
月
10
日
㈭
〜
24
日

㈭
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
を
除
く
）

構
想
案
の
閲
覧
場
所

　

①
②
と
も
、
ま
ち
づ
く
り
課

説
明
公
聴
会
の
日
時
・
場
所

①
５
月
15
日
㈭
午
後
２
時
〜

　

歴
史
文
化
伝
承
館
５
階
第
１
会
議
室

②
５
月
21
日
㈬
午
後
２
時
〜

　

歴
史
文
化
伝
承
館
５
階
第
１
会
議
室

説
明
公
聴
会
の
公
述
・
参
加
申
込
み

　

公
述
と
は
説
明
公
聴
会
で
意
見
を
述

べ
る
こ
と
で
す
。

　

公
述
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
①
②
と

も
、
公
述
申
出
書
を
４
月
10
日
㈭
〜
24

日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は
郵

送
で
ま
ち
づ
く
り
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
申
出
書
は
、
ま
ち
づ
く
り
課

窓
口
も
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

公
述
の
申
出
が
で
き
る
資
格
を
有
す

る
の
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
お
よ

び
利
害
関
係
者
で
す
。
公
述
希
望
者
が

都市計画の都市計画の
　構想案の事前閲覧　構想案の事前閲覧
　　および説明公聴会を　　および説明公聴会を

開催します開催します

多
い
場
合
は
、
公
述

人
を
選
定
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

説
明
公
聴
会
に
参

加
を
希
望
す
る
方
は
、

①
②
と
も
、
４
月
24

日
㈭
ま
で
に
ま
ち
づ

く
り
課
へ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

※
公
述
の
申
出
も
し

く
は
参
加
希
望
が

な
い
場
合
は
、
説

明
公
聴
会
は
中
止

と
な
り
ま
す
。
開

催
の
有
無
は
、
４

月
25
日
㈮
以
降
に

ま
ち
づ
く
り
課
に

お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

説
明
公
聴
会
と
は

　

説
明
公
聴
会
と
は
、

都
市
計
画
法
第
16
条

第
１
項
に
規
定
さ
れ

る
公
聴
会
に
代
わ
る

も
の
と
し
て
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
ご
意
見

を
お
聴
き
す
る
た
め

に
開
催
す
る
も
の
で
す
。
通
常
、
埼
玉

県
・
市
が
定
め
る
都
市
計
画
の
う
ち
、

特
に
広
域
性
や
重
要
性
の
高
い
都
市
計

画
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
聴
会

に
代
わ
り
説
明
公
聴
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

開
催
方
法
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
都

市
計
画
公
聴
会
規
則
・
秩
父
市
都
市
計

画
公
聴
会
規
則
に
準
じ
て
、
秩
父
市
が

主
催
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

　

☎
25

－

５
２
１
７
（
直
通
）

①秩父都市計画道路の変更
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242424

　

秩
父
市
ま
ち
づ
く
り
景
観
条
例
お
よ

び
景
観
計
画
の
施
行
に
よ
り
、
平
成
20

年
４
月
１
日
か
ら
市
内
で
一
定
規
模
以

上
（
建
築
物
：
３
階
以
上
も
し
く
は
延

べ
面
積
５
０
０
㎡
を
超
え
る
も
の
、
工

作
物
：
15
ｍ
を
超
え
る
も
の
）
の
建
築

物
等
の
新
築
や
増
改
築
、
移
転
な
ど
を

行
う
際
、
事
前
に
景
観
に
関
す
る
届
出

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
秩
父
市

ま
ち
づ
く
り
景
観
条
例
お
よ
び
計
画
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、
ま
ち
づ
く
り
課

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

　

☎
25

－

５
２
１
７
（
直
通
）

景
観
に
関
す
る
届
出
が

景
観
に
関
す
る
届
出
が

　
　

必
要
に
な
り
ま
し
た

　
　

必
要
に
な
り
ま
し
た

景
観
に
関
す
る
届
出
が

景
観
に
関
す
る
届
出
が

　
　

必
要
に
な
り
ま
し
た

　
　

必
要
に
な
り
ま
し
た

大
き
な
建
物
を
建
て
る
と
き
な
ど
は

　

本
来
日
本
に
は
生
息
し
て
い
な
か
っ

た
動
物
た
ち
が
ペ
ッ
ト
や
食
用
と
し
て

国
内
に
持
ち
込
ま
れ
、
そ
れ
が
野
外
で
生

息
す
る
よ
う
に
な
り
、
農
作
物
や
生
活
環

境
に
大
き
な
被
害
を
お
よ
ぼ
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
古
来
の
生
態

系
に
も
悪
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
17
年
に
外
来

生
物
法
が
施
行
さ
れ
、「
特
定
外
来
生

物
」
に
指
定
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
動
物

を
野
外
に
放
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
輸

　

外
来
生
物
法
で
有
害
な
特
定
外
来
生

物
と
し
て
指
定
さ
れ
た
ア
ラ
イ
グ
マ
の

捕
獲
を
行
い
ま
す
。

入
・
販
売
・
飼
養
も
原
則
禁
止
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
防
除
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
捕
獲
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
秩
父
市
で

も
埼
玉
県
で
定
め
た
ア
ラ
イ
グ
マ
の
防

除
計
画
に
同
意
し
、
今
年
度
も
引
き
続

き
捕
獲
を
行
い
ま
す
。

　

捕
獲
に
は
、
各
猟
友
会
の
皆
さ
ん
が

あ
た
り
、
金
属
で
で
き
た
箱
わ
な
を
使

用
し
ま
す
。
わ
な
に
は
、
市
の
許
可
を

受
け
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
掲
示
さ

れ
ま
す
。
危
険
で
す
の
で
、
絶
対
に
さ

わ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

実
施
時
期　

４
月
１
日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日

　

市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し

ま
す
。

※
目
撃
情
報

も
随
時
受

け
付
け
て

い
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ

マ
を
見
か
け
た
方
は
、
左
記
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
対

策
課
☎
22

－

２
３
７
８
（
直
通
）

箱わな箱わな

な
ぜ
捕
獲
す
る
の
？

ど
う
や
っ
て
捕
獲
す
る
の
？

ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
調
査
事
業
を

ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
調
査
事
業
を

　

今
年
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す

　

今
年
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す

専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
よ
る
産
学
官

連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
、
各
分
科

会
事
業
、
産
学
官
連
携
フ
ェ
ア
等
へ
の

出
展
な
ど
積
極
的
な
活
動
を
行
な
っ
て

き
ま
し
た
。
特
に
、
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
に
よ
る
企
業
訪
問
で
は
、
販
路
拡

大
や
経
営
革
新
、
人
材
確
保
な
ど
の
悩

み
に
対
し
相
談
・
助
言
を
行
な
う
な
ど
、

業
種
に
か
か
わ
ら
ず
、
企
業
の
競
争
力

強
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
の
埼
玉
県
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
優
良
製
品
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

会
員
企
業
で
あ
る
㈲
優
光
商
会
の
開
発

商
品
「
楽
転
家
／
Ｃ
ａ
ｒ　

ら
く
て
ん

か
」
が
入
選
す
る
な
ど
、
着
実
に
活
動

の
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
個
々
の
事

業
者
の
繁
栄
は
、
秩
父
地
域
全
体
を
支

え
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｄ　

Ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｂ
ｕ
で

は
、
今
後
も
地
域
の
商
工
業
が
元
気
に

な
る
た
め
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進

め
ま
す
。

　
「
秩
父
の
商
工
業
が
元
気
に
な
る
た

め
に
」
を
合
言
葉
に
、
業
種
・
世
代
・

事
業
規
模
な
ど
の
枠
を
こ
え
、
広
域
秩

父
の
産
業
振
興
・
連
携
を
行
な
う
Ｆ
Ｉ

Ｎ
Ｄ　

Ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｂ
ｕ
（
広
域
秩

父
産
業
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
が
設
立
さ

れ
て
か
ら
１
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
よ
る

会
員
企
業
の
Ｐ
Ｒ
や
販
売
促
進
を
は
じ

め
、
中
小
企
業
診
断
士
の
資
格
を
持
つ

FIND Chichibu
　の活動を
　　紹介します

成果が挙がっています成果が挙がっています

　

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｄ　

Ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｂ
ｕ
で

は
、
一
緒
に
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
法

人
・
団
体
な
ど
、
ど
な
た
で
も
入
会
で

き
ま
す
。

　

入
会
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｄ　

Ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｂ
ｕ
事
務

局
（
地
場
産
セ
ン
タ
ー
☎
25

－

０
０
８

８
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課

　

☎
22

－

３
４
２
８
（
直
通
）

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
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平
成
２
０
年
度
市
税
等
納
期
の
お
知
ら
せ

今
年
度
も
納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
見
や
す
い
所
に
貼
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
　
月

税
目
・
期
別
・
納
期
限
等

H
204月

5月
6月

7月
8月

9月
10月

11月
12月

H
211月

2月
3月

市
県
民
税
期
　
別

第
１
期

第
２
期

第
３
期

第
４
期

納
期
限

（
振
替
日
）

６
月
30日

９
月
１
日

10月
31日

２
月
２
日

固
定
資
産
税
期
　
別

第
１
期

第
２
期

第
３
期

第
４
期

納
期
限

（
振
替
日
）

６
月
２
日

７
月
31日

12月
25日

３
月
２
日

軽
自
動
車
税
期
　
別

第
１
期

納
期
限

（
振
替
日
）

６
月
２
日

国
民
健
康
保
険
税
期
　
別

第
１
期
第
２
期
第
３
期
第
４
期
第
５
期
第
６
期
第
７
期
第
８
期

納
期
限

（
振
替
日
）

７
月
31日

９
月
１
日
９
月
30日

10月
31日

12月
１
日
12月
25日

２
月
２
日
３
月
２
日

休
日
納
税
窓
口
（
本
庁
の
み
）

（
毎
月
最
終
日
曜
日
）

27日
25日

29日
27日

31日
28日

26日
30日

28日
25日

22日
29日

◎
夜
間
納
税
窓
口
（
本
庁
の
み
午
後
５
時
15分
～
７
時
15分
）
を
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
前
日
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◎
口
座
振
替
納
税
制
度
を
ご
利
用
の
皆
さ
ん
は
、
納
期
限
に
振
り
替
え
ま
す
の
で
、
預
貯
金
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
秩
父
市
役
所
収
納
課
　（
本
庁
舎
２
階
）
☎
２
２
－
２
２
１
１
　
内
線
１
２
８
４
・
１
２
８
５
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秩父市の融資・補助制度のお知らせ
【中小企業者向け】
○秩父ハイパワー資金
対　　　象　　市内に店舗、工場または事業所（法人の場合は本社）を有する中小企業者であって、市税を

完納している方（これから創業する方も対象となります。）
融資限度額　　2,000万円
資 金 使 途　　運転資金、設備資金　※ただし、借入金の返済、税金の支払いは対象外となります。
融 資 期 間　　運転資金：５年以内、設備資金：７年以内
利　　　率　　融資時における長期プライムレートと同率による固定融資（融資額の１％分の利子を市が予算の範囲

内で補助します。）
　　　　　　　※参考　長期プライムレート2.10％（平成20年３月11日現在）－1.00％＝1.10％（実際のご負担分）
担　　　保　　必要に応じて
保　証　人　　商工中金：原則１人以上（市税完納者）、埼玉りそな銀行：協議による
信 用 保 証　　商工中金：必要に応じて、埼玉りそな銀行：原則必要
取扱金融機関　　商工中金熊谷支店、埼玉りそな銀行秩父支店
　　　　　　　※金融機関ごとに融資枠を設定していますので、申込み前にご確認ください。
問い合わせ　　商工中金 熊谷支店　☎０４８－５２５－３７５１
　　　　　　　埼玉りそな銀行 秩父支店　☎２２－３８５０
　　　　　　　市役所商業振興課　☎２５－５２０８（直通）

○小口金融制度・特別小口金融制度
名　　　称 申　込　要　件 融資限度額 利　率 融資期間・償還方法 担保 保　証　人 保　証　料 申込期日

小口金融制度

①中小企業者で信用保証対象業種を営んで
いること

②継続して1年以上市内に住所および事業
所（法人の場合は本社）を有し、かつ、
同一事業を営んでいること

③市税納税義務者にあっては、市税を完納
していること

④許認可等が必要な業種の場合、有効な許
認可等を受けていること

⑤本制度による融資を受けている者の保証
人となっていないこと

⑥協会の代位弁済を受けた方にあっては、
その債務者および保証人は、代位弁済に
よる債務を完済していること

⑦法人の場合、代表者が③の要件を満たし
ていること

運転、設備合わせ
て1,000万円

＜取扱金融機関＞
埼玉りそな銀行　
　秩父支店
武蔵野銀行
　秩父支店
埼玉縣信用金庫
　秩父支店
足利銀行秩父支店
東和銀行秩父支店
埼玉信用組合
　秩父支店

年1.75％
（利子補給制度
の対象となり
ます。）

運転５年以内
（据置６か月以内）
月賦償還

設備７年以内
（据置12か月以内）
月賦償還

必要に
応じて

個人：原則とし
て不要
法人：原則とし
て代表者

年0.45%
　　～1.59%
（期限内完済し
ますと市で全額
補助します。）

毎月
10日

特　　　　別
小口金融制度

上記①～⑥に加えて
①次のいずれかに該当すること
・常時使用する従業員が20人（商業、サー
ビス業は５人）以下の会社および個人

・常時使用する従業員が20人以下の医業を
主たる事業とする法人

②本制度による保証の他に埼玉県信用保証
協会の保証を付した借入金のないこと

③市県民税の所得割（法人は法人税割）が
あること

不　要 不　　要
年0.8%

（期限内完済し
ますと市で全額
補助します。）

※融資利率は改定されている場合がありますので、申込み前にご確認ください。
問い合わせ　　商業振興課　☎２５－５２０８（直通）

【勤労者向け】
○秩父市産業労働者住宅資金貸付制度
　勤労者の方で、市内に居住するための住居を新築、増改築、購入、または宅地を取得する際に、お使いい
ただける住宅資金の貸付制度です。また、500万円以下の貸付には無担保融資制度もあります。（「修繕」は、
建物に附帯する部分のみ対象となります。）

申　込　要　件 担保の
有　無 融資限度額 融資期間

償還方法 融資利率 信用保証 保証料率 取扱金融機関

①事業所に引き続き２年以上勤務して
いる方

②年齢が満20歳以上51歳未満の方
③市税を完納している方
④資金の返済能力を有する方

有 1,000万円 25年以内 変　動
年2.265％

埼玉県労働者信用基金協会の保証
または連帯保証人 年0.24％

中央労働金庫秩父支店
無 500万円 15年以内 変　動

年3.115％ 埼玉県労働者信用基金協会の保証 返済期・融資額
による

※融資利率は改定されている場合がありますので、申込み前にご確認ください。
問い合わせ　　工業振興課　☎２２－３４２８（直通）

2008年４月号
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今
回
は
、
秩
父
市
･
小
鹿
野
町
の
共

同
開
催
種
目
『
自
転
車
ロ
ー
ド
競
技
』

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　

①
自
転
車
ロ
ー
ド
競
技
と
は

　

主
に
舗
装
さ
れ
た
道
路
を
ロ
ー
ド
バ

イ
ク
で
走
り
、
ゴ
ー
ル
の
順
番
や
所
要

時
間
を
競
い
合
う
競
技
で
す
。
マ
ラ
ソ

ン
競
技
の
よ
う
に
長
距
離
を
競
い
、
数

十
㎞
か
ら
２
０
０
㎞
以
上
を
走
る
レ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
馴
染
み
の

薄
い
競
技
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

大
変
人
気
が
あ
り
、
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ

ラ
ン
ス
に
代
表
さ
れ
る
世
界
的
に
有
名

な
大
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は

　

秩
父
市
・
小
鹿
野
町
の
特
設
ロ
ー
ド

コ
ー
ス
は
、
吉
田
中
島
を
ス
タ
ー
ト
し
、

元
気
村
・
合
角
ダ
ム
・
み
ど
り
の
村
前
を

通
過
し
ス
タ
ー
ト
地
点
へ
戻
る
１
周
13

㎞
の
コ
ー
ス
を
８
周
回
、
合
計
１
０
４
㎞

で
す
。
各
都
道
府
県
の
代
表
選
手
１
４
１

人
が
、
平
均
速
度
40
㎞
、
最
高
速
度
90
㎞

の
ス
ピ
ー
ド
で
、
約
３
時
間
走
り
続
け
、

順
位
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

秩
父
市
・
小
鹿
野
町
の
コ
ー
ス
は
、

激
し
い
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
や
下
り
坂
の
Ｓ

字
カ
ー
ブ
な
ど
難
易
度
が
高
く
、
見
ど

こ
ろ
満
載
の
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ー
ス
内
に
は
補
給
ポ
イ
ン

ト
が
２
か
所
設
け
ら
れ
、
選
手
は
水
、

特
製
ド
リ
ン
ク
、
補
食
等
を
、
走
行
し

な
が
ら
チ
ー
ム
メ
イ
ト
か
ら
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
補
給
は
、
真

夏
の
過
酷
な
レ
ー
ス
を
勝
ち
抜
く
た
め

に
は
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と
な

り
ま
す
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
沿
道
か
ら

の
声
援
に
支
え
ら
れ
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

地
点
を
駆
け
抜
け
る
選
手
た
ち
の
姿
は
、

感
動
を
呼
び
起
こ
す
で
し
ょ
う
。

自
転
車
ロ
ー
ド
競
技
日
程

と　

き　

８
月
５
日
㈫
午
前
９
時
ス
タ

ー
ト
、
正
午
ご
ろ
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
予
定

と
こ
ろ　

秩
父
市
・
小
鹿
野
町
特
設
ロ

ー
ド
コ
ー
ス
（
合
角
ダ
ム
周
辺
）

　

な
お
、
大
会
当
日
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
０
時
30
分
ご
ろ
ま
で
、
コ
ー

ス
内
は
全
面
通
行
止
と
な
り
、
一
般
車

両
の
通
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
自
転
車
ロ
ー
ド
競
技
成

功
に
向
け
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
５
月
号
で
は
、
小
鹿
野
町
と
の
共
同

開
催
種
目
『
登
山
大
会
』
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
担
当
☎
25

－

５
２
２
９
（
直
通
）

と　

き　

７
月
28
日
㈪
入
場
開
始
午
前

８
時
30
分
〜
、
入
場
締
切
９
時
45
分

と
こ
ろ　
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

募
集
人
員　

４
，
０
０
０
人
（
応
募
多
数

の
場
合
抽
選
）

入
場
料　

無
料

申
込
方
法　

５
月
30
日
㈮
ま
で
に
、

①
「
彩
夏
到
来 

08 

埼
玉
総
体
」
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.sp
ec.ed

.jp
/

so
u
tai/in

d
ex.h

tm
l

）
か
ら
。

②
「
一
般
観
覧
者
募
集
」
の
チ
ラ
シ
に

付
い
て
い
る
申
込
用
紙
を
郵
送
。（
チ

ラ
シ
は
、
市
役
所
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
、

秩
父
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
、
県
内
ロ

ー
ソ
ン
、
郵
便
局
等
に
あ
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

平
成
20
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会　

埼
玉
県
実
行
委
員
会

事
務
局
「
一
般
観
覧
者
募
集
係
」

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

７
３
３
８

『
彩
夏
到
来

『
彩
夏
到
来  

0808  

埼
玉
総
体
』

埼
玉
総
体
』

　

総
合
開
会
式
に

　

総
合
開
会
式
に

　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

至熊谷・花園IC

和銅大橋前

尾田蒔

上野町

長若

信濃石

秩父市役所

140

299

299

299

270
37

吉田総合支所

吉田元気村

みどりの村

コンビニ

山逢の里
キャンプ場

倉尾ふるさと館 合角ダム

旧上吉田小学校

スタート・フィニッシュ

宮戸

巣掛トンネル

黒海土バイパス前三田川中学校

塚越

宮戸

至土坂峠

至長沢

合角ダム

黒海土
バイパス前

小鹿野町役場

秩父
ミューズパーク

蒔田

太田
龍勢会館前

至皆野・長 

秩父市・小鹿野町特設ロードコース案内図（合角ダム周回コース）

71
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　　　部分がコースとなります。
８月５日（火）大会当日、午前8時30分～午後0時30分ごろまで一般車両通行止めとなり
ます。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
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所在地　みどりが丘７－１
従業員数　35人（みどりが丘工場）
代表者　小菅　哲也
主な製品　自動車用省エネ電動
式パワーステアリング用部品、
トラック、バス等大型車両用パ
ワーステアリング部品および油
圧部品、クリーンディーゼル用
ターボチャージャー部品、産業
車両用ミッション部品等

特
徴

①
工
場

　

現
在
、
弊
社
は
３
工
場
を
有
し
、
長

瀞
町
に
本
社
岩
田
工
場
お
よ
び
長
瀞
工

場
、
そ
し
て
、
秩
父
市
に
あ
る
み
ど
り

が
丘
工
業
団
地
内
に
、
働
く
人
の
環
境

を
考
慮
し
た
み
ど
り
が
丘
工
場
が
あ
る
。

　

弊
社
の
全
て
の
部
品
は
、
運
転
す
る

人
の
命
に
関
わ
る
部
品
の
た
め
、
高
品

質
な
管
理
の
も
と
生
産
を
し
て
お
り
、

特
に
み
ど
り
が
丘
工
場
は
ロ
ボ
ッ
ト
と

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｃ
旋
盤
に

よ
る
自
動
省
人
化
ラ
イ
ン
を
集
約
し
て

い
る
。
生
産
に
お
け
る
人
へ
の
負
担
を

減
ら
す
試
み
を
随
時
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
生
産
ラ
イ
ン
を
つ
く
る

た
め
、
自
社
に
お
い
て
今
ま
で
構
築
し

て
き
た
技
術
が
生
き
て
き
て
い
る
。

②
も
の
づ
く
り
＝
ひ
と
づ
く
り

　

従
業
員
へ
の
教
育
と
意
識
レ
ベ
ル
の

高
さ
が
高
品
質
な
製
品
を
生
む
と
考
え

て
い
る
。

　

社
内
に
お
け
る
有
資
格
者
（
技
能
士
、

英
検
、
パ
ソ
コ
ン
検
定
等
）
を
多
数
有

し
て
お
り
、
会
社
全
体
で
勉
強
会
や
講

習
等
も
開
催
し
て
い
る
。
そ
れ
と
意
識

向
上
の
た
め
、
全
員
参
加
の
５
Ｓ
活
動

を
進
め
て
い
る
。

③
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ス
ト
へ
の
挑
戦

　

自
動
車
部
品
業
界
に
お
い
て
は
、
と

か
く
労
働
コ
ス
ト
の
安
い
国
で
の
生
産

品
と
の
競
争
が
避
け
ら
れ
な
い
。

　

弊
社
に
お
い
て
は
、
先
に
あ
げ
た
自

動
省
人
化
ラ
イ
ン
の
構
築
、
日
々
の
業

務
改
善
を
強
力
に
推
進
し
日
本
に
お
い

て
も
価
格
競
争
力
の
あ
る
モ
ノ
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。

④
自
社
製
品

　

自
社
に
て
改
善
や
ラ
イ
ン
を
構
築
し

て
き
た
こ
と
に
よ
る
副
産
物
が
あ
る
。

自
動
洗
浄
機
で
あ
る
。
生
産
す
る
こ
と

に
よ
る
製
品
の
汚
れ
等
を
洗
う
こ
と
で
、

そ
の
物
も
美
し
く
、
ま
た
工
場
自
体
も

汚
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
生
産
・
販
売
は
姉
妹
会
社
の

パ
ニ
ー
技
研
に
て
行
っ
て
い
る
。

東洋パーツ株式会社

東洋パーツ㈱みどりが丘工場東洋パーツ㈱みどりが丘工場

①
東
洋
パ
ー
ツ
㈱

②
㈱
リ
テ
ラ

③
大
曽
根
商
事
㈱

④
ア
ル
バ
ッ
ク
成
膜
㈱

⑤
秩
父
電
子
㈱

⑥
㈱
武
甲
酒
造

⑦
㈱
埼
玉
富
士

⑧
昭
和
電
工
㈱

⑨
日
新
陸
運
㈱

⑩
㈱
瀧
石
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

所在地　みどりが丘９
従業員数　175人（みどりが丘工場）
代表者　福島　広昭
主な製品　自動車部品
ＵＲＬ
　http://www.reterra.co.jp

　

当
社
は
、
ス
ク
イ
ズ
工
法
・
真
空
工

法
・
イ
ン
サ
ー
ト
工
法
に
独
自
の
技
術

を
確
立
し
て
い
る
ア
ル
ミ
ダ
イ
カ
ス
ト

メ
ー
カ
ー
で
、
特
に
高
度
な
技
術
が
要

求
さ
れ
る
ス
ク
イ
ズ
工
法
に
お
い
て
は

ス
ク
イ
ズ
マ
シ
ン
15
台
を
所
有
し
、
世

界
第
一
の
実
績
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
世
界
に
先
駆
け
、
鍛
造
並
み

の
強
度
を
持
つ
半
凝
固
法
の
製
造
技
術

確
立
に
経
済
産
業
省
の
補
助
金
を
受
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
独
自
技
術
が
認
め
ら
れ
、
自
動

車
の
ア
ル
ミ
化
が
進
展
す
る
中
に
あ
っ

て
、
ブ
レ
ー
キ
や
エ
ン
ジ
ン
部
品
、
更

に
足
回
り
部
品
を
製
造
し
、
売
上
は
９

年
間
で
４
・
５
倍
と
急
成
長
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

当
社
は
、

平
成
11
年

に
秩
父
み

ど
り
が
丘

工
業
団
地

に
進
出
し
、

平
成
19
年

に
は
秩
父

第
二
工
場

を
操
業
い

た
し
ま
し

た
。

株式会社リテラ

～秩父大好き秩父っ子を育む子育て応援企業などを訪問しました～
　

昨
年
に
引
き
続
き
、
市
内
企
業
の

現
状
の
把
握
と
将
来
展
望
を
お
伺
い

し
、
今
後
の
行
政
展
開
に
活
か
す
た

め
、
市
長
が
市
内
の
企
業
を
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
従
業
員
の
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
支
援
や
地
域
に
お
け
る
子

育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
子

育
て
応
援
宣
言
企
業
」
を
中
心
に
訪

問
し
、
各
般
の
意
見
交
換
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
月
か
ら
、
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
わ
が
街
の
魅
力
あ
る
企
業
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
の
訪
問
先
企
業

㈱リテラ　秩父工場㈱リテラ　秩父工場

282008年４月号



購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ

所在地　寺尾2804
従業員数　270人
代表者　橋本　力
主な製品　半導体用マスクブラ
ンクス、大型マスクブランク
ス、ＤＮＡチップ、ガラス・
モールドなど
ＵＲＬ
　http://www.ulcoat.co.jp

　

当
社
は
、
１
９
７
９
年
に
㈱
ア
ル
バ

ッ
ク
（
旧
日
本
真
空
技
術
株
式
会
社
）

よ
り
分
離
独
立
し
、
超
高
真
空
技
術
・

真
空
プ
ラ
ズ
マ
技
術
・
超
清
浄
表
面
処

理
技
術
な
ど
得
意
な
技
術
を
活
か
し
、

技
術
開
発
型
企
業
と
し
て
価
値
あ
る
製

品
の
開
発
・
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
Ｌ
Ｓ
Ｉ
や
超
Ｌ
Ｓ
Ｉ
な
ど

の
半
導
体
製
造
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
担
う
半
導
体
用
マ
ス
ク
ブ
ラ
ン
ク
ス

を
世
界
に
先
駆
け
て
作
り
出
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
低
反
射
マ
ス
ク
や
ハ
ー
フ
ト

ー
ン
型
位
相
シ
フ
ト
マ
ス
ク
ブ
ラ
ン
ク

ス
は
、
現
在
も
世
界
中
の
Ｌ
Ｓ
Ｉ
メ
ー

カ
ー
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
に
使
わ
れ

る
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

製
造
に
不
可
欠
な
大
型
マ
ス
ク
ブ
ラ
ン

ク
ス
も
供
給
し
、
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
高
精
細
の
液
晶
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
を
実
現
す
る
高
品
質
カ
ラ
ー

フ
ィ
ル
タ
ー
用
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ト
リ
ク
ス

を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
海
外
生
産
拠
点
で
あ
る
台

灣
の
子
会
社
を
活
か
し
、
適
地
生
産
に

よ
る
素
早
い
対
応
と
コ
ス
ト
対
応
を
実

現
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
開
発
し
た

製
品
は
、
半
導
体
や
、
パ
ソ
コ
ン
の
モ

ニ
タ
ー
な
ど
の
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
分

野
の
飛
躍
的
な
成
長
を
支
え
て
き
ま
し

た
。

　

現
在
は
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、
近
年
注

目
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
用

途
の
バ
イ
オ
解
析
に
使
用
さ
れ
る
Ｄ
Ｎ

Ａ
チ
ッ
プ
や
、
最
先
端
の
電
子
機
器
類

に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
高
性
能
半
導
体
デ

バ
イ
ス
を
配
線
す
る
た
め
の
、ガ
ラ
ス
・

モ
ー
ル
ド
と
い
っ
た
特
殊
な
製
品
の
加

工
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ガ
ラ

ス
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
メ
ム
ス･･･

微
小
電
気

機
械
シ
ス
テ
ム
）
製
品
と
呼
ば
れ
、
ガ

ラ
ス
基
板
上
に
微
細
な
加
工
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
こ
の
ガ
ラ
ス
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
製

品
や
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
プ
ロ
セ
ス
の
新
技
術
開

発
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
日
々
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
生
産
活
動

の
維
持
・
改
善
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

法
令
や
社

会
規
範
を

順
守
し
、

信
頼
さ
れ

る
企
業
と

し
て
更
な

る
発
展
を

目
指
し
て

い
き
ま
す
。

アルバック成膜株式会社

所在地　黒谷280－１
従業員数　30人
代表者　若尾　東
主な製品　バイオ技術を利用したサプリメ
ントなど（乳酸菌等の培養、植物エキス類の
抽出・物濃縮、真空凍結乾燥〈フリーズドラ
イ〉、顆粒・錠剤・カプセルなどの製品等）
ＵＲＬ
　http://www.osone.co.jp/

　

当
社
は
、
創
業
者
大
曽
根
政
吉
に
よ

り
、
１
９
５
９
年
（
昭
和
34
年
）
市
内

上
野
町
に
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
秩
父
銘
仙
や
座
布
団
カ

バ
ー
に
入
れ
る
ラ
ベ
ル
や
印
刷
物
を
企

画
・
製
造
す
る
仕
事
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
繊
維
産

業
の
衰
退
と
と
も
に
、
当
社
も
転
業
を

迫
ら
れ
、
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
、
真

空
凍
結
乾
燥
を
主
体
と
す
る
食
品
製

造
・
加
工
の
分
野
に
進
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
と
は
、
真
空
か
つ

低
温
で
乾
燥
す
る
特
殊
な
技
術
で
あ
り
、

乾
燥
が
完
了
し
た
製
品
に
、
蒸
散
し
た

水
分
を
戻
し
て
あ
げ
る
と
、
ま
た
乾
燥

前
の
「
生
」
の
状
態
に
戻
る
、
と
い
う

「
優
れ
も
の
」
で
す
。
そ
の
後
、
社
会

の
発
展
と
と
も
に
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が

広
く
社
会
に
普
及
す
る
と
同
時
に
、
そ

の
製
品
製
造
の
た
め
に
多
種
多
様
な
要

請
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
高
い
製
造
・
衛
生
管
理
技
術
が

求
め
ら
れ
る
「
乳
酸
菌
の
培
養
」「
酵

素
処
理
に
よ
る
反
応
」
や
「
植
物
エ
キ

ス
の
抽
出
」、
さ
ら
に
は
「
顆
粒
か
ら

錠
剤
・
カ
プ
セ
ル
・
分
包
〜
最
終
製
品

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
」
ま
で
と
、
仕
事
の
幅

を
少
し
ず
つ
広
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

当
社
の
品
質
方
針
は
『
お
客
様
の
眼

線
で
社
会
に
信
頼
を
提
供
す
る
』
で
す
。

国
内
で
も
食
品
の
偽
装
問
題
が
多
々
発

生
し
て
い
る
昨
今
、
こ
の
品
質
方
針
に

基
づ
き
、
全
従
業
員
が
心
を
一
つ
に
し

て
「
本
物
」
と
「
安
心
」
を
提
供
し
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

将
来
は
、「
秩
父
発
」
＆
「
健
康
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
製
品
開
発
に
も
挑
戦

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
当
社
の
経
営
理
念
は
『
全

従
業
員
の
物
心
両
面
の
幸
福
を
追
求
す

る
と
同
時
に
、
人
類
社
会
の
進
歩
発
展

に
貢
献
す
る
。』
で
す
。
何
よ
り
も
、

会
社
に
働
い
て
く
れ
る
全
従
業
員
の
皆

さ
ま
が
、
将
来
に
夢
や
希
望
を
持
っ
て
、

安
心
し
て
、
元
気
に
働
い
て
頂
く
こ
と

を
ま
ず
は
経
営
の
根
幹
に
据
え
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
秩
父
は
も
と
よ
り
、

広
く
社
会
に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

大曽根商事株式会社
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　平成20年４月１日付けで市職員の人事異動がありましたので、課長
級以上についてお知らせします。
　（　　　）内は発令前の職名です。なお、配置換を伴う昇格は、昇
格の項に記載します。
【部長級】
▼配置換
   ▽参事（市長室長）新井竹男
   ▽市長室長兼総合連絡調整幹（総務部長）坪内幸次
   ▽総務部長（市民生活部長）笠原隆二
   ▽市民生活部長（秩父広域市町村圏組合事務局長）若林克明
▼昇　格
▽健康福祉部長（健康福祉部次長）米持孝之
▽地域整備部長（地域整備部次長）新井清久
▽大滝総合支所長（健康福祉部保健センター所長）斎藤  保
▽市立病院長（市立病院副病院長）勅使河原正敏
▽水道部長（環境農林部環境技監）関根正嗣
▽教育委員会事務局長（選挙管理委員会事務局長兼監査事務局主席
主幹・公平委員会書記・固定資産評価審査委員会書記）峰岸宏明

【次長級】
▼配置換
▽市長室次長（市長室次長兼秘書課長）新井秀弘
▽財務部次長兼財政課長（財務部次長）大沢賢治
▽市民生活部次長（市民生活部次長兼市民スポーツ課長）大谷幾勇
▽市民生活部次長（市民生活部次長兼市民生活課長）井上まり子
▽市民生活部歴史文化伝承館長兼芸術文化会館長（農業委員会事務
局長）青葉  均

▽健康福祉部医療保険年金局長（市立病院事務局次長）加藤  登
▽産業観光部次長（産業観光部次長兼工業振興課長）山口辰雄
▽環境農林部次長（秩父広域市町村圏組合事務局次長兼危機防災管
理監）福島英夫

▽地域整備部次長（地域整備部技監兼道路課長）浅見治雄
▽地域整備部次長（埼玉県＝派遣）楢原　徹
▽荒川総合支所副支所長（教育委員会事務局次長）森前光弘
▽水道部次長兼業務課長（水道部次長兼大滝事務所長）島崎  洋
▽教育委員会事務局教育研究所主任指導主事兼所長（埼玉県＝派遣）
勅使河原一郎

▽選挙管理委員会事務局長兼監査事務局主席主幹・公平委員会書
記・固定資産評価審査委員会書記（環境農林部次長兼農業振興課
長・公設地方卸売市場長／農業委員会主席主幹）田中謙治

▽農業委員会事務局長（市民生活部やすらぎの丘管理事務所長）浅
見秀一

▼昇　格
▽総務部次長兼総務課長（総務部総務課長）佐々木奉昭
▽財務部次長兼収納課長（財務部収納課長）原嶋  進
▽健康福祉部次長（財務部管財課長）関河喜重
▽市民生活部やすらぎの丘管理事務所長（教育委員会保健給食課長）
山中正義

▽健康福祉部次長兼保健センター所長（健康福祉部高齢者介護課長
兼高齢者憩いの家館長）黒沢美也

▽健康福祉部次長＝派遣 社会福祉事業団 養護老人ホーム長寿荘所
長／特別養護老人ホーム偕楽苑所長／上吉田高齢者生活支援ハウ
ス吉祥苑所長／上吉田デイサービスセンター所長（地域整備部下
水道課長）荒船  勇

▽地域整備部技監（総務部工事検査課長）島﨑一男
▽市立病院副病院長兼脳神経外科部長（市立病院脳神経外科部長）
川沼清一

▽市立病院副病院長心得兼総看護師長（市立病院総看護師長）新井
トヨ子

市職員人事異動のお知らせ市職員人事異動のお知らせ
▽市立病院事務局次長（環境農林部環境課長）相馬直巳
▽教育委員会事務局次長兼主任指導主事・学校教育課長・中村学童
保育室長（教育委員会事務局主任指導主事兼学校教育課長・中村
学童保育室長）新井和彦
▽教育委員会事務局次長（議会事務局議事課長）高橋  睦
▽教育委員会事務局秩父図書館長兼荒川図書館長（水道部業務課長）
島崎幸二
▽監査事務局長兼選挙管理委員会主席主幹・公平委員会書記長・固
定資産評価審査委員会書記（吉田総合支所市民福祉課長兼市民生
活部吉田公民館主席主幹）上原芳明
▽秩父広域市町村圏組合事務局次長兼福祉保健課長・会計課長（市
長室広報広聴課長）上井克彦

【課長級】
▼配置換
▽市長室秘書課長（環境農林部生活衛生課長）小池正一
▽総務部工事検査課長（総務部工事検査課主席主幹）横田茂樹
▽財務部管財課長（財務部管財課主席主幹）斎藤隆夫
▽財務部契約課主席主幹（大滝総合支所総務課主席主幹）加藤伸之
▽市民生活部市民生活課長（産業観光部観光振興課主席主幹）湯本
則子
▽市民生活部生涯学習課長兼歴史文化伝承館主席主幹・勤労青少年
ホーム主席主幹／芸術文化会館主席主幹／中央公民館主席主幹
（産業観光部観光振興課長）青野孝司
▽市民生活部中央公民館長兼生涯学習課主席主幹・歴史文化伝承館
主席主幹／勤労青少年ホーム館長／芸術文化会館主席主幹／尾田
蒔・原谷・久那・高篠・大田・影森・浦山の公民館主席主幹（会
計課長）関根健夫
▽健康福祉部高齢者介護課長兼高齢者憩いの家館長（健康福祉部高
齢者介護課主席主幹）浅香貴雄
▽健康福祉部こども課長兼中村児童館長／宮地児童館長（健康福祉
部こども課主席主幹）浅見一男
▽健康福祉部医療保険年金局地域医療対策課長（健康福祉部こども
課長兼中村児童館長／宮地児童館長）風間  操
▽健康福祉部医療保険年金局保険年金課長（市民生活部保険年金課
長）江田和彦
▽健康福祉部医療保険年金局保険年金課主席主幹（市民生活部保険
年金課主席主幹）加藤  昇
▽産業観光部工業振興課長（財務部財政課長）藤代  元
▽環境農林部地域エネルギー・環境対策課長（環境農林部バイオマ
ス・環境総合研究所長）大野輝尚
▽環境農林部農業振興課長兼公設地方卸売市場長／農業委員会主席
主幹（総務部情報政策課長）上林敏一
▽環境農林部生活衛生課長（環境農林部生活衛生課主席主幹兼総務
部危機管理課主席主幹）平沼邦夫
▽環境農林部秩父環境衛生センター清流園所長（地域整備部下水道
センター所長）高野武四郎
▽環境農林部秩父環境衛生センター清流園主席主幹兼教育委員会事
務局秩父図書館主席主幹（環境農林部秩父環境衛生センター清流
園主席主幹）岩田幹夫
▽地域整備部まちづくり課長（地域整備部まちづくり課主席主幹）
山岸  剛
▽地域整備部道路課長（地域整備部道路課主席主幹兼総務部危機管
理課主席主幹）加藤  猛
▽地域整備部公園課長（地域整備部公園課主席主幹兼総務部工事検
査課主席主幹）永田充徳
▽地域整備部下水道課長（環境農林部農業振興課主席主幹）廣瀬恭一
▽地域整備部下水道センター所長（地域整備部公園課長）橋本賢司
▽会計課長（吉田総合支所総務課長）新井時夫
▽吉田総合支所総務課長（健康福祉部高齢者介護課主席主幹兼上吉
田高齢者生活支援ハウス吉祥苑所長・上吉田デイサービスセンタ
ー所長）新井行男
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お
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け
し
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が
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ご
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解
と
ご
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を
お
願
い
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ま
す
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問
い
合
わ
せ　

市
民
課
住
民
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１

　
　
　
　

内
線
１
１
１
６
〜
１
１
１
８

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５
（
直
通
）

５
月
１
日
㈭
か
ら
窓
口
で
の

　
　

本
人
確
認
の
方
法
が
変
わ
り
ま
す

日 月 火 水 木 金 土
４/1０ 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 ５/１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

平日夜間窓口 最終日曜窓口 休 日 窓 口
４月10日・24日
5月8日 ４月27日 4月27日を除く

土・日・祝
17時15分～
19時15分

８時30分～
17時15分

８時30分～
17時15分

市民課・保険年金課・こども課・
収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
②戸籍、住民票の写し、印鑑登録・
証明書、所得課税証明書などの
発行

③転入、転出届等の業務
④納税と納税相談の受付
⑤国民健康保険、国民年金、高齢
者医療に関する業務

⑥保育所、児童手当等、子育て支
援等に関する業務

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑
証明書や所得課税証
明書などの発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行
いません。

※最終日曜窓口・休日窓口の正午～午後２時は混雑するため、手続き
にお時間をいただくことがあります。ご了承ください。

▽吉田総合支所市民福祉課長兼市民生活部吉田公民館主席主幹（吉
田総合支所市民福祉課主席主幹）岡田啓介

▽大滝総合支所総務課主席主幹（農業委員会主席主幹）岸  敏男
　▽水道部工務課長（水道部吉田事務所長）城口  巖
▽水道部浄水センター所長（水道部浄水センター主席主幹）勅使河
原俊介

▽水道部吉田事務所長（水道部工務課主席主幹）宮嶋秀夫
▽水道部大滝・荒川事務所長（水道部荒川事務所主席主幹）新井邦芳
▽教育委員会事務局指導主事兼学校教育課主幹（教育委員会事務局
教育研究所指導主事）島嵜孝夫

▽教育委員会事務局保健給食課長（市民生活部市民課主席主幹）浅
見きよみ

▽教育委員会事務局文化財保護課長兼吉田歴史民俗資料館長（産業
観光部文化財課長兼吉田歴史民俗資料館長）新井和美

▽教育委員会事務局教育研究所指導主事（埼玉県＝派遣）横田健男
▼昇　格
▽市長室広報広聴課長（総務部総務課主幹）江田正広
▽総務部情報政策課長兼総務部危機管理課主席主幹（総務部情報政
策課主幹）浅見利春

▽総務部工事検査課主席主幹（地域整備部ダム河川課主幹兼総務部
危機管理課主幹）柴岡康夫

▽市民生活部市民生活課主席主幹（市民生活部市民生活課主幹）根
岸  仁

▽市民生活部市民スポーツ課長（健康福祉部保健センター主幹兼総
務部危機管理課主幹）鈴木日出男

▽健康福祉部保健センター副所長兼総務部危機管理課主席主幹（市
民生活部歴史文化伝承館主幹兼中央公民館主幹・勤労青少年ホー
ム主幹）原嶋  勉

▽産業観光部観光振興課長（産業観光部観光振興課主幹）田端保之
▽環境農林部地域エネルギー・環境対策課主席主幹（環境農林部環
境課主幹）町田信男

▽環境農林部農業振興課主席主幹兼総務部危機管理課主席主幹／農
業委員会主席主幹（環境農林部農業振興課主幹）町田秀夫

▽環境農林部生活衛生課主席主幹兼総務部危機管理課主席主幹（環
境農林部生活衛生課主幹）上林  晃

▽地域整備部道路課主席主幹兼総務部危機管理課主席主幹（地域整
備部道路課主幹）逸見  進

▽地域整備部ダム河川課主席主幹兼総務部危機管理課主席主幹（地
域整備部下水道課主幹兼総務部工事検査課主幹）森下今朝八郎

▽地域整備部教育施設課主席主幹兼総務部工事検査課主席主幹（地
域整備部教育施設課主幹兼総務部工事検査課主幹）橋本喜雄

▽地域整備部下水道課主席主幹兼総務部工事検査課主席主幹（地域
整備部道路課主幹）浅賀照夫

▽荒川総合支所総務課主席主幹兼会計課荒川分室主席主幹（荒川総
合支所総務課主幹）笠原明彦

▽市立病院臨床検査科長（市立病院臨床検査科臨床検査技師長）石
川益良

▽市立病院薬剤科長（市立病院薬剤科薬剤師長）井澤正義
▽教育委員会事務局保健給食課主席主幹兼秩父第一中学校・吉田・
荒川の共同調理場長（地域整備部管理用地課主幹）関田雄一

▽議会事務局議事課長（総務部人事課主幹）髙橋  亙

退職者（３月31日付退職）
中野達也▽守屋利一▽加藤  完▽冨田俊和▽黒澤利夫▽木村  克
小池廣行▽栗島節子▽木野内純一▽齋藤貞男▽新井良裕
笠原三枝子▽加藤恒夫▽斎藤章安▽関根博明▽斎藤建司▽関根榮次
関根富久代▽坂本蔵子▽木村安子▽町田早智子▽井上ひろ子
高野伸夫▽黒澤保夫▽坂本充子▽山口まさ子▽半藤善一
黒澤千代子▽荻野美規▽木村岳則▽大野仲代
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平成20年２月契約分 公共工事の発注状況を公表します
市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500 万円以上）

問い合わせ　工事の内容について…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６（直通）

（指名競争入札）

契約日 完成予定日 工　　事　　名 工 事 場 所 予定価格
（税込／円）

契約金額
（税込／円）

落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

４日 ３月24日 別所運動公園防球ネットフェンス
工事 別所運動公園内 6,100,500 5,985,000 98.11 昭和工業㈱

地域整備部
公園課
☎22－2603

４日 ３月24日 （仮称）秩父市営夏梅住宅敷地造
成工事

下吉田7452番地１
他地内 9,744,000 9,345,000 95.91 岸建興業

吉田総合支所
地域振興課
☎72－6083

４日 ３月24日 上黒谷地内排水路改修工事 黒谷地内 10,794,000 10,657,500 98.74 ヤマタ土建工
業㈲

地域整備部
ダム河川課
☎22－2496

12日 ３月31日 尾田蒔53号線道路改築工事 寺尾地内 28,959,000 22,470,000 77.59 ㈲ナカケン
地域整備部
道路課
☎25－5213

18日 ３月24日 「芝桜の丘」園路整備工事 羊山公園内 6,961,500 5,460,000 78.43 ㈱萩原工務店
地域整備部
公園課
☎22－2603

20日 ３月24日 羊山公園排水設備築造工事 羊山公園内 12,810,000 9,649,500 75.33 ㈱ダイショウ
地域整備部
公園課
☎22－2603

25日 ３月24日 吉田元気村厨房施設改修工事 吉田元気村 5,460,000 5,229,000 95.77 ㈱笠原建設
地域整備部
教育施設課
☎25－5226

25日 ３月24日 荒川総合支所庁舎外壁改修工事 荒川総合支所 7,854,000 7,192,500 91.58 ㈱日本アステック
地域整備部
教育施設課
☎25－5226

25日 ３月31日 坊田沢河川改修工事 下吉田地内 6,216,000 5,775,000 92.91 ㈲新井工業
吉田総合支所
地域振興課
☎72－6083

　

県
と
市
と
協
働
で
お
た
す
け
隊
を
派
遣

し
ま
す
。

◇
お
部
屋
の
お
掃
除

◇
話
し
相
手

◇
家
事
の
お
手
伝
い

◇
見
守
り

◇
散
歩
・
外
出
等
の

　

支
援

◇
網
戸
・
障
子
張
り

◇
そ
の
他
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
た
す
け
隊
員
も
随
時
募
集
中
！

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
や
の
か
わ
商
店
街
振
興
組
合

　

福
祉
事
業
部
担
当
：
鈴
木
純

　

☎
24

－

８
８
５
６

　
（
月
〜
金
曜
、
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

【
お
た
す
け
隊
】

【
お
た
す
け
隊
】

あ
な
た
の
困
っ
た
を
お
手
伝
い
！

和
銅
奉
献
１
３
０
０
年
記
念

秩
父
市
共
通
商
品
券「
和
同
開
珎
」

通
常
プ
レ
ミ
ア
ム
２
％
＋
１
３
０
０
年
記

念
プ
レ
ミ
ア
ム
１
％
の
３
％
で
販
売

発
行
日　

４
月
25
日
㈮

発
行
額　

５
，
０
０
０
万
円

有
効
期
限　

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

発
売
内
容　

額
面
１
，
０
０
０
円
を
９
７
０

円
で
販
売

発
売
所　

市
内
36
店
舗
を
予
定

加
盟
店　

加
盟
店
シ
ー
ル
掲
示
の
市
内
商

店
や
大
型
店
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
記
念
商
品
券
（
限
定
１
，

３
０
０
セ
ッ
ト
）
も
同
時
発
売
！

※
詳
し
く
は
、
４
月
24
日
㈭
折
込
予
定
の

チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
２
３
３
回

あ
そ
び
に
お
い
で
よ

４
月
19
日
㈯
午
後
７
時
〜

１
３
０
０
年
の
時
間
を
経
て
今
蘇
る

本
物
の
和
同
開
珎
と

朝
廷
献
上
原
石
展
示

貴
重
な
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
！

★
芝
桜
ま
つ
り
記
念
セ
ー
ル
実
施

★
ト
ラ
ン
プ
♠
♣
♥
♦
ダ
ー
ツ

★
サ
イ
ボ
ー
グ
（
彩
防
具
）
に
挑
戦

★
秩
父
一
シ
リ
ー
ズ

★
福
引
大
会
…
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
開
催
時

に
、
福
引
き
会
場
へ
市
報
の
こ
の
ペ
ー

ジ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
福
引
き
に
１

回
（
一
人
一
枚
ま
で
）
参
加
で
き
ま
す
。

市
報
は
お
返
し
し
ま
す
。
景
品
が
な
く

な
り
次
第
終
了
で
す
。　

　
　

詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
に
て
。済



33

わが
家の

わが
家の

わが
家の

わが
家の

ア

イ ド

ル

ア

イ ド

ル

ア

イ ド

ル

ア

イ ド

ル

「帽子、似合う？」

（下吉田）

新井　宥
ゆう

希
き

 くん

　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368- 8686　熊木町８－ 15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは、翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

「ドナルド大好き♡」

（上　町）

小池　美
み

優
ゆ

 ちゃん
「大きな声で『はーい！』」

（中村町）

佐々島忠
ただ

宏
ひろ

 くん
「ニャンニャン、ワンワン…

どうぶつだ～いすき♪」

（荒川白久）

黒沢　美
み

月
づき

 ちゃん

応 募 方 法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒 368-8686　熊木町８－ 15、市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（３月末締切り分→５月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒 368-8686　熊木町８－ 15　市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（４月末締切り分→６月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　お知らせ　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。

（
評
）俳
句
は
〝
報
告
〞
を
避
け
る
よ
う
に
と
、
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。「
春
は
暖
か
く
て
、
花
が
美
し
く
咲
き
、
心
が
浮
き
立
つ
よ

う
な
気
分
で
あ
る
」
と
い
っ
た
描
写
は
、
報
告
的
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ど
の
よ
う
に
暖
か
く
、
美
し
く
、
浮
き
立
つ
の
か
を
、

表
現
す
る
の
に
読
者
に
成
る
程
と
思
わ
せ
る
こ
と
ば
を
選
び
だ
す
こ
と
が
、
重
要
と
な
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で
す
。
闇
の
重
さ
、

嘸
か
し
、
光
を
宿
す
、
相
見
る
、
風
に
委
ね
な
ど
は
、
そ
の
点
を
よ
く
踏
ま
え
た
詠
い
ぶ
り
で
す
。
他
に
も
「
二
物
取
合
せ
の

句
や
発
見
の
あ
る
句
」
な
ど
も
採
用
し
て
い
ま
す
。

咳
し
わ
ぶ

き

て

眠

れ

ぬ

闇

の

重

さ

か

な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
久
長　

齋
藤　

大
仙

地
虫
出
づ
地
中
嘸さ

ぞ

か
し
暗
か
り
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
原　

黒
沢　

一
登

痩
身
の
こ
こ
ろ
も
と
な
し
虎も

が

り

ぶ

え

落
笛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

町　

峰
岸　

理
江

控

へ

目

に

光

宿

し

て

蕗

の

薹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
影
森　

山
口
千
代
子

穴
の
あ
る
鉄
び
ん
こ
ろ
げ
梅
の
宿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
宮
地
町　

野
﨑　

麻
衣

農
日
誌
古
り
し
を
捲め

く

り
芋
植
う
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川
白
久　

高
橋　

貞
二

夫
婦
雛
相
見
る
こ
と
の
な
か
り
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
生
町　

福
田　

み
つ

山
風
に
委ゆ

だ

ね
て
巫
女
の
足
袋
真
白　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
戸
町　

木
村
む
ら
子

一

坪

の

わ

れ

の

菜

園

薺
な
ず
な

つ

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
原　

坂
本　

公
平

蕗
の
た
う
見
つ
け
摘
み
ゐ
る
母
卒
寿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久　

那　

𠮷
野　

昌
梧

大
野
ひ
ろ
志　

選

俳　
　
　

句

（
評
）
　
坂
本
さ
ん
、
山
峡
の
バ
ス
停
な
ら
で
は
の
会
話
を
う
ま
く
一
首
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
大
嶌
さ
ん
、
具
体
的
に
詠
ま
れ
て

い
る
下
句
が
大
変
よ
く
、
手
芸
教
室
の
よ
う
す
が
見
え
て
き
ま
す
。
杉
山
さ
ん
、
山
国
な
ら
で
は
の
作
品
、
聞
き
な
れ
ぬ
銃
声

の
音
に
怖
さ
も
感
じ
ま
す
。
宮
崎
さ
ん
、
誰
も
が
見
る
若
い
時
の
夢
、
大
方
の
人
は
夢
と
消
え
て
し
ま
っ
た
人
生
を
送
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
中
村
さ
ん
、
俳
句
も
作
る
作
者
は
「
い
く
た
び
も
雪
の
深
さ
を
尋
ね
け
り
」
の
子
規
の
句
を
思

い
出
し
て
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
月
は
初
め
て
応
募
し
て
き
た
方
が
５
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

猪
や
猿
に
作
物
荒
ら
さ
れ
る
話
題
は
尽
き
ぬ
峡
の
バ
ス
停 

大
野
原　

坂
本　

公
平

年
嵩
の
我
に
や
さ
し
く
教
え
く
る
る
手
芸
教
師
の
若
き
指
先 

山　

田　

大
嶌　

映
子

静
か
な
る
朝
の
大
気
を
ゆ
る
が
せ
て
ハ
ン
タ
ー
の
銃
声
四
方
に
ひ
び
く 

下
吉
田　

杉
山　

勝
子

希
望
に
も
え
未
来
を
夢
み
し
若
き
日
も
雲
の
流
る
る
よ
う
に
消
え
去
る 

荒
川
上
田
野　

宮
崎　

圭
次

降
る
雪
の
深
さ
尋
ね
る
子
規
の
句
を
思
い
て
見
上
ぐ
降
り
止
ま
ぬ
空 

黒　

谷　

中
村　

美
代

雲
海
の
彼
方
に
浮
か
ぶ
白
き
富
士
小
諸
の
街
は
未
だ
夢
の
中 

日
野
田
町　

笠
原　

貞
男

孫
娘
に
初
子
生
ま
れ
て
吾
が
胸
に
爺
ち
ゃ
ん
抱
い
て
と
し
っ
か
り
渡
す 

栃　

谷　

竹
村
善
三
郎

創
業
二
百
余
年
を
誇
り
い
る
店
主
の
妻
は
腰
低
く
あ
り 

下
影
森　

畠
山　

時
子

猫
の
墓
に
猫
が
集
ま
る
供
養
す
や
松
の
小
枝
に
鵯
が
見
守
る 

中
村
町　

久
保　

克
彦

夜
の
橋
に
野
ギ
ツ
ネ
一
匹
顔
を
出
す
車
の
ラ
イ
ト
に
と
び
跳
ね
て
消
ゆ 

寺　

尾　

八
木　

洋
一

新
井　

悦
子　

選

短　
　
　

歌
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●【ポリオ予防接種】生後３か月～７歳６か月未満
　５月20日㈫　13：15～14：00　
　※母子健康手帳、予診票をお持ちください。
●【乳幼児健診】

●【育児相談・健康相談】
　５月14日㈬　９：30～10：30
●【ことばの相談】※予約制

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　５月19日㈪　９：30～11：10　
　※初めての方は、電話で吉田保健センターへ申込み
●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方
　５月13日㈫　13：30～15：30　吉田振興会館３階
　※初めての方は、直接または電話で吉田保健センターへ申込み
●【骨密度健康相談・歯周疾患検診】おおむね40歳以上の方
　５月８日㈭　13：15～14：00受付
　※直接または電話で吉田保健センターへ申込み
●【栄養相談】
　５月21日㈬午後（時間は予約時にお知らせします。）
　※電話で吉田保健センターへ申込み

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

５月16日㈮ 13：00～13：45 １歳６か月児健診
３ 歳 児 健 診

平成18年９・10月生まれ
平成16年12月・平成17年1月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

５月15日㈭ 13：00～16：00 ことばの発達、発音な
どに関する個別相談

ことばの発達、発音な
どに心配のある幼児と
その保護者

●【健康相談・育児相談】
　５月13日㈫　13：00～15：00　大滝総合支所内
　※健康手帳・母子健康手帳をお持ちください。

大滝保健センターからのお知らせ

●【乳幼児健診】

●【歯みがき教室】

● 【育児相談】

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　４月24日㈭、５月15日㈭、29日㈭　９：30～11：10
●【ポリオ予防接種】生後３か月～７歳６か月未満
　５月９日㈮　13：15～14：00
　※母子健康手帳、予診票をお持ちください。
●【ＢＣＧ予防接種】生後３か月～６か月未満
　５月28日㈬　13：15～14：00
　※母子健康手帳、予診票をお持ちください。
●【骨粗しょう症予防相談】
　骨密度測定、栄養士による栄養相談
　５月13日㈫、27日㈫　13：00～14：00
　※５月８日㈭までに、荒川保健センターへ申込み（先
着各35人）

●【健康相談】
　５月21日㈬　13：30～14：30
　※健康手帳をお持ちください。

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

４月23日㈬
13：15～14：00

１歳６か月児健診
３ 歳 児 健 診

平成18年８・９月生まれ
平成16年11・12月生まれ

５月28日㈬ ４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成19年12月・平成20年１月生まれ
平成19年６・７月生まれ

荒川保健センター会場

吉田保健センター会場（【よしだ元気塾】は、吉田振興会館３階）

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

４月23日㈬ 13：15～14：00
歯 科 医 師 の 診 察
ブラッシング 指 導
フ ッ 素 塗 布 等

平成18年２・３月生まれ

秩父保健センター

吉田保健センター

※詳しい日程・会場については、吉田保健センターにお
問い合わせください。
大滝保健センター

荒川保健センター

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

５月12日㈪ 10：00～11：00 育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

会　　場 日　　　程 回数 時　　間
影森福祉交流
センター ５月19日～７月28日

（毎週月曜日）
全10回 ９：30～11：30

高篠福祉交流
センター 全10回 13：30～15：30

いきがいセンター

５月28日～７月30日
（毎週水曜日） 全10回 ９：30～11：30

５月30日～８月１日
（毎週金曜日）

全10回 ９：30～11：30

全10回 13：30～15：30

会　　場 日　　　程 回数 時　　間

吉田振興会館等 ５月20日～３月10日
（不定期） 全20回 ９：30～11：30

※「平成20年度 秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

会　　場 日　　　程 回数 時　　間

大滝公民館 ５月12日～７月14日
（毎週月曜日） 全10回 13：30～15：30

会　　場 日　　　程 回数 時　　間
荒川農村環境
改善センター

５月21日～７月23日
（毎週水曜日） 全10回 ９：30～11：30

●【言語リハビリ教室】

※40歳以上で「話す」・「読む」・「書く」・「聞いて理解す
る」ことなどでお困りの方は、各保健センターへご相
談ください。

月　　日 会　　場 実施時間
４月17日㈭ 秩父保健センター

13：30～15：30
４月22日㈫ 吉田保健センター
４月28日㈪ 荒川保健センター
５月15日㈭ 秩父保健センター
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※３か月を過ぎたお子さんはＢＣＧから受けましょう。
ＢＣＧは、原則集団接種（秩父・吉田・荒川保健セン
ター）ですが、対象月齢までに体調が悪いなどの理由
で接種できない場合は、各保健センターにお問い合わ
せください。
●【両親学級】
　妊娠５か月を過ぎた初回妊婦さんとその家族

※５月12日㈪までにお申し込みください。
●【歯みがき教室】平成18年４月～６月生まれの幼児
と　き　５月１日㈭　10：00～
内　容　歯科健診、ブラッシング指導、フッ素塗布（希望者）
※４月30日㈬までに、電話または来所にてお申し込みく
ださい。

※当日は、普段お子さんが使用している歯ブラシ、コッ
プ、タオル、母子健康手帳をお持ちください。

●【妊婦健康診査について】
　４月１日から、妊婦健康診査を無料で受けられる回数
が２回から５回に拡大されました。対象は、平成20年４
月１日以降に母子健康手帳を交付した妊婦さんとなりま
すが、現在妊娠中の方で母子健康手帳を既に交付済みの
方についても、無料の受診券を追加交付します。
●【妊婦超音波検査費補助について】
　市では、妊婦健康診査の拡大に伴い、平成20年度から
の新規事業として、すべての妊婦さんに２回の超音波検
査費の補助を行います。該当の方には個別通知をしまし
たが、詳しくは各保健センターまでお問い合わせください。
●【指定医療機関で受けられる予防接種（個別予防接種）】
　[麻しん風しん混合]
　対　象　第１期：１歳～２歳未満
　　　　　第２期：就学前の１年間
　[三種混合]
　対　象　生後３か月～７歳６か月未満

　受け方　初回：３回接種（間隔は３～８週で接種）
　　　　　追加：１回接種（初回３回目を接種した日か

ら１年～１年６か月の間に接種）
※三種混合予防接種は接種間隔を必ず守って受けてく
ださい。秩父保健センター（集団）でも受けられます。

●【はつらつ筋力アップ教室】
　日ごろ、運動不足が気になりませんか？　運動は、心
身共に健康で、はつらつとした生活を送るために大切な
ものです。保健センターでは、運動を通して皆さんの健
康づくりのお手伝いをします。
対　象　40歳以上の方
定　員　各コース30人
参加費　無料
内　容　スポーツインストラクターの指導による軽体操
やストレッチ等
申込み　４月21日㈪午前９時から５月９日㈮午後５時ま
でに、電話で各保健センターへお申し込みください。定
員を超えた場合は、初回の方を優先とし、抽選とさせて
いただきます。

●【乳幼児健診】

※母子健康手帳、健診アンケートをお持ちください。
●【育児相談】

※４月から育児相談と同時に、子育てに心配のある方な
どを対象に、療育相談員による「すこやか相談」を実
施します。（要予約）
●【予防接種】（集団）

※母子健康手帳、予診票をお持ちください。

秩父保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
５月８日㈭

13：00～14：00

３ 歳 児 健 診 平成17年１月生まれ
５月20日㈫ 乳児（４か月児）健診 平成19年12月生まれ
５月21日㈬ 乳児（10か月児）健診 平成19年７月生まれ
５月27日㈫ １歳６か月児健診 平成18年10月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

５月２日㈮ ９：30～10：30
育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定
赤 ち ゃ ん 体 操

乳　　幼　　児

種　類 月　日 受付時間 対　　　　象

三種混合 ５月12日㈪
６月６日㈮

13：30～14：30

生後３か月～７歳６か月未満

Ｂ Ｃ Ｇ ５月26日㈪
６月16日㈪ 生後３か月～６か月未満

ポ リ オ
５月13日㈫
５月28日㈬
５月30日㈮

生後３か月～７歳６か月未満

月   日 時　　間 内　　　容 講　師
１
日
目

５月19日㈪ 13：15～16：00
（受付13：00～）

妊娠中の保健 産婦人科医師
お産の準備と経過
呼吸法など 助産師

２
日
目

５月25日㈰
13：30～16：00
（受付13：15～）

赤ちゃんの育て方 保健師
沐浴実習 助産師

３
日
目

５月29日㈭
歯科保健、歯科健診 歯科医師
歯みがき指導 歯科衛生士
栄養と食事・試食 栄養士
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◇
４
月
10
日
〜
５
月
31
日
の
休
館
日

◇
図
書
館
を
は
じ
め
て
利
用
す
る
方
へ

　

図
書
館
の
資
料
を
借
り
た
り
、
館
内

施
設
を
利
用
す
る
に
は
、
利
用
カ
ー
ド

が
必
要
で
す
。

　

利
用
カ
ー
ド
の
発
行
が
で
き
る
の
は
、

秩
父
郡
市
在
住
の
方
、
秩
父
市
内
に
通

勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。登
録

の
際
は
、氏
名
・
住
所
の
確
認
が
で
き

る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
免
許

証
、保
険
証
、学
生
証
な
ど
）

※
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
等
が
変
わ

ら
れ
た
時
は
、
変
更
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
パ
ス
ワ
ー
ド
登
録
に
つ
い
て

　

図
書
館
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

館
内
の
資
料
検
索
端
末
か
ら
、
貸
出
状

況
の
確
認
や
貸
出
中
資
料
の
予
約
が
で

き
ま
す
。
利
用
に
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の

登
録
が
必
要
で
す
。
各
館
カ
ウ
ン
タ
ー

で
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
氏
名
・
住
所

の
確
認
が
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
な
お
、
パ
ス
ワ
ー
ド
は
各
端
末

か
ら
任
意
に
変
更
で
き
ま
す
。

◇
新
年
度
講
座
受
講
生
の
募
集

　

秩
父
図
書
館
で
は
、
新
年
度
の
主
催

講
座
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
講
座
の
日
程
に

つ
い
て
は
一
部
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
講
座
に
よ
っ
て
は
申

込
み
多
数
で
締
め
切
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
万
葉
集
講
座

日　

程　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

講　

師　

近
藤　

章
先
生

内　

容　

万
葉
集
の
歌
の
解
釈
と
解
説

定　

員　

80
人
（
先
着
順
）

●
俳
句
講
座

日　

程　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講　

師　

大
野
ひ
ろ
志
先
生

内　

容　

初
心
者
対
象
の
講
座

定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

受
付
場
所　

１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

受
講
料　

２
，
０
０
０
円

◇
催
し
物
の
お
知
ら
せ

〈
秩
父
図
書
館
〉

●
絵
本
相
談
日

　

４
月
22
日
、
５
月
13
日
、
27
日
の
火

曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

　

良
い
絵
本
の
選
び
方
、
与
え
方
な
ど

に
つ
い
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

●
お
は
な
し
会
（
入
場
無
料
）

　

４
月
12
日
、26
日
、５
月
10
日
、24
日

の
土
曜
日
、午
後
３
時
か
ら
（
約
40
分
）

　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児
童
向

け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

図書館ホームページアドレス　　https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
　　　　　　　　　　　　　　　https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）

横
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

●
第
１
３
８
回
・
名
作
映
画
鑑
賞
会

題　

名　

イ
タ
リ
ア
旅
行

（
１
９
５
３
年
、
イ
タ
リ
ア
、
83
分
）

監　

督　

ロ
ベ
ル
ト
・
ロ
ッ
セ
リ
ー
ニ

出　

演　

イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
バ
ー
グ
マ

ン
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
サ
ン
ダ
ー
ス
ほ
か

内　

容　

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
超
美
人
女
優

イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
バ
ー
グ
マ
ン
と
夫
役

の
ジ
ョ
ー
ジ
・
サ
ン
ダ
ー
ス
は
、
す
れ

違
い
の
多
い
倦
怠
期
の
夫
婦
。
あ
る
年

２
人
は
イ
タ
リ
ア
の
古
き
良
き
時
代
が

偲
ば
れ
る
土
地
へ
旅
行
し
、
石
器
見
学

や
祭
礼
と
の
遭
遇
な
ど
に
よ
り
、
互
い

の
愛
が
再
び
復
活
し
て
い
き
ま
す
。

◎
４
月
24
日
㈭
午
後
１
時
30
分
開
映

◎
会
場　

秩
父
図
書
館
２
階

◎
映
画
解
説
が
あ
り
ま
す
。
入
場
無
料
。

次
回
予
告　
「
大
学
は
出
た
け
れ
ど
」

　

田
中
絹
代
主
演
、
小
津
安
二
郎
監
督
作

　

５
月
29
日
㈭
午
後
１
時
30
分
か
ら
上
映

〈
荒
川
図
書
館
〉

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム

　

５
月
13
日
の
火
曜
日
、
午
前
11
時
か

ら
（
約
30
分
）

　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
や
さ

し
い
絵
本
や
、
手
あ
そ
び
で
楽
し
い
時

間
を
す
ご
し
ま
す
。

●
お
は
な
し
会

　

４
月
26
日
、
５
月
24
日
の
土
曜
日
、

午
後
２
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
絵
本
や
紙
芝
居
、
手
あ

そ
び
な
ど
を
し
ま
す
。

※秩…秩父図書館
荒…荒川図書館
吉…秩父図書館吉田分館
大…秩父図書館大滝分館

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
１ 木 17 土 　　　　　　大
２ 金 18 日 　　　　　　大
３ 土 　　　　吉　大 19 月 秩　荒　吉　　
４ 日 　　　　吉　大 20 火
５ 月 　　荒　吉　大 21 水
６ 火 　　　　吉　大 22 木
７ 水 秩 23 金
８ 木 24 土 　　　　　　大
９ 金 25 日 　　　　　　大
10 土 　　　　　　大 26 月 秩　荒　吉　　
11 日 　　　　　　大 27 火
12 月 秩　荒　吉　　 28 水
13 火 29 木
14 水 30 金 秩
15 木 31 土 　　　　　　大
16 金

５月 ４月
各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
10 木 21 月 秩　荒　吉　　
11 金 22 火
12 土 　　　　　　大 23 水
13 日 　　　　　　大 24 木
14 月 秩　荒　吉　　 25 金
15 火 26 土 　　　　　　大
16 水 27 日 　　　　　　大
17 木 28 月 秩　荒　吉　　
18 金 29 火 　　　　吉　大
19 土 　　　　　　大 30 水 秩
20 日 　　　　　　大

開
館
時
間

〈
秩
父
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

〈
荒
川
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
吉
田
分
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
大
滝
分
館
〉

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
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相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

５月８日㈭・15日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士５月13日㈫

10時～15時 荒川総合支所
※電話で予約が必要です。
４月21日㈪　午前９時から電話予約受付　各日先着10人

人 権

毎月第２・４水曜
13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

人権擁護委員４月16日㈬
13時～16時

吉田総合支所
（振興会館）

５月７日㈬ 大滝総合支所

行 政

４月21日㈪ 
５月19日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員
５月12日㈪ 吉田総合支所

（振興会館）
４月14日㈪ 
５月12日㈪ 荒川総合支所
４月28日㈪ 
５月26日㈪ 大滝総合支所

市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活 毎週月·水·金曜９時～16時 消費生活コンサルタント
行 政 手 続 ５月13日㈫　13時～15時 行政書士
登 記 ４月16日㈬・５月21日㈬

13時～15時
司法書士
土地家屋調査士

税 務 ５月12日㈪ 　10時～15時 税理士
土 地 建 物 ４月15日㈫ 　10時～15時 宅地建物取引主任者
暴力について ４月24日㈭・５月22日㈭

10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 ４月22日㈫・５月27日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

年金・労働 ４月11日㈮・５月９日㈮
13時～15時 社会保険労務士

※市民生活課および各総合支所（市民福祉課）では、相談日以外でも相談を受け付けます。
上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200（直通）

※相談日が祝日の場合はお休みとなります。

相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会
福祉課）☎25－5204

身体・知的障
がい児（者）
に つ い て

月～金曜
９時～18時

フレンドリー☎22－7785 22－
7055（身体障がい） ☎22－7045
21－6705（知的障がい）土曜  ９時～16時

精神障がい
者について

月～金曜
９時～17時

生活支援センター「アクセス」
☎24－1025 24－1026

障がい者の
就労・労働

月～金曜
９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ 22－2870

人 権
月～金曜　8時30分～17時15分

さいたま地方法務局
秩父支局 ☎22－0827人権擁護委員による相談

火曜（第5週を除く）９時～ 16時
内 職 月～金曜　９時～16時

ちちぶパートバンク
☎24－5222
工業振興課
☎22－3428

職 業
ちちぶパートバンク
月～金曜　９時～16時
吉田総合支所　
月曜　９時～16時30分

中小企業者向
けよろず金融

５/７  13時～16時30分  ※前々日まで
に要予約　会場   歴文館5階第2会議室

商業振興課 ☎25－5208
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚 福祉女性会館　５/10
13時～16時　※要予約 秩父市社会福祉協議会

☎22－1514
心 配 ご と 福祉女性会館

５/22　13時～16時

紙
お
む
つ
用
ご
み
袋
を
支
給
し
て
い
ま
す

紙
お
む
つ
用
ご
み
袋
を
支
給
し
て
い
ま
す

　

少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て
、
紙
お
む

つ
使
用
者
の
い
る
世
帯
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
紙
お
む
つ
排
出

用
に
秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
有
料

指
定
ご
み
袋
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

支
給
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
３
歳
の
誕
生
月
ま
で
の
方

②
児
童
福
祉
法
お
よ
び
身
体
障
害
者
福

祉
法
の
規
定
に
よ
る
紙
お
む
つ
支
給

対
象
の
方

③
秩
父
市
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
実

施
要
綱
の
規
定
に
よ
る
紙
お
む
つ
支

給
対
象
の
方

支
給
方
法　

①
に
該
当
す
る
方
は
、
母
子

健
康
手
帳
を
提
示
し
、
審
査
後
、
次
の

施
設
の
窓
口
で
支
給
し
ま
す
。
な
お
、

母
子
健
康
手
帳
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
再

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

支
給
窓
口　

市
民
課
、
こ
ど
も
課
、
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
、
各
出
張
所
、
各

保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
児
童
館

　

②
お
よ
び
③
に
該
当
す
る
方
は
、
申

請
書
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
支

給
は
、
各
地
区
の
民
生
委
員
が
行
い
ま
す
。

支
給
枚
数　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
、

１
か
月
あ
た
り
、
中
型
袋
５
枚
と
し
、

年
間
60
枚
以
内
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
分
を
翌
年
度
以
降
に

は
支
給
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５
（
直
通
）

紙
お
む
つ
用
ご
み
袋
を
支
給
し
て
い
ま
す

紙
お
む
つ
用
ご
み
袋
を
支
給
し
て
い
ま
す

　

　市では、いじめや不登校など、小中

学生の子育てについてお悩みの方のた

めに、「教育相談」を受け付けています。

また、子どもたちが意欲や自信を取り

戻す場所として「適応指導教室」も開

設しています。そこでは、自然・社会

体験教室などを通して親同士の交流も

可能です。なお、相談は秘密厳守で費

用はかかりません。見学はいつでも自

由です。どうぞ、お気軽にご利用くだ

さい。

問い合わせ　教育支援センター
●ひまわり教室（芸術文化会館内）

　月～金曜、午前９時～午後５時

　☎２２－２２２８

●やまなみ教室（やまなみ会館内）　

　月･水･金曜、午前９時～午後５時

　☎７２－２０３０

いじめや不登校でいじめや不登校で
お悩みの方へお悩みの方へ

ちちぶバイオマス元気村発電所　視察・見学者受付中！
吉田元気村に足湯オープン！　中学生以上100円、小学生50円　好評営業中！
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地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
いつまでも　自分らしく

住みなれた地域で暮らすために
いつまでも　自分らしく

住みなれた地域で暮らすために

問い合わせ
●包括支援センター　　　　　 22-2582
●けやき包括支援センター　　 27-7331
●かえで包括支援センター　　 77-1134
●さくら包括支援センター　　 53-1014

　

Ａ
男
さ
ん
は
、
妻
と
と
も
に
認
知
症

の
母
の
介
護
を
し
て
い
ま
す
。
長
女
は

嫁
ぎ
、
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
る
長
男

と
の
４
人
暮
ら
し
で
す
。

　

年
相
応
の
物
忘
れ
ぐ
ら
い
に
考
え

て
い
た
母
の
症
状
が
少
し
違
う
と
思
っ

た
の
は
、
ひ
な
祭
り
に
ひ
孫
の
お
祝

い
を
し
て
、
と
て
も
楽
し
ん
で
い
た
の

に
、「
こ
の
と
こ
ろ
孫
娘
が
顔
を
見
せ
な

い
。」
と
言
い
、
ひ
な
祭
り
の
事
を
話
す

と
、「
覚
え
て
い
な
い
。」
と
言
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
思
い
切
っ
て

専
門
医
を
受
診
す
る
と
、
問
診
の
中
で

長
谷
川
式
と
い
う
検
査
を
行
な
う
な
ど

し
て
「
認
知
症
」
と
の
診
断
が
で
ま
し
た
。

　

Ａ
男
さ
ん
は
、
と
て
も
驚
き
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。
自
分
の
母
が
認
知

症
？　
認
め
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、「
お
嫁
さ
ん
が
財
布
を
盗
っ
た
。」

と
言
っ
た
り
、
自
分
に
亡
く
な
っ
た
夫

の
名
で
呼
び
か
け
て
来
た
り･･･

。
こ

れ
は
事
実
と
し
て
受
け
入
れ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
う
え
、現
実
問
題
と
し
て
母
に

ど
う
対
応
し
た
ら
い
い
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。「
そ
ん
な
事
は
な
い
」「
違
う
」と
言

っ
た
途
端
、母
は
声
を
荒
ら
げ
て
興
奮

し
て
し
ま
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、そ
ん
な

と
き
に
長
男
が
対
応
す
る
と
、本
人
が

に
っ
こ
り
安
心
し
た
顔
に
な
っ
て
い
る

の
が
わ
か
り
、と
て
も
不
思
議
で
し
た
。

落
ち
着
い
て
様
子
を
見
る
と
、否
定
し

な
い
で
、ゆ
っ
く
り
話
を
聞
い
て
、手
ま

で
握
っ
て
あ
げ
て
い
ま
す
。認
知
症
は

病
気
で
す
が
、本
人
は
大
き
な
不
安
の

中
に
い
る
た
め
、ま
わ
り
の
対
応
の
仕

方
で
も
、困
っ
た
症
状
や
行
動
の
出
方

に
差
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

Ａ
男
さ
ん
夫
婦
は
、
長
男
か
ら
介
護

の
コ
ツ
を
聞
く
ほ
か
、
認
知
症
に
関
す

る
本
を
読
ん
だ
り
し
て
、
少
し
ず
つ
介

護
の
仕
方
が
判
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
介
護
に
行
き
詰
ま
ら
な
い
よ
う
介

護
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
へ
の
対
応
は
、
軽
度
で

あ
っ
て
も
本
人
の
言
動
の
混
乱
や
不
安

感
が
強
く
、
介
護
者
側
も
病
気
の
理
解

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
、
地
域
で
の

生
活
が
続
け
ら
れ
る
か
な
ど
の
不
安
が

わ
い
て
、
初
め
は
困
惑
す
る
こ
と
が
多

い
と
思
い
ま
す
。

　

う
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
こ
の
ご
ろ
心

配･･･

。
と
い
う
段
階
で
の
早
期
の
受

診
を
ま
ず
は
お
勧
め
し
ま
す
が
、
受
診

先
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
迷

う
よ
う
で
し
た
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一

緒
に
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
か
、
ど
ん
な

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
か
考
え
て
行

き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
、

地
域
の
高
齢
者
を
見
守
り
、
支
え
て
い

く
事
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
も

進
め
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
高
齢
者

〜
あ
た
た
か
く
包
ん
で　

あ
げ
ま
し
ょ
う
〜

平成平成202 年度分年度分
敬老はり・灸・マッサージ券

を交付します
敬老はり・灸・マッサージ券

を交付します
敬老はり・灸・マッサージ券

を交付します
対　象　市内に居住する満70歳以上の方
利用回数　年３回
利用内容　はり・灸・マッサージの治療を受
けた場合、施術料金が2,000円割引されます。
利用施設　下表の施術院
※なお、施術を希望される方は、混雑が予
想されますので、電話等で予約をしてか
らお受けください。

利用期間　５月１日㈭～平成21年３月15日㈰
申込受付　５月１日㈭から
※平成20年度中に70歳になる方は、その時
点で申請してください。
申込み・問い合わせ
　高齢者介護課
　☎２２－２２１１内線１１７４
各総合支所市民福祉課
　吉田☎７２－６０８２（直通）
　大滝☎５５－０８６５（直通）
　荒川☎５４－２１１６（直通）

【秩父市】
江澤鍼灸院 上 宮 地 町 は・き・マ 23 － 0456

金内マッサージ 中　　 町 マ 24 － 9319

気針堂はり温灸院 上　　 町 は・き 23 － 0667

泉樹治療院 日 野 田 町 は・き・マ 24 － 6772

田口マッサージ 野  坂  町 マ 23 － 8998

田端東洋治療院 永  田  町 は・き・マ 24 － 6858

秩父第一鍼療院 東　　 町 は・き・マ 22 － 1926

武甲鍼灸マッサージ院 相  生  町 は・き・マ 22 － 5613

三上鍼灸院 荒川上田野 は・き 54 － 1187

優光堂 中  村  町 は・き・マ 25 － 1731

加嶋治療室 久 那 マ 22 － 6659

【小鹿野町】
小松治療院 小 鹿 野 は 75 － 0085

【皆野町】
太幡マッサージ院 皆　　 野 マ 62 － 0345
※は･･･はり　 き･･･灸　 マ･･･マッサージ

施 術 院 一 覧 表施 術 院 一 覧 表
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20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
経
済
的
に
保
険
料
を
納
め

る
の
が
難
し
い
場
合
は
、
保
険
料
を
後

国
民
年
金
保
険
料
が

　
　
　
　
　
　

後
払
い
で
き
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

払
い
に
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
」
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
市
役
所
保
険
年
金
課
お
よ
び
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
の
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
保
険
料

を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
追
納
す
る

（
保
険
料
を
あ
と
か
ら
納
め
る
）
こ

と
が
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
学
生

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学

校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
等
に

在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
（
夜
間
・

定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
の
方
を
含

む
）
が
対
象
で
す
。
た
だ
し
、
本
人
の

前
年
所
得
が
１
１
８
万
円
超
の
と
き
は
、

こ
の
特
例
の
対
象
と
さ
れ
ま
せ
ん
。（
学

生
に
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
、
限
度
額

は
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。）

※
各
種
学
校
の
対
象
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
さ
れ
る
各
種
学
校
（
修
業
年

限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
文
部
科
学
大
臣
が
指

定
し
た
課
程
の
海
外
大
学
（
日
本
分

校
）
の
学
生
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
。

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と

○
こ
の
特
例
の
対
象
に
な
っ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事

故
や
病
気
で
障
が
い
が
残
っ
た
り
、

死
亡
し
た
場
合
、
本
人
や
遺
族
に
障

害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
追
納
す
る
保
険
料
の

額
は
、
２
年
度
を
経
過
す
る
と
経
過

し
た
年
数
に
応
じ
て
加
算
が
つ
き
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
時
の
ポ
イ
ン
ト

○
申
請
は
年
度
ご
と
に
必
要
で
す
。
申

請
が
遅
れ
る
と
、
障
害
・
遺
族
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

１
．
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
コ

ピ
ー
可
）

２
．
年
金
手
帳
（
初
め
て
国
民
年
金

に
加
入
す
る
方
で
、
加
入
の
届
出
と

一
緒
に
申
請
を
す
る
と
き
は
不
要
で

す
。）

３
．
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は

不
要
で
す
。）

○
申
請
が
認
め
ら
れ
た
か
ど
う
か
（
審

査
結
果
）
は
、
社
会
保
険
事
務
所
か

ら
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
申
請

の
時
期
に
よ
っ
て
は
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
案
内
書
が
行
き
違
い
で

届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　全国の社会保険事務所のダイヤルインの実
施にともない、下記のとおり電話番号が変更
になりました。

◎総務や会計について
　☎２７－６５５９

◎健康保険・厚生年金保険の適用ならびに給
付について
　☎２７－６５６０

◎年金給付のご相談について
　ねんきんダイヤル
　☎０５７０－０５－１１６５
　（全国共通電話番号）
　☎０３－６７００－１１６５
　（ＩＰ電話・ＰＨＳ向け電話番号）

◎国民年金の資格、免除、保険料等について
　☎２７－６５６１
　（埼玉国民年金電話相談センター）
※電話番号は、おかけ間違いのないようにお
確かめのうえ、ご利用ください。

※「ねんきんダイヤル」は、全国の年金電
話相談センター等のうち、回線の空いて
いるところにつながります。通話料金は、
一般固定電話の場合、接続先にかかわら
ず市内通話料金でご利用いただけます。

秩父社会保険事務所からの
お知らせ

　身体障がい者、精神障がい者または戦傷病
者特別援護法により戦傷病者手帳の交付を受
け、減免を受けることができる障がいの程度
に該当する方は、申請により軽自動車税の減
免を受けることができます。申請は、５月初
旬発送の軽自動車税納税通知書到着後、納期
限の７日前（５月26日㈪）までに行ってくだ
さい。なお、期日を過ぎての申請は受け付け
ることができませんので、ご注意ください。

申請に必要な書類等
　納税通知書、運転者の運転免許証、印鑑、障
害者手帳等、申請者の身分を証明できるもの

申請場所　課税課または各総合支所総務課
問い合わせ　課税課諸税担当
　　　　☎２２―２２１１内線１２７７

軽自動車税の
減免（身障減免）申請を

受け付けます

「住宅用火災警報器」の悪質な訪問販売にご注意ください！
消防署や市が、直接「住宅用火災警報器」を訪問販売することはありません。
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や
す
ら
ぎ
の
丘
（
聖
地
公
園
）
内
に
移

築
し
て
あ
る
旧
秩
父
駅
舎
を
、
ゴ
ー
ル
デ

　

市
で
は
、
市
内
在
住
で
、
身
体
障
害

者
福
祉
法
に
基
づ
く
４
級
以
上
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
希
望
者
に
対

し
、
市
営
中
町
駐
車
場
の
無
料
使
用
許

可
証
を
発
行
し
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、

本
人
が
運
転
す
る
車
両
に
限
り
ま
す
。）

　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
等　

申
請
書
（
ま
ち
づ
く
り
課
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。）、
身
体
障
害
者

手
帳
・
運
転
免
許
証
・
車
検
証
の
写
し
、

印
鑑

問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

　

☎
25

－
５
２
１
７
（
直
通
）

ン
ウ
ィ
ー
ク
を
中
心
に
無
料
休
憩
所
と
し

て
開
館
し
ま
す
。
室
内
に
は
、
秩
父
鉄
道

関
係
資
料
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
館
期
間　

４
月
26
日
㈯
〜
５
月
６
日
㈫

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
保
護
課

　

☎
22

－

２
４
８
１
（
直
通
）

旧
秩
父
駅
舎
を

　
　

無
料
休
憩
所
と
し
て

開
館
し
ま
す

２

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

５
５
月
14
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

ベ
ス
ト
電
器
矢
尾

秩
父
店
（
秩
父
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）

５
月
15
日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

高
橋
組
会
社
内

（
㈱
高
橋
組
）

５
月
16
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

秩
父
駅
構
内

（
秩
父
ナ
シ
ョ

ナ
ル
Ｎ
Ｐ
会
）

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
献
血
担
当

　

☎
22

－

０
６
４
８
（
代
表
）

４
・
５
月
の

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

３
と　　き ところ 内　　　　　　容 定員
４／23㈬
14:00～16:30 ちちぶパートバンク 若年者の求職活動について・就職実現

プランの作成について（座学） 15人

４／28㈪
13:30～15:30 吉田総合支所 中高年齢者の求職活動について

（座学） 15人

４／30㈬
14:00～16:00 ちちぶパートバンク 自己分析とセールスポイントの見つけ

方（座学） 15人

５／７㈬
13:30～16:30 ちちぶパートバンク 就職を成功させるために

（演習） 15人

５／12㈪
13:30～15:30 吉田総合支所 面接対策・就職の心得

（座学） 15人

５／14㈬
14:00～16:00 ちちぶパートバンク 履歴書・職務経歴書の書き方

（座学） 15人

※
定
員
の
関
係
上
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ち
ち
ぶ
パ
ー
ト
バ
ン
ク
で

は
、
一
般
求
人
情
報
も
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
吉
田
総
合
支
所
で
は
、

常
時
求
人
情
報
が
閲
覧
で
き
ま
す
の
で

市
営
中
町
駐
車
場
の

　

身
体
障
が
い
者

　
　

無
料
使
用
許
可
証
を

　
　
　

発
行
し
て
い
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　

☎
22

－

３
２
１
５

　

ち
ち
ぶ
パ
ー
ト
バ
ン
ク

　

☎
24

－
５
２
２
２

　

新
潟
県
柏
崎
市
に
あ
る
秩
父
市
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
平
成
19
年
度
を
も

っ
て
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
16
日
に
発
生
し
た
新
潟
県

中
越
沖
地
震
に
よ
り
施
設
お
よ
び
周
辺

道
路
等
が
被
害
を
受
け
、
安
全
な
利
用

が
困
難
な
状
況
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
確
保
を
最
優

先
に
検
討
し
た
結
果
で
す
の
で
、
ご
利

用
を
予
定
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

長
い
間
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

秩
父
市
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

廃
止
の
お
知
ら
せ

４

１

※市報掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進等を行っている
　ものではなく、内容について市が責任を負うものではありません。

広告
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不用品のリサイクルコーナー
　市では、日用品など自分には不用になった
が、まだ利用できるものなので譲りたい、ま
たは、譲ってほしいという希望者を登録し、
紹介しています。
　なお、無料譲渡を条件とします。
譲
り
た
い
物

チャイルドシート、幼児用自転車（ピンク
色）、B型ベビーカー

譲
っ
て
ほ
し
い
物

A型ベビーカー、足踏み式ミシン、木製二段
ベッド、学習机、歩行器、整理ダンス、車イ
ス、アンティークミシン

登
録
状
況

　譲りたい物 ４件
　譲ってほしい物 ９件

（平成20年３月17日現在）
※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限り
ます。

　希望者は、電話にて市民生活課にご連絡ください。
　また、有効期間中に「譲れなくなった」また
は「譲り受ける必要がなくなった」という場合
は、必ず市民生活課までご連絡ください。

登録申込み・問い合わせ
　市民生活課　☎２５－５２００（直通）
　　　　　　　☎２２－２２１１内線１３２１

８ 　

県
で
は
、
個
性
豊
か
な
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
域
創
造

セ
ン
タ
ー
と
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
を
再

編
し
て
、
４
月
１
日
か
ら
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
秩
父
地
域
創
造
セ
ン

タ
ー
と
北
部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
秩
父

支
所
は
、
４
月
１
日
か
ら
秩
父
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
よ
り

き
め
細
か
く
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

１
１
１
０

秩
父
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
が

誕
生
し
ま
し
た
！

６　

平
成
19
年
分
の
確
定
申
告
に
係
る
振

振
替
納
税
を

ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

７

替
日
は
、

◎
所
得
税　

４
月
22
日
㈫

◎
消
費
税　

４
月
24
日
㈭

と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

２
〜
３
日
前
に
は
、
預
貯
金
残
高
を

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、
預
貯
金
残
高
不
足
等
で
引
落

し
で
き
ま
せ
ん
と
、

◎
所
得
税　

３
月
18
日
㈫

◎
消
費
税　

４
月
１
日
㈫

か
ら
延
滞
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
税
務
署
管
理
徴
収
部
門

　

☎
22

－

４
４
３
４

　

平
成
19
年
度
の
化
学
物
質
の
排
出
量
、

移
動
量
、
取
扱
量
の
実
績
に
つ
い
て
、

６
月
30
日
㈪
ま
で
に
県
へ
報
告
を
お
願

化
学
物
質
を
取
り
扱
う

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

９

い
し
ま
す
。
報
告
の
対
象
と
な
る
の
は
、

製
造
業
、
燃
料
小
売
業
な
ど
23
業
種
で

従
業
員
数
が
21
人
以
上
の
事
業
者
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
環
境
部
青
空
再
生
課

ま
た
は
秩
父
環
境
管
理
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
事
業
者
向
け

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
市
役
所
生
活
衛
生

課
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

県
環
境
部
青
空
再
生
課

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

２
９
８
６

　

秩
父
環
境
管
理
事
務
所

　

☎
23

－

１
５
１
１

　

市
役
所
生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２
（
直
通
）

小
児
慢
性
特
定
疾
患

　

医
療
給
付
の
継
続
申
請
の

受
付
を
開
始
し
ま
す

10対　

象　

現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
、

引
き
続
き
治
療
が
必
要
な
20
歳
未
満
の
方

申
請
期
間　

５
月
１
日
㈭
〜
６
月
16
日
㈪

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

申
請
場
所　

秩
父
保
健
所
お
よ
び
県
内
各

保
健
所
・
分
室

必
要
書
類　

申
請
書
、
医
療
意
見
書
、
生

計
中
心
者
の
所
得
税
関
係
証
明
書
な
ど

問
い
合
わ
せ　

秩
父
保
健
所
☎
22

－

３
８
２

４
、
県
健
康
づ
く
り
支
援
課
☎
０
４
８

－

８
３
０

－

３
５
６
１

開
放
日　

毎
週
土
曜
日
（
祝
日
や
学
校

行
事
が
あ
る
日
を
除
く
。）

開
放
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

県
立
秩
父
高
等
学
校

図
書
館
を
地
域
に
開
放
し
ま
す

11

開
放
施
設　

図
書
館
１
階
の
閲
覧
室

利
用
方
法　

図
書
館
で
受
付
を
し
て
か
ら

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
利
用
で
き
る
も
の
は
、
閲
覧
室
内
の

図
書
、
新
聞
、
雑
誌
の
み
と
し
、
貸

し
出
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
高
等
学
校
事
務
室

　

☎
22

－

３
６
０
６

●
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

応
募
資
格

・
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

※
22
歳
未
満
の
方
は
大
学
卒（
見
込
含
む
）

・
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込
）

で
、
28
歳
未
満
の
方

●
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

応
募
資
格

・
歯
科
：
専
門
の
大
学
卒
（
見
込
）
で
、

20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方

・
薬
剤
科
：
専
門
の
大
学
卒
（
見
込
）

で
、
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

・
専
門
の
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者

（
見
込
）
で
、
28
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　

５
月
12
日
㈪
ま
で

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

秩
父
地
域
事
務
所
☎
22

－

６
１
５
７

Ｅ
メ
ー
ル　

titibuoffi
  ce@
m
xl.ttcn.ne.jp

自
衛
官

（
幹
部
候
補
生
）
募
集

12

平成20年　勤労青少年の標語
『踏み出せば　拡がる世界　新たな自分』
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子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
、
市
で
は
交
通
安
全

教
育
の
充
実
を
目
的
に
、
交
通
安
全
教

育
担
当
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容

○
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
学
校
、
老
人

ク
ラ
ブ
等
に
お
け
る
交
通
安
全
教
室

の
企
画
・
開
催

○
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
に
お
け
る

交
通
指
導

○
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
協
力

な
ど

応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
交
通

問
題
に
関
心
が
高
く
、
心
身
と
も
に
健

康
で
職
務
を
遂
行
で
き
る
方

募
集
人
員　

１
人（
制
服
を
貸
与
し
ま
す
。）

任　

期　

５
月
12
日
〜
平
成
21
年
３
月

31
日
（
再
任
用
あ
り
）

身　

分　

秩
父
市
非
常
勤
特
別
職

報　

酬　

日
額
３
，
８
０
０
円
（
原
則

４
時
間
勤
務
）

応
募
方
法　

４
月
25
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－
５
２
０
０
（
直
通
）

市
民
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

14

交
通
安
全
教
育

　
　

担
当
指
導
員
を

　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

13　

市
で
は
、
余
暇
を
利
用
し
て
農
業

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
市

内
16
か
所
、
２
０
７
区
画
の
市
民
農
園

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
標
準
的
な
規
模

は
、
１
区
画
１
０
０
㎡
、
年
間
利
用
料

は
３
，
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
者
募
集
農
園
（
空
区
画
）

・
上
影
森　
（
１
区
画
）

・
金
室
町　
（
１
区
画
）

・
黒
谷　
　
（
８
区
画
）

・
中
村
町　
（
１
区
画
）

・
近
戸
町　
（
３
区
画
）

・
永
田
町　
（
１
区
画
）

・
別
所　
　
（
11
区
画
）

・
山
田　
　
（
14
区
画
）

※
農
園
の
場
所
は
、
農
業
振
興
課
窓
口

で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課

　

☎
25

－
５
２
１
０
（
直
通
）

募
集
人
員

○
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
方

　

若
干
名

○
第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
〜
64
歳
）
の
方

　

若
干
名

応
募
締
切　

４
月
30
日
㈬

応
募
・
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
25

－

５
２
０
５
（
直
通
）

と　

き　

５
月
18
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

石
間
交
流
学
習
館
・
い
ち
ご

生
産
農
家

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で
、
直
接
会
場
に
来
ら
れ
る
方

定　

員　

30
人
（
応
募
者
が
10
人
に
満

た
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。）

内　

容　

吉
田
総
合
支
所
集
合
↓
い
ち

ご
摘
み
↓
昼
食
↓
ジ
ャ
ム
作
り

参
加
費　

２
，
０
０
０
円
（
秩
父
事
件

資
料
等
見
学
・
昼
食
・
保
険
代
含
む
）

申
込
み　

５
月
９
日
㈮
ま
で
に
、
は
が

イ
チ
ゴ
摘
み
と

　
　

ジ
ャ
ム
作
り
体
験

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

15

き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
参
加
者
全
員
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
吉
田
総
合
支
所
（
〒
３
６
９

－

１
５
９
２　

下
吉
田
６
５
８
５

－

２

☎
72

－
６
０
８
３

77

－

１
５
２
９
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

派
遣
青
少
年
募
集

16●
ア
メ
リ
カ
・
ア
ン
チ
オ
ッ
ク
市

　

ア
ン
チ
オ
ッ
ク
市
民
宅
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
、
自
分
た
ち
で
決
め
た
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
、
生
活
文
化
や
社
会
習
慣
な

ど
を
調
べ
体
験
し
ま
す
。

日　

程　

７
月
下
旬
〜
８
月
上
旬
の
予

定
（
約
２
週
間
）

募
集
人
数　

７
人
（
高
校
生
・
大
学
、
短

期
大
学
お
よ
び
高
等
専
門
学
校
生
）

応
募
条
件

・
市
内
在
住
で
協
調
性
、
自
立
性
お
よ

び
意
欲
が
あ
り
、
健
康
で
あ
る
こ
と
。

・
日
常
会
話
程
度
の
英
語
力
が
あ
る
こ

と
。

・
帰
国
後
、
研
修
の
体
験
を
生
か
し
、

地
域
や
学
校
で
率
先
し
て
活
動
が
で

き
る
こ
と
。

※
未
成
年
者
の
場
合
は
、
保
護
者
の
承

諾
が
必
要
で
す
。

必
要
経
費　

航
空
運
賃
の
３
割
程
度
（
航
空

運
賃
の
７
割
程
度
は
市
で
負
担
し
ま
す
。）

※
旅
券
取
得
費
用
等
は
含
み
ま
せ
ん
。

●
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ワ
リ
ン
ガ
ー
市

　

ワ
リ
ン
ガ
ー
市
民
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
な
が
ら
、
現
地
の
高
校
へ
約
２
週

間
体
験
入
学
し
ま
す
。

日　

程　

８
月
上
旬
〜
中
旬
の
予
定

募
集
人
数　

７
人
（
高
校
生
）

応
募
条
件

・
市
内
在
住
で
協
調
性
、
自
立
性
お
よ

び
意
欲
が
あ
り
、
健
康
で
あ
る
こ
と
。

・
英
検
準
２
級
程
度
の
英
語
力
が
あ
る

こ
と
。

・
帰
国
後
、
研
修
の
体
験
を
生
か
し
、

地
域
や
学
校
で
率
先
し
て
活
動
が
で

き
る
こ
と
。

・
保
護
者
の
承
諾
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

必
要
経
費　

航
空
運
賃
、
授
業
料
等
の
３

割
程
度
（
航
空
運
賃
、
授
業
料
等
の
７

割
程
度
は
市
で
負
担
し
ま
す
。）

※
旅
券
取
得
費
用
等
は
含
み
ま
せ
ん
。

申
込
締
切　

５
月
９
日
㈮

※
申
請
用
紙
の
配
布
、
申
込
方
法
、
選

考
等
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０ 

（
直
通
）

秩
父
市
介
護
保
険

　

運
営
協
議
会
委
員
を

募
集
し
ま
す

17
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㈳
秩
父
青
年
会
議

所
で
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ケ
ア
ン
ズ

を
訪
問
先
と
し
た
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
計

画
し
ま
し
た
。
現
地

家
庭
へ
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
始
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
が
で
き

ま
す
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

７
月
22
日
㈫
か
ら
８
日
間

対　

象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

※
詳
細
、
日
程
等
は
下
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.ch
ich
ib
u
-

jc.co
m
/2008m

isso
n
.h
tm
l

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

㈳
秩
父
青
年
会
議
所
事
務
局　

関
根

　

☎
22

－

４
４
１
１

厳
選
フ
ラ
ン
ス
料
理
ク
ラ
ブ

20　

フ
ル
コ
ー
ス
を
学
ん
で
食
卓
に
新
風

を
！ 

「
安
く
」「
早
く
」
身
近
な
食
材

を
使
っ
て
、
プ
ロ
の
技
が
楽
し
く
修
得

で
き
ま
す
。

と　

き　

５
月
16
日
〜
平
成
21
年
２
月

20
日
ま
で
の
毎
月
第
３
金
曜
日
（
原

則
）、
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
10
回
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
調
理
室

講　

師　

藤
村
幸
実 

氏

定　

員　

20
人

受
講
料　

１
５
，
０
０
０
円
（
半
年
分
、

材
料
費
込
み
）

持
ち
物　

ペ
デ
ィ
ナ
イ
フ
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
布
巾

申
込
み　

４
月
21
日
㈪
〜
30
日
㈬
に
、

中
央
公
民
館
（
☎
22

－

０
４
２
０
）
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
定

員
を
越
え
た
場
合
は
抽
選
）

　

市
で
は
今
年
度
、
秩
父
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の

見
直
し
の
実
施
に
あ
た
り
、
計
画
策
定

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
策
定
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
締
切　

４
月
30
日
㈬

応
募
・
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
25

－

５
２
０
５
（
直
通
）

秩
父
市
介
護
保
険

　

事
業
計
画
等
策
定
委
員
を

募
集
し
ま
す

18

第
８
回
少
年
少
女
国
際
使
節
団

　

海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

参
加
者
募
集

19

男
と
女
の
料
理
教
室

21　

料
理
を
趣
味
に
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

と　

き　

５
月
27
日
、
６
月
24
日
、
７

月
22
日
、
８
月
26
日
、
９
月
30
日
、
10

月
28
日
、
11
月
25
日
、
12
月
16
日
、
１

月
27
日
、
２
月
24
日
（
す
べ
て
火
曜
日
、

全
10
回
）、午
後
６
時
30
分
〜
８
時
50
分

と
こ
ろ　

荒
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
調
理
室

講　

師　

高
橋 

照
先
生

定　

員　

16
人

参
加
費　

会
費
１
，
０
０
０
円
、
材
料

費
と
し
て
１
回
８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
、
頭
巾

申
込
み　

４
月
25
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
）

問
い
合
わ
せ　

荒
川
公
民
館

　

☎
54

－

１
０
５
８

と　

き　

５
月
７
日
〜
６
月
７
日
の
毎

週
水
・
土
曜
日
（
全
10
回
）、
午
後
７

時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
柔
道
場

対　

象　

小
学
生
の
男
女
が
主
で
す
が
、

中
学
生
、
高
校
生
、
父
母
、
成
人
も
参

加
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
市
柔
道
連
盟　

関
口　

　

☎
24

－

８
１
４
０

市
民
初
心
者
柔
道
教
室

22と　

き　
５
月
18
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

ぐ
ん
ま
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
射
撃

場
（
現
地
集
合
）

種　

目　

ト
ラ
ッ
プ
射
撃

参
加
費　

無
料
（
ク
レ
ー
代
、
保
険
料

等
は
個
人
負
担
）

定　

員　
15
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
秩
父
ク
レ
ー

射
撃
協
会
事
務
局　

横
道
☎
24

－

６
２
６
４

市
民
ク
レ
ー
射
撃

　
　
　
　
　

初
心
者
教
室

23

と　

き　

５
月
31
日
〜
６
月
28
日
の
毎

週
土
曜
日（
全
５
回
）、午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

申
込
み　

５
月
25
日
㈰
午
後
５
時
ま
で

に
、
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
24

－

４

０
０
４
）
ま
た
は
左
記
事
務
局
へ
。

※
当
日
受
付
可
。
申
込
書
は
、
文
化
体

育
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
事
務
局
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
の
受
付
可
。）

問
い
合
わ
せ　

秩
父
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

事
務
局　

岡
崎
ト
キ
子
宅
☎
23

－

９
７

６
５

22

－

７
９
４
１

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

24　

ヨ
ガ
が
初
め
て
の
方
、
ま
た
や
っ
て

み
た
い
方
、
こ
の
機
会
に
ヨ
ガ
を
体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月
26
日
〜
９
月
29
日
の
月

曜
日
、
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

荒
川
公
民
館
軽
運
動
室

講　

師　

勅
使
河
原
文
子
先
生

定　

員　

25
人

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
み　

４
月
25
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

荒
川
公
民
館

　

☎
54

－

１
０
５
８

初
級
ヨ
ガ
教
室

25

ペットは愛情を持ち、最後まで責任をもって飼いましょう！
飼い主には、ペットを愛情と責任を持って育て、最後まで飼い続ける義務があります。
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外
国
人
の
た
め
の

日
本
語
教
室

28　

秩
父
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
外
国

人
を
対
象
に
日
本
語
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
お
知
り
合
い
の
外
国
人
の
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月
13
日
、
20
日
、
27
日
、

６
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日
の
火

曜
日
（
全
７
回
）、
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階
第
４
会
議
室

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
外
国
人

内　

容　

日
本
語
の
初
歩
〜
中
級
程
度

（
日
常
会
話
・
応
用
会
話
・
文
法
な
ど
）

定　

員　

20
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

講　

師　

増
井
ま
ゆ
み
先
生

申
込
み　

５
月
８
日
㈭
ま
で

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

布
ぞ
う
り
作
り
教
室

26と　

き　

４
月
14
日
㈪
、
５
月
12
日
㈪
、

６
月
９
日
㈪
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

久
那
公
民
館
集
会
室

講　

師　

倉
林
フ
サ 

氏
ほ
か

参
加
費　

５
０
０
円
（
１
足
分
）

※
２
足
目
か
ら
１
足
３
０
０
円

定　

員　
20
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

持
ち
物　

座
布
団
、
は
さ
み
、
筆
記
具

申
込
み　

電
話
で
久
那
公
民
館
（
☎
22

－

１
４
９
５
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

手
編
み
の
セ
ー
タ
ー
や
ベ
ス
ト
、
ビ

ー
ズ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
、
世
界
で

一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
り

ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月
20
日
〜
11
月
11
日
の
第

１
・
３
・
５
火
曜
日
（
原
則
）、
午
後
６

時
30
分
〜
８
時
30
分
（
全
15
回
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
研
修
室
１

対　

象　

勤
労
青
少
年

定　

員　

20
人

会　

費　

２
，０
０
０
円
（
材
料
費
別
）

申
込
み　

４
月
21
日
㈪
〜
30
日
㈬
に
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
22

－

０
４
２

０
）
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

青

年

手

芸

教

室

27

埼
玉
県
手
話
・

　
　
　

要
約
筆
記
等

養
成
講
習
会

29①
手
話
講
習
会
講
師
養
成
講
習
会

と　

き　

６
月
14
日
〜
12
月
６
日
の
原

則
土
曜
日
、午
前
10
時
〜
正
午
（
全
30
回
）

と
こ
ろ　

埼
玉
県
浦
和
地
方
庁
舎

対　

象　

市
町
村
手
話
講
習
会
講
師
経

験
者
な
ど

②
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
手
話
講
習
会

（
入
門
、
初
級
）

と　

き　

６
月
14
日
〜
12
月
６
日

入
門
編
：
原
則
土
・
日
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
（
全
26
回
）

初
級
編
：
原
則
土
曜
日
、
午
前
10
時
〜

正
午
（
全
15
回
）

と
こ
ろ　

埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー

対　

象　

難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
な
ど

③
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
習
会
（
手

書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
各

２
会
場
）

と　

き　

６
月
14
日
〜
12
月
11
日
の
原

則
木
・
土
曜
日
、
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
30
分
（
全
26
回
）

と
こ
ろ　

埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

対　

象　

聴
覚
障
害
者
福
祉
に
理
解
と

熱
意
を
有
し
、
今
後
、
要
約
筆
記
活
動

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
方

定　

員　
①
30
人
、②
・
③
各
20
人（
選
考
）

参
加
費　

無
料
（
教
材
費
別
）

申
込
み　

埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
市
役
所
社
会
福
祉
課
で
配

布
す
る
申
込
書
で
、
５
月
１
日
㈭
〜
24

日
㈯
（
必
着
）
ま
で
に
埼
玉
聴
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー
に
郵
送
ま
た
は
直
接

持
参
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
８

－

８
１
４

－

３
３
５
１

　

０
４
８

－

８
１
４

－

３
３
５
２

　

県
障
害
者
社
会
参
加
促
進
室

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

３
３
１
１

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

30と　

き　

５
月
25
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
第
１
ア

リ
ー
ナ

チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
４
人
以
上

（
男
女
混
合
可
）

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
，０
０
０
円（
当

日
集
金
）

申
込
み　

５
月
３
日
（
土
・
祝
）
ま
で
に
、

秩
父
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
事
務
局　

吉

村
コ
ト
メ
宅
☎
・

24

－

６
５
９
４

秩
父
ク
レ
ー
射
撃
協
会

指
導
者
育
成

ク
レ
ー
射
撃
大
会

31と　

き　

４
月
20
日
㈰
午
前
８
時
30
分

か
ら
受
付

と
こ
ろ　
ぐ
ん
ま
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
射
撃
場

種　

目　
ト
ラ
ッ
プ
射
撃
１
０
０
個
撃
ち

参
加
費　

７
，
０
０
０
円
（
ク
レ
ー
代
、

保
険
料
等
を
含
む
）

賞　

典　
参
加
賞
、
入
賞
＆
と
び
賞
有
り

定　

員　
36
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

問
い
合
わ
せ　

秩
父
ク
レ
ー
射
撃
協
会
事
務

局　

横
道
☎
24

－

６
２
６
４

市
民
ク
レ
ー
射
撃
大
会

32と　

き　

５
月
18
日
㈰
午
前
８
時
か
ら

受
付

と
こ
ろ　
ぐ
ん
ま
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
射
撃
場

種　

目　

ト
ラ
ッ
プ
射
撃

参
加
費　

７
，
０
０
０
円
（
ク
レ
ー
代
、

保
険
料
を
含
む
）

賞　

典　

入
賞
、
参
加
賞

定　

員　
36
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

問
い
合
わ
せ　

秩
父
ク
レ
ー
射
撃
協
会
事
務

局　

横
道
☎
24

－

６
２
６
４
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新
緑
の
眩
し

い
三
峰
路
。
箱

根
駅
伝
の
第
５

区
山
登
り
を
思

わ
せ
る
急
坂
コ

ー
ス
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

と　

き　

６
月

８
日
㈰
雨
天
決
行

と
こ
ろ　

大
滝
二
瀬（
秩
父
湖
）駐
車
場

受　

付　

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

開
会
式　

午
前
９
時
30
分

ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時
（
10
㎞
・
４
㎞
）

種　

目

第
１
部
（
10
㎞
・
二
瀬
駐
車
場
〜
三
峰

山
駐
車
場
）
一
般
男
子
の
部
・
一
般
女

子
の
部
・
壮
年
男
子
の
部

第
２
部
（
４
㎞
・
二
瀬
駐
車
場
〜
雲
取

森
林
管
理
道
入
口
）
一
般
男
子
の
部
・

一
般
女
子
の
部
・
壮
年
男
子
の
部
・
中

学
生
男
子
の
部
・
中
学
生
女
子
の
部

参
加
費　

一
般
２
，
０
０
０
円
、
中
学

生
・
高
校
生
１
，
０
０
０
円

表　

彰　

各
部
門
１
位
〜
６
位
賞
状
・

記
念
品
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞

申
込
み　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
、
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
に
申
込
用
紙
（
郵
便

振
替
）
が
あ
り
ま
す
。

※
５
月
８
日
㈭
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ　

大
滝
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

☎
55

－

０
８
６
３
（
直
通
）

第
29
回　

奥
秩
父

三
峰
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会

33

第
３
回　

秩
父
吹
奏
楽
祭

34　

市
民
会
館
で
は
、
自
主
事
業
の
一
環

と
し
て
吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。
秩
父
の
春
の
訪
れ
を
吹
奏
楽
と

共
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月
３
日
（
土
・
祝
）
午
前

９
時
30
分
開
場
、
10
時
開
演

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

出
場
予
定
団
体　

秩
父
ウ
イ
ン
ド
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
、
秩
父
郡
市
内
外
の
中
学

校
・
高
校
の
吹
奏
楽
部

入
場
料　

無
料
（
入
退
場
自
由
）

問
い
合
わ
せ　

市
民
会
館

　

☎
24

－

６
０
０
０

憲
法
が
生
き
る
社
会
を

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
氏

講
演
会

35と　

き　

４
月
20
日
㈰
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

内　

容　

中
原
中
也
賞
受
賞
の
詩
人
が
、

「
な
に
人
に
な
る
か
」
を
演
題
に
、
や

さ
し
く
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
憲
法
を
語
り
ま

す
。
秩
父
の
ユ
ネ
ス
コ
の
若
者
た
ち
に

よ
る
群
読
も
行
い
ま
す
。

参
加
費　
５
０
０
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

問
い
合
わ
せ　

秩
父
市
ユ
ネ
ス
コ
協
会
準
備

会
事
務
局　

江
田

　

☎
０
９
０

－

５
３
２
８

－

５
７
８
６

ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
座

鳥
羽  

亮
氏 

講
演
会

36　

平
成
20
年
度
ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー
の
開

講
式
な
ら
び
に
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

公
開
講
座
で
は
、
秩
父
高
校
卒
業
生

で
江
戸
川
乱
歩
賞
受
賞
作
家
で
あ
る
鳥

羽
亮
氏
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

入
場
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月
10
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
（
予
定
）　
　

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

定　

員　

２
０
０
人

内　

容　

講
演
「
時
代
小
説
を
楽
し
む

（
歴
史
を
ふ
ま
え
て
）」

講　

師　

作
家　

鳥
羽 

亮
氏

参
加
費　

無
料
（
申
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ど
な

た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

歴
史
文
化
伝
承
館

　

☎
22

－

０
４
２
０

つ
ど
い
の
広
場
「
は
っ
ぴ
ー
」

37　

つ
ど
い
の
広
場
は
、
お
母
さ
ん
同
士

で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
気
ま
ま
に
参
加
で

き
る
楽
し
い
場
所
で
す
。

対
象
年
齢　

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方

通
常
開
催
日　

毎
週
月
、
水
、
金
曜
日
（
４

月
か
ら
、
通
常
開
催
日
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

開
催
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
４
月
か
ら
、
正
午
〜
午
後
１
時
の
お

昼
休
み
も
開
催
し
ま
す
。）

会　

場　

ち
ち
ぶ
幼
稚
園

参
加
費　

無
料

●
園
庭
開
放

　

つ
ど
い
の
広
場
の
開
催
日
・
開
催
時

間
に
合
わ
せ
て
、
園
庭
を
開
放
し
ま
す
。

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
の
方
が
対
象
で
す
。

※
園
庭
開
放
中
の
ケ
ガ
、
事
故
等
に
つ

い
て
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

●
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

毎
週
土
曜
日
、
午
後
１
時
か
ら
。
０

歳
か
ら
１
歳
の
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

●
子
育
て
相
談

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
心
配
や
不
安
を
抱
え
が
ち
で
す
。

お
母
さ
ん
同
士
が
明
る
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
場
「
は
っ
ぴ
ー
」

に
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
事
業
は
、
秩
父
市
が
「
特
定
非

営
利
活
動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」

へ
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秩
父

こ
み
に
て
い
事
務
局
☎
22

－

７
８
６
６

「
春
の
じ
ば
さ
ん
ま
つ
り
」
を

開
催
し
て
い
ま
す

38と　

き　

５
月
11
日
㈰
ま
で

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

※｢

秩
父
札
所
写
真
展｣

は
４
月
26
日
㈯
〜

と
こ
ろ　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
物
産
館

（
１
階
）、レ
ス
ト
ラ
ン
ロ
ビ
ン
（
２
階
）

内　

容　

・
春
限
定
の
お
菓
子
や
野
菜
等
地
場
特

産
品
や
春
ら
し
い
花
苗
の
販
売

・
一
日
10
食
限
定
の
春
メ
ニ
ュ
ー
（
レ

ス
ト
ラ
ン
ロ
ビ
ン
）

・｢

秩
父
札
所
写
真
展｣

問
い
合
わ
せ　

地
場
産
セ
ン
タ
ー

　

☎
25

－

０
０
８
８

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ
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と　　き 内　　　容 会　場

４月19日㈯
～５月８日㈭

≪北村西望・墨の世界と彫刻展≫
同時開催：柿原家歴史資料展・名画に親しむコーナー
※会期中の休館日は、4月21日・28日です。

■北村西望展
　常設展示室
■その他
　展示室

５月９日㈮
～18日㈰

≪守屋直行　立体作品展≫
※初日は正午から、最終日は午後4時まで 展示室１

５月９日㈮
～18日㈰

≪体感ギャラリー in 秩父≫
～オカリナ・万華鏡・器～　一寸窯
※初日は正午から、最終日は午後5時まで

展示室２

毎週木曜日
午前９時～午後５時

齋藤麗子『押し花教室』
（途中昼休みあり） 会議室３

毎週金曜日
午前９時30分～正午

赤岩智恵子『絵画教室』
※生徒募集中 会議室３

〔各種作品展などに芸術文化会館をご利用ください〕
　芸術文化会館では、皆さんの作品発表の場とし
て展示室の貸し出し、並びに、作品制作の活動の
場として、会議室の貸し出しを有料で行っています。
　個展、仲間展など各種作品展会場として、ぜひ
ご利用ください。
　なお、詳細は下記までお問い合わせください。
問い合わせ　芸術文化会館　☎２２－２４０６

39

休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　年末年始（12月29日～１月３日の６日間）
開館時間　午前９時～午後５時

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
「
オ
オ
ル
リ
」
を
観
る
集
い

41

　

市
の
鳥
「
オ

オ
ル
リ
」
を
じ

っ
く
り
観
察
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月

11
日
㈰
午
前
８

時
10
分
浦
山
口

駅
集
合
、
午
後

３
時
解
散
（
雨

天
中
止
）

と
こ
ろ　

橋
立
川
と
大
平
山
方
面

募
集
人
数　

30
人

参
加
費　

２
０
０
円
（
保
険
料
）

持
ち
物　

双
眼
鏡
、
ペ
ン
、
飲
み
物
、

昼
食
な
ど
（
双
眼
鏡
は
若
干
数
用
意
が

あ
り
ま
す
。）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

秩
父
愛
鳥
会

　

加
藤
☎
22

－

３
２
７
８

桜　

草　

展　

示　

会

40　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
園
芸
品
種
の
桜

草
３
０
０
種
類
の
中
か
ら
、
代
表
的
な

も
の
を
１
５
０
鉢
ほ
ど
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
29
日
（
火
・
祝
）
〜
５

月
６
日
（
火
・
振
替
）
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

と
こ
ろ　

秩
父
神
社
上
の
境
内

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

　

秩
父
さ
く
ら
そ
う
会
事
務
局

　

☎
79

－

０
９
８
４

　北村西望は、戦時中、野上町(現在の長瀞町)矢那瀬の
高徳寺に疎開していたことがあり、長崎の平和祈念像な
ど有名作品を数多く残しています。今回は、その代表作
の書画・彫刻を展示します。
　また、秩父鉄道の創始者である柿原家歴史資料展も同
時に開催します。
と　き　４月19日㈯～５月８日㈭午前９時～午後５時
（ただし、初日は午前10時から、最終日は午後４時まで）
※月曜日は休館（ただし、５月５日（月・祝）は開館します。）
ところ　芸術文化会館
入場料　一般300円、高校生以下・障がい者無料、団体（20
人以上）250円
●常設展示室「郷土画家の作品展示一時休止」のお知らせ
　「北村西望・墨の世界と彫刻展」開催にともない、芸
術文化会館常設展示室の郷土画家の作品展示を次の期間
一時休止します。
休止期間　４月16日㈬～５月10日㈯
　なお、一般貸し出し展示室などの予約（申請受付業務）
などは通常どおり行います。皆さんのご理解とご協力を
お願します。
※５月10日㈯午後１時から常設展示を再開します。

「北村西望・墨の世界と彫刻展」を「北村西望・墨の世界と彫刻展」を
開催します開催します

来
日
15
周
年
記
念

ア
テ
フ
・
ハ
リ
ム

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

42　

ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

初
め
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
触
れ
る
方

も
、
幅
広
い
層
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
ま
す
。

と　

き　

５
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30
分

開
場
、
２
時
開
演

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

入
場
料　

前
売
券
：
一
般
３
，
０
０
０

円
、
大
学
生
以
下
１
，
０
０
０
円
（
当

日
券
は
、
い
ず
れ
も
５
０
０
円
増
）

※
小
中
学
生
を
無
料
招
待
し
ま
す
。
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学
校
名
・

学
年
を
明
記
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。（
締
切
は
、
５
月
８
日

㈭
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

演
奏
曲　

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
ソ
ナ
タ
、
チ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン

ほ
か
の
名
曲

チ
ケ
ッ
ト　

チ
ケ
ッ
ト
ヤ
オ
、
秩
父
楽
器

サ
ー
ビ
ス
、
彩
の
国
ふ
る
さ
と
秩
父
観

光
情
報
館　

ほ
か

問
い
合
わ
せ　

Ａ
＆
Ａ 

ａ
ｒ
ｔ

　

☎
０
３

－

３
３
９
２

－

２
９
５
５

　

０
３

－

３
３
９
２

－

０
５
４
１ アテフ・ハリム 氏
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と　

き　

５
月
18
日
㈰
午
前
10
時
30
分

〜
、
午
後
２
時
〜
、
５
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

前
売
券　

一
般
１
，
０
０
０
円
、
シ
ニ

ア
・
高
校
生
以
下
・
障
が
い
者
８
０
０

円
（
当
日
券
は
２
０
０
円
増
し
）

※
時
間
指
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

チ
ケ
ッ
ト
ヤ
オ
、
時
習
堂

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
シ
ア
タ
ー

・
エ
フ
秩
父
実
行
委
員
会

　

☎
０
４
８

－

５
５
１

－

４
５
９
２

上映作品
「ALWAYS 続・三丁目の夕日」

第
14
回　

秩
父
映
画
会

43

男
女
共
同
参
画
映
画
上
映
会

「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」

45　

昭
和
40
年
、
閉
山
目
前
の
常
磐
炭
鉱

で
町
を
救
う
た
め
、
家
族
、
友
、
そ
し

て
自
分
の
人
生
の
た
め
に
フ
ラ
ダ
ン

ス
に
挑
ん
だ
炭
鉱
娘
た
ち
の
実
話
で
、

数
々
の
賞
を
受
賞
し
た
傑
作
で
す
。

と　

き　

５
月
17
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

申
込
み　

４
月
21
日
㈪
か
ら
市
民
生
活

課
お
よ
び
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で

整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。（
定
員
３
０

０
人
に
な
り
次
第
締
切
）

※
２
才
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

を
無
料
で
託
児
し
ま
す
。
５
月
９
日

㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
ご
来
場
の
際

は
な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
で
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

（Ｃ）2006 BLACK DIAMONDS

椿
森
の
春
大
祭
で

　
　

秩
父
歌
舞
伎
芝
居
を

　

上
演
し
ま
す

44

　

平
成
17
年
に
復

活
し
た
椿
森
春
大

祭
（
上
影
森
・
諏
訪

神
社
）
で
の
秩
父
歌

舞
伎
芝
居
を
今
年

も
上
演
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
29
日
（
火
・
祝
）
付
祭

（
歌
舞
伎
芝
居
等
）
正
午
〜

と
こ
ろ　
上
影
森
諏
訪
神
社
境
内
（
市
指

定
有
形
文
化
財
・
諏
訪
神
社
附
設
舞
台
）

内　

容　

秩
父
歌
舞
伎
正
和
会
に
よ
る

歌
舞
伎
芝
居
上
演
等

み
ど
り
の
村
の
催
し

46●
み
ど
り
の
村
祭
り

と　

き　

５
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

内　

容　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
出
店
、

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
等
の
イ

ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

●
そ
ば
打
ち
体
験

と　

き　

５
月
18
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

若
者
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定　

員　

28
人
（
抽
選
）

申
込
締
切　

５
月
９
日
㈮
必
着

申
込
み　

往
復
は
が
き
に
イ
ベ
ン
ト

名
・
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
年
齢
を
記
入
し
左
記
へ
。

問
い
合
わ
せ　

み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所

　

〒
３
６
８

－

０
１
０
１　

小
鹿
野
町

下
小
鹿
野
27　

☎
75

－

３
４
４
１

長
瀞
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
催
し

47●
は
じ
め
て
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　

初
心
者
向
け
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
教
室
。

「
骨
波
田
の
藤
」
を
目
指
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
17
日
㈯
午
前
10
時
30
分

〜
18
日
㈰
午
後
４
時
（
１
泊
２
日
）

参
加
費　

４
，
０
０
０
円
程
度

対　

象　

小
学
５
年
生
以
上
（
小
中
学

生
は
保
護
者
同
伴
）　

 

定　

員　

50
人 
（
抽
選
）

●
つ
と
っ
こ
づ
く
り
と
長
瀞
ア
ル
プ
ス

ハ
イ
キ
ン
グ

と　

き　

５
月
31
日
㈯
午
前
10
時
〜
６

月
１
日
㈰
午
後
３
時
（
１
泊
２
日
）

参
加
費　

４
，
０
０
０
円
程
度

対　

象　

小
学
生
以
上

定　

員　

50
人 

（
抽
選
）

申
込
み　

４
月
30
日
㈬
ま
で
に
往
復
は

が
き
（
事
業
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
）
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

長
瀞
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

　

〒
３
６
９

－

１
３
１
２　

長
瀞
町
井

戸
３
６
７　

☎
66

－

０
１
７
７

大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
催
し

48●
自
然
満
喫
！
羊
山
公
園
芝
桜
ハ
イ
ク

　

芝
桜
を
巡
る
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

と　

き　

５
月
８
日
㈭
午
前
10
時
西
武

秩
父
駅
集
合
（
午
後
３
時
解
散
予
定
）

対　

象　

20
歳
以
上
の
個
人
・
団
体

定　

員　

30
人
（
申
込
順
）

参
加
費　

４
０
０
円

●
森
林
で
遊
ぼ
う
Ⅰ
「
新
緑
の
ト
ロ
ッ

コ
軌
道
」

　

ト
ロ
ッ
コ
軌
道
跡
ハ
イ
キ
ン
グ
、
山

菜
取
り
、
そ
ば
打
ち
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

５
月
24
日
㈯
午
前
10
時
30
分

〜
25
日
㈰
午
後
１
時
30
分
（
１
泊
２

日
）、
入
川
渓
谷
集
合

対　

象　

家
族

定　

員　

50
人
（
申
込
順
）

参
加
費　

小
中
学
生
３
，
３
０
０
円
、

大
人
３
，
８
０
０
円

申
込
み　

５
月
１
日
㈭
か
ら
電
話
で
受

け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

　

☎
55

－

０
０
１
４

©2007「ALWAYS続・三丁目
の夕日」製作委員会

演　

目　

一い
ち
の
た
に
ふ
た
ば
ぐ
ん
き

谷
嫩
軍
記 

熊く

ま

が

い

じ

ん

や

の

ば

谷
陣
屋
之
場

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

秩
父
歌
舞
伎
正
和
会
事
務
局

　

☎
23

－

２
３
７
６

秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp
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今
月
号
か
ら
、
取
材
中
の
で
き
ご
と
や
、
生
活

の
中
で
見
つ
け
た
小
さ
な
発
見
な
ど
を
広
報
担
当

者
が
つ
づ
り
ま
す
。

　

あ
る
日
曜
日
の
早
朝
、

地
震
が
あ
り
、
キ
ジ
が
甲

高
く
鳴
い
た
。
一
瞬
、
静

寂
に
包
ま
れ
た
が
、
キ
ジ

の
鳴
き
声
が
気
に
な
り
、

ラ
ジ
オ
と
カ
メ
ラ
を
抱

え
、
玄
関
を
飛
び
出
し

た
。
が
、
ふ
と
我
が
家
が

気
に
な
り
、
振
り
返
っ
た
。
も
し
も
の
時
、
叔
父

や
兄
の
家
族
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
…
。

そ
の
後
、
休
耕
田
を
見
回
し
た
が
、
鳥
た
ち
を
黙

ら
せ
た
キ
ジ
の
姿
は
な
か
っ
た
。
次
い
で
、
足
を

延
ば
し
て
、
新
し
く
立
派
に
な
っ
た
吉
田
中
学
校

の
体
育
館
を
見
に
行
っ
た
。
巣
作
り
中
の
鳥
た
ち

の
賑
や
か
な
鳴
き
声
が
心
地
よ
く
耳
に
残
っ
た
。

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai）または、
藤岡多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.html）
のホームページで確認できます。

４
月
13
日

医師会休日診療所
岩田産婦人科医院
秩 父 市 立 病 院
篠 塚 病 院

（内･小）
（産・婦・内）

熊木町
番場町
桜木町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎24－1336
☎23－0611
☎23－9261

４
月
20
日

医師会休日診療所
石塚内科胃腸科医院
秩 父 病 院
光 病 院

（内･小）
（内･胃）

 

熊木町
下影森
宮側町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎24－5010
☎22－3022
☎24－1234

４
月
27
日

医師会休日診療所
五 野 上 医 院
小 鹿 野 中 央 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（内･小）

熊木町
大野原
小鹿野町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－1587
☎75－2332
☎52－3121

４
月
29
日

医師会休日診療所
近 藤 医 院
秩 父 市 立 病 院
く す の 木 病 院

（内･小）
（産・婦・内）
（内･小）

熊木町
日野田町
桜木町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎22－0043
☎23－0611
☎24－3111

５
月
３
日

医師会休日診療所
水 野 医 院
小 鹿 野 中 央 病 院
深 沢 内 科 医 院

（内･小）
（ 内 ）

熊木町
山 田
小鹿野町
藤岡市上戸塚

☎23－8561
☎22－3315
☎75－2332
☎22－6555

５
月
４
日

医師会休日診療所
大 谷 津 医 院
皆 野 病 院
篠 塚 病 院

（内･小）
（内･小）

熊木町
阿保町
皆野町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎22－6329
☎62－6300
☎23－9261

５
月
５
日

医師会休日診療所
岩田産婦人科医院
皆 野 病 院
光 病 院

（内･小）
（産・婦・内）

熊木町
番場町
皆野町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎24－1336
☎62－6300
☎24－1234

５
月
６
日

医師会休日診療所
あらいクリニック
秩 父 市 立 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（内･小）

熊木町
本 町
桜木町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎25－2711
☎23－0611
☎52－3121

５
月
11
日

医師会休日診療所
南 須 原 医 院
秩 父 市 立 病 院
く す の 木 病 院

（内･小）
（内･外）

熊木町
長瀞町
桜木町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎66－2038
☎23－0611
☎24－3111

曜日 医療機関名 電　　話
月曜 あ ら い ク リ ニ ッ ク ☎25－2711
火曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611
水曜 秩 父 病 院 ☎22－3022
木曜 小 鹿 野 中 央 病 院 ☎75－2332
金曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611

受付時間　午後７時30分～午後10時（祝日は行いません。）
※電話で確認してから受診してください。 四四四四

季季季季

彩彩彩彩
々々々々

ししし

さ
い
さ
い
さ
い
さ
い

さ
い
さ
い
さ
い
さ
い

ききき

彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
の
催
し

49●
シ
イ
タ
ケ
の
駒
打
ち

と　

き　

５
月
４
日
（
日
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
森 

森
林
科
学
館

内　

容　

地
域
住
民
の
指
導
に
よ
る
シ

イ
タ
ケ
の
駒
打
ち
を
体
験
し
ま
す
。

参
加
費　

１
，
５
０
０
円
（
昼
食
付
）

※
ホ
ダ
ギ
持
ち
帰
り

募
集
人
員　

一
般
15
人
（
申
込
順
）

●
す
か
り
作
り
体
験
教
室

と　

き　

５
月
５
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
森 

森
林
科
学
館

内　

容　

シ
ュ
ロ
縄
を
使
い
ナ
ッ
プ
ザ

ッ
ク
作
り
を
体
験
し
ま
す
。

参
加
費　

１
，
５
０
０
円

募
集
人
員　

一
般
15
組
（
一
組
２
人
ま
で
。

申
込
順) 

●
赤
岩
峠
（
展
望
岩
）
登
山

と　

き　

５
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

内　

容　

地
域
住
民
を
ガ
イ
ド
と
し
て
、

赤
岩
岳
手
前
ま
で
登
山
し
ま
す
。

参
加
費　

大
人
３
，
０
０
０
円
、
中
学

生
以
下
１
，
５
０
０
円
（
入
浴
券
付
）

募
集
人
員　

一
般
10
人
（
申
込
順
）

持
ち
物
等　

昼
食
（
シ
イ
タ
ケ
の
駒
打
ち

除
く
）、
飲
み
物
、
安
全
に
作
業
で
き

る
服
装
と
靴

申
込
み　
電
話
で
、
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の

森
管
理
事
務
所
（
☎
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●３歳児健診
　（秩父）
●骨密度健康相
　談（吉田）
●親子ふれあい
　教室（荒川）

●４か月児・10
　か月児健診、
　BCG予防接種
　（吉田）

●言語リハビリ
　教室（秩父）
●ことばの相談
　（吉田）

●10か月児健診
　（秩父）
●栄養相談
　（吉田）
●健康相談
　（荒川）

●４か月児健診
　（秩父） 
●よしだ元気塾
　（吉田）
●親子ふれあい
　教室（大滝）

●BCG予防接種
　（秩父）
●親子ふれあい
　教室（吉田）

●胃がん検診
　（秩父）

●１歳６か月児
　健診（秩父）
●親子ふれあい
　教室（荒川）

●胃がん検診
　（秩父・荒川）
●１歳６か月・
　３歳児健診・
　歯みがき教室
　（荒川）

●胃がん検診
　（秩父・荒川）
●言語リハビリ
　教室（吉田）

●胃がん検診
　（秩父）

●育児相談
　（秩父）

●歯みがき教室
　（秩父）

●胃がん検診
　（秩父）

●胃がん検診
　（秩父）
●言語リハビリ
　教室（荒川）

●ポリオ予防接
　種（荒川）

●胃がん検診
　（秩父）

●３歳児健診
　（秩父）
●骨密度健康相
　談・歯周疾患
　検診（吉田）

●１歳６か月児
　・３歳児健診
　（吉田）
●胃がん検診
　（大滝）

●言語リハビリ
　教室（秩父）
●ことばの相談
　（吉田）
●親子ふれあい
　教室（荒川）

●育児相談・健
　康相談（吉田）

●ポリオ予防接種（秩父）
●胃がん検診（吉田）
●よしだ元気塾（吉田）
●育児相談・健康相談（大滝）
●骨粗しょう症予防相談（荒川）
●乳・子宮がん検診（荒川）

●三種混合予防
　接種（秩父）
●胃がん検診
　（吉田）
●育児相談
　（荒川）

※詳細については、今月号34・35ページおよび３月号の「保健センターからのお知らせ」をご覧ください。
　また、３月号の市報と一緒に世帯配布した冊子「平成20年度 秩父市健康カレンダー」もご活用ください。
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みんなで楽しく！おもしろくみんなで楽しく！おもしろく

「大滝地域交流会」開催「大滝地域交流会」開催

祝開通祝開通
森林管理道「漆木白岩線」森林管理道「漆木白岩線」

秩父郡市内46か所の歯科医院に秩父郡市内46か所の歯科医院に
AEDが設置されましたAEDが設置されました

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　広報広聴課　 ☎ 22 － 2505（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎ 22 － 2211内線 1296
　　　　　　　　　　 　koho@city.chichibu.lg.jp

花の木小学校開校50周年記念花の木小学校開校50周年記念
タイムカプセル開封！タイムカプセル開封！

　１月29日、秩父郡市歯科医師会の46の歯科
医院に自動体外式除細動器（AED）が設置
されました。また同時に、同歯科医師会の皆
さんは、BLS（第１次救命処置）の資格を
取得しました。
　このAEDの設置は、埼玉県歯科医師会100
周年記念事業として行われたもので、市長に
報告に訪れた秩父郡市歯科医師会会長の平沼
清史さんは、「歯科医院は医師の自宅と兼ね
ている場合が多いので、夜中でも、もしもの
場合は近くの歯科医院を頼ってください。」
と話してくれました。

　吉田石間の漆木地区と吉田阿熊の白岩地区
とをつなぐ森林管理道「漆木白岩線」は、昭
和57年の工事着工以来、26年間にわたり工事
が行われてきました。この道路がこの度開通
し、３月16日、石間交流学習館体育館で記念
式典が行われました。
　式典には、用地提供者、地域の関係者など、
事業に携わった多数の方が出席しました。悲
願の開通に、出席者は感慨深いものを感じて
いました。この道路を通じ、森林保全や両地
域の交流が期待されます。

　２月24日、花の木小学校の開校70周年記念
式典が行われ、そのセレモニーの一環として、
開校50周年記念の時に埋めたタイムカプセル
が開封されました。
　このタイムカプセルには、昭和62年度に在
籍していた１年生から６年生の皆さんの作文
や作品、学校の様子がわかる写真などが入っ
ており、開封に立ち会った卒業生の皆さんは、
同級生との再会を喜ぶとともに、20年前の自
分自身を懐かしく振り返っていました。
　なお、開封に立ち会えなかった方は、花の木
小学校のホームページを見て、思い出の品の受
け取り方法を確認して欲しいとのことです。

　３月７日、大滝老人福祉センターにおいて、
秩父市社会福祉協議会主催の「大滝地域交流
会」が開催されました。
　この交流会は、大滝地域を４支部に分け、
昨年12月から支部ごとに開催しているもので、
この日は最後となる支部の若い人から高齢者
まで60人が集まり、交流を深めました。心理
テストや頭の体操、ゲームや相撲など誰もが
楽しめるアイデア溢れる企画が目白押しで、
会場は終始、和やかな笑い声に包まれていま
した。


